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序文  

カスパル・シャムベルゲル（Caspar Schamberger, 1623-1706）は、いわゆる「カ
スパル流外科の父」として日本の医学史上最も重要な人物の一人である。カス
パル流外科はキリスト教の世紀にイベリア半島の宣教師によってもたらされた
「南蛮流外科」に続く「紅毛流外科」の最初の流派であり、その伝習は１９世
紀の開国にいたるまで確認できる。１６４９年から１６５１年まで日本に滞在
し、オランダ東インド会社に勤務していたカスパルは、自分が後世に与えた影
響を決して知ることはなかった。出島商館の業務日誌やその他の文書は、彼の
ような外科医の活動について所々で触れてはいても、たいていは単に
「chirurgijn」とだけ記されている。本来なら彼の名は世に知られることはなか
っただろう。しかし１６４９年、特使アンドリース・フリーセ（Andries Friese / 

Frisius ）とともに江戸へ行き、徳川家光の謁見を待っている時、思いがけない
ことが起こる。シャムベルゲルと使節団の仲間３人は、使節団が長崎へ戻るこ
とになっても、しばらく江戸に留まるよう幕府側から要請された。こうして彼
は合計約１０ヶ月、通常は閉鎖的な国の政治的中心地に滞在し、病人の治療や
日本人医師の指導にあたった。彼は多大な報酬を得て長崎へ戻り、出島商館長
の次の江戸参府にも参加した。そして１６５１年秋には日本を離れている。 

様々な動きと要素が重なり、シャムベルゲルは幕府の関係者の注目するとこ
ろとなった。彼によって引き起こされた西洋医術に対する関心は、その後も衰
えることはなく、継続的な日蘭医学交流へと発展し、薬学、本草学、植物学な
どの関連分野にも広がるようになった。常に現場に立ち会っていた出島商館の
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阿蘭陀通詞たちも、商談とは大きく異なるやりとりに強い影響を受け、オラン
ダ語の学習のみならず西洋を見る目も次第に変わり、やがて通詞出身の学者が
登場するようになった。杉田玄白は回想録『蘭学事始』で「紅毛カスハル」に
言及しているが、江戸蘭学への偏り及び情報不足のためか、彼はカスパルの役
割をあまり認識していなかった。 

 

「又古来「カスパル」流といふ外科あり。これは寛永二十年、南部山
田浦へ漂流ありし阿蘭陀船の人数の内、江戸へ召し呼ばれたる中に、
「カスパル」某といふ外科あり。三四年留置れ、その療法を学せられ
し者もありしが、追々長崎へ御送りのよし。江戸並に長崎にても、正
保の頃、此「カスパル」より伝来の療法ありしを、詳らかなる事を
不知ども、後に「カスパル」流と唱ふる事と申事に哉。又別に「カス
パル」姓の外科渡来のこともありしか。」1 

 

今日の豊富な史料を踏まえながら江戸期全体の流れを見つめると、シャムベ
ルゲルは蘭学の種を蒔いた人物であるとの位置づけにいたる。 

１９８０年代末頃、南部ドイツのクリストフ・アルノルトが１６７２年に発
表した『三大王国、日本、シャム、朝鮮』という本の注釈の中で、それまで不
明だったシャムベルゲルの出生地及び帰国後の様子を示す記述を発見した筆者
は、日本医史学会の蒲原宏氏、酒井シヅ氏、故宗田一氏、故中西啓氏、故鹿子
木敏範氏などが寄せて下さった強い関心に刺激され、東西両洋におけるシャム
ベルゲルの活動を追究する決心をした。その成果は一連の論文及びドイツで出
版された本として発表することができたが、その後江戸時代全般にわたる調査
により、紅毛流外科の原点であるシャムベルゲルの教えを資料的に、より詳細
に裏付けることが可能になってきた。本冊子では、ヨーロッパでの各種出来事、
カスパル以降の日本における動きや紅毛流外科の発展などを除外し、慶安３・
４年におけるシャムベルゲルの活動とその関連史料に的をしぼることにする。 

医薬学関連の１７世紀の文書の多くは、後世により写された形でしか伝わっ
ていない。書写者が文章の一部を省いたり、別の資料を追加したりすることは
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決して珍しくない。史料名も様々であり、『国書総目録』に集録されているも
のはごく一部に過ぎないので、数多くの写本を見ることが不可欠である。それ
にしても、一つの文書の本来の姿を再構築するのは困難を極め、大まかな姿し
か描写しかできない場合もある。 

シャムベルゲルの日本滞在中、猪股伝兵衛などの通詞が作成した報告は例外
ではない。当時の姿を明白に示しているのは、現存史料のほんの一部である。
その中でとりわけ「阿蘭陀外科医方秘伝」は重要であり、その他の写本群を整
理する鍵にもなる。この史料の発見者宗田一氏のお陰で所有者の佐藤文比古氏
からコピー及び利用の許可をいただき、宗田氏が１９８０年に発表した先駆的
な論文「カスパルの江戸での伝習について — 阿蘭陀外科医方秘伝の紹介」をも
とに、蘭文史料と和文史料と照らし合わせながらさらなる分析成果を発表した
が、文章の紹介は常に断片的な引用に過ぎなかった。その後、佐藤氏も宗田氏
もこの世を去り、「阿蘭陀外科医方秘伝」の原本も、宗田氏蔵の写しも行方不
明となり、現存するのは筆者のコピーのみとなった。本冊子のページ数には多
少の余裕を与えられたので、今後の研究に役立つようにとの願いを込め、「阿
蘭陀外科医方秘伝」全文及びその他の貴重な史料を掲載することにした。 

 

平成２０年２月吉日 

 

                        Ｗ・ミヒェル 
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1.0 カスパル・シャムベルゲルの略歴  

カスパル・シャムベルゲルの生涯を概観するにあたり、彼の葬儀に際し印刷
された「弔辞」は最も重要な資料である。もし彼がその人生を外科医として終
えていたならば、このようなものは刊行されなかったであろう。しかし、シャ
ムベルゲルは若い頃の長旅を終えて帰郷したのち、東方で蓄積した富と知識を
活かし、商人として高い社会的地位を築いていたので、計１０８頁にも及ぶ様々
な資料が印刷された。このような「弔辞」は部数も少なく、殆どが時代ととも
に消えていく。シャムベルゲルの場合も今日ではドイツ、ヴォルフェンビュッ
テルのヘルツォーク・アウグスト図書館が保存する「ストルベルグ・ストルベ
ルグシェ弔辞コレクション」の一編しか残っていない2。 

この「弔辞」は数部から構成されている。冒頭はトーマス教会のゼーリヒマ
ン神父による６６頁にも及ぶ説教である。それは、大学附属のパウリーネル教
会の告別式で読み上げられ、おそらく２時間半前後かかったものである。 

 

Einen Gläubigen in seinem allezeit getrosten Muthe, Stellte bei 

Christlich-solenner Leichen-Bestattung Des Wohl-Ehrenvesten, 

Vor-Achtbarn und Wohl-Fürnehmen Herrn Caspar Schambergs, Fürnehmen 

Bürgers und berühmten Handels-Manns allhier, Den XI. April. A. MDCCVI. 

Der Hochansehnlichen Versammlung in der Academischen Pauliner-Kirche 

aus Jes. XLIII, 1-3. zu betrachten dar D. Gottlob Friedrich Seligmann, P.P. 
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Consist. Assessor, und zu S. Thomas Pastor. Leipzig, gedruckt bey Johann 

Samuel Fleischern. 

 

聖書から多くを引用し、遺族や悲しみにくれる人々を慰めている。死出の旅
に出るシャムベルゲルが若い頃に果たした、２万マイルを超える東インドへの
旅について繰り返し言及し、２度の難破を生き延びたことは彼が神へ無限の信
頼を寄せたこと、また同時に神のシャムベルゲルへの寛大な慈悲の表れとして
いる。さらに、１６頁にわたる「履歴」（「Lebens=Lauff」）において、神父が
葬儀の出席者にいろいろ気を配りながら故人の生涯、業績などを紹介する。短
い「しめくくり」、「主の祈り」及びＪ・Ｇ・プファイフェル（Johann Gottlob Pfeiffer）
による６頁の謝辞（「Abdanckung」）で「弔辞」の本文は終わっている。 

 

 

図１  カスパル・シャムベルゲルの「弔辞」3 

 

同じ日に墓地での葬儀が行われた。その際配布された９名の「後援者、親族、
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友人」による「最後の名誉の追憶」、Ｇ・オレアーリウス教授（Gottfried Olearius）
による「即興による追悼の詩」、故人のいとこＪ・Ｓ・フリッツ（Johann Stephan 

Vlitz）の「感想」及び孫のカスパル・フリードリヒ（Caspar Friedrich）とクリス
ティアン・ゴットフリート（Christian Gottfried）が流した「悲しみの涙」は、そ
れぞれの自費で印刷された２、３枚に過ぎない。 

 

Das letzte Ehren=Gedächtniß, Welches dem Wohl=Ehren= Vesten / 

Vorachtbarn und Wohl=Fürnehmen Herrn Caspar Schamberg / Wohl 

benahmten Bürger und Handelsmann allhier in Leipzig / Den 11. April. 

1706. Unter Volckreicher Versamlung Auffgerichtet wurde Von 

Nachgesetzten Patronen / Anverwandten und Freunden. Leipzig / Gedruckt 

bey Johann Wilhelm Krügern. 

 

間違いなくシャムベルゲルはライプツィヒでの「よき名のある市民と商人」
だった。とりわけ教会で読み上げられた「履歴」から多くのことが判明する（附
録資料１参照）。その一部は市の各種記録で確認できる。 

ワイン商人としてフランケン地方のケーニヒスベルク（Königsberg）からライ
プツィヒに移住した父バルタザール・シャムベルゲル（Balthasar Schamberg）は、
１６２２年９月３日に、商人の娘マルタ・フィンジンゲル（Martha Finsinger）と
結婚する4。長男カスパルは１６２３年９月１１日に生まれ、翌日トーマス教会
で洗礼を受けている5。市の戸籍簿によれば、父バルタザールは１６２４年８月
１３日にようやく市民権を取得したが6、早くもその数年後の１６２９年に亡く
なってしまった7。未亡人となり、社会的地位も生活基盤も失いかねなかったマ
ルタは、１６３２年５月２４日に再婚している8。義父ゴットフリート・シュタ
ール（Gottfried Stahl）は、自分の責任を果たしたようだが、跡継ぎにならない
カスパルはいずれにせよシュタール家から離れる見通しだった。一般商人の子
供たちは地元の学校で読み書き、算数などの基礎教育を受け、若いうちに父の
商業活動に参加させられた。上記の履歴はカスパルに関する動きをこう描写し
ている。 
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「当初彼の愛すべき両親は、息子が成長するに際して商業へ向かわせ
ようとしたが、当時ドイツは戦時不安で、この職業を子供に選ばせる
のは賢明ではないと判断し、むしろ特に当時著名な医師だったミハェ
リスの外科学を修めさせるようにという忠告に神を信じて従い、結局
息子を当地の経験豊かな外科医クリストフ・バッヘルトに１６３７年
３月１６日、託した。そこで３年間、この学問の基礎をよく学び、１
６４０年、恩師に別れを告げたときには名声と栄誉を得るほどになっ
ていたが、自分の腕をさらに完成させるため、彼はまもなくハレとナ
ウムブルクへ行き、さらに丸２年この学問に没頭した。」9 

 

ヴェストファーレン出身のヨハネス・ミハエル（Johannes Michael / Michaelis）
10はヴィッテンベルクを皮切りに、ドイツ、オランダの大学で学業を修めた後、
１６３０年ライプツィヒで修士号、１６３１年に博士号を取得し、まもなく教
授になる。その経歴のうち「永遠の学部長」（Decanus perpetuus）になったこと
や、１６４１年からヴィルヘルム・フォン・アルテンブルク公爵の、１６６２
年からはヨーハン・ゲオルグ２世選帝侯の侍医を務めたことが注目に値する。
彼はライプツィヒで初めて化学薬を紹介し、自らも調合薬を多数開発し、その
うちの「Specificum cephalicum」は大いに使用されたようである。また、重要な
著作を再版し、序文も多数書いている11。ミハエルは１６６７年に死去した。彼
の著作全集はニュルンベルクで１６８８年に出版され、１６９８年に再版され
た。１６３７年シャムベルゲルの両親に外科医としての養成を勧めたとき、彼
は３０歳代の初めですでに正教授になっていた。 

医学部の教授陣は地元の外科医組合の監督にもあたっており、ミハエルは当
時の組合長クリストフ・バッヘルト（Christoph Bachert12）と密接に交流してい
たと思われる。カスパルには実践の経験を蓄積する機会が十分に与えられた。
１６３７年、ペストにより市民の５分の１が死亡する13。その２年後、またもペ
ストが流行し、記録によれば、１６４０年にはケーニヒスマルク将軍の軍隊と
の衝突が繰り返された。同年、試験を受け見習期間を無事に終えたカスパルは、
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さらなる修業のためにライプツィヒを出る必要はなかったようである。しかし、
１６才の若き外科医は「愛する家族の承認と同意を得て」、３０年戦争中で安
全とはいえない旅に出た。まず、ハレとナウムブルクで２年間、腕に磨きをか
けた。「履歴」にはさらにハンブルク、リューベック、プロイセンのケーニヒ
スベルク、ダンツィヒ、スウェーデン、デンマーク 、そして最後にオランダが
並ぶ。 

東インド行きの動機や決心について、ゼーリヒマン神父は「神のお導き」と
職業への熱意を挙げている。故人を賛える他の文章もこの点に妙にこだわり、
シャムベルゲルがライプツィヒで善良な市民として何十年も暮らしてきた後に
も、人々の多くは、彼がなぜこれほどまで旅行範囲を広げたのか、理解に苦し
んでいた。シャムベルゲルはアムステルダムの商会所に応募しているが、ここ
はすでに記したように外科医には厳しい試験を課していた14。彼は３年の期限で、
外科医長２人と外科医２人と共に旗艦マウリティウス号（Mauritius）で赴任した。
艦隊は１６４３年１０月２４日に出港した15。 

 
 

 

図２  カスパル・シャムベルゲルの署名16 

 

総督府が生存者に配慮していたことは「履歴」からは読み取れない。このと
き東インド会社はポルトガル人に対する９度目の海上封鎖を準備しており、シ
ャムベルゲルは直ちに戦艦に乗船しなければならなかった。司令官は後にバタ
フィア総督として偉大な業績を上げたヤン・マーツイケル（Jaen Maetsuycker, 

1606-1678）である。艦隊のうちの１隻にライプツィヒの同郷人ベール（Johann von 

der Behr, 1615-1692頃）が同船しており、この作戦を詳細に記している。シャム
ベルゲルは軍に配属されて４日後の１６４４年８月８日に乗船した。１０日に
艦隊は出港し、８月２８日にゴアの沖合に到着した。運よくマーツイケルは彼
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の目的を交渉のみによって達成した17。 

シャムベルゲルの「履歴」によれば次の滞在地はセイロン島になっている。
ゴア近郊での取引を成功させた後、１１月半ばに艦隊の大部分は西海岸のネゴ
ンボ（Negombo）に向かった。この場所はポルトガル人が１月４日、東インド
会社に明け渡していた18。さらにそこからスラタとペルシャへ向かった19。ペル
シャ湾、ホルムズ海峡の沖合でクラース・コルネリス・ブロック（Claes Cornelisz. 

Blocq）のもと、 船員５０７名と兵士４５２名を擁する大艦隊が集結した。しか
し、様々な攻撃や交渉にもかかわらず、ガムロン（Gamron）とキスミス（Kismis）
ではそれほどの成果は上げられなかった。シャムベルゲルが記した地名から推
測すれば、彼はシェルフィス（Schelvis）に乗り込んでいたようだ20。ペルシャ
での「冒険」は１６４５年８月半ばに中断された。シャムベルゲルの船はモル
ッカ諸島のテルナテ島に向かい、１６４６年１月５日、再びバタフィアへ帰っ
た21。次の作戦までの間を彼はおそらく町の病院（Gast Huijs）か要塞の医局で
過ごしたのであろう。 

１６４６年８月２３日、シャムベルゲルは「台湾島、中国や日本の王国」へ
旅立つよう命令を受けた22。つまり彼には勤務期間の延長が課せられたことにな
る。台湾での滞在期間については何もわかっていない。おそらく船は総司令部
がある、南西海岸のゼーランディア（Zeelandia）に到着したと思われる。中国
への旅に関しても詳細は不明である。ゼーリヒマン神父が述べた旅行先の順序
が中国に関して乱れている可能性は十分考えられる。１６４４年に明朝が崩壊
してから中国南部では明朝の支持者が清軍に対してかなりの抵抗を続けていた。
台湾のオランダ商館と明朝の関係は次第に悪化し、中国との貿易を安定させる
ため北京の新しい政権と関係を結ぶ必要性がますます高まったのである。そこ
で会社は調査を重ね、使節としてフレデリック・スヘーデル（１６５２年）や
ツァハリアス・ワーゲネル（１６５３年）を広東へ派遣した。もしかしたらシ
ャムベルゲルはどちらかの使節団の一員だったかも知れない。 
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図３  ライプツィッヒ郊外のシャムベルゲル家の庭園（１７４６年）23 

 

シャムベルゲルの日本滞在はのちほど詳細に取りあげることにし、ここでは
「履歴」の記述を紹介するに留めよう。 

 

「８月２３日に新たな命令を受け、東インド会社の大使節団と台湾島、
中国、日本へ行き、最後には江戸にも行くようにと言われたとき、彼
はこのような命令に従順に従い、すぐに乗船しただけでなく、最終目
的地で４名の日本人医師に技術を試され、彼の外科医学が確かなもの
であるとみなされると、その医術によって日本の皇帝の宮廷や高貴の
君主、貴族に、いろいろな病気に助言を求められるという名誉を得た。
しばしば順調に治療が成功したおかげで多くの特権や自由を得、東イ
ンド会社全体も優遇された。ついにはその地に長く滞在せざるを得な
くなった。彼はついには辞めて元のヨーロッパの会社に戻りたいと切
望し、許可を得たが、翌年新たな商館長と共に再び日本の幕府に招か
れた。」24 

 

この文章によると、シャムベルゲルは１６４９年日本へ赴いた特使アンドリ
ース・フリーセ（Andries Friese / Frisius ）ではなく、次期の出島商館長アントニ
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オ・ファン・ブロウクホルスト（Anthonio van Brouckhorst ）と来たことになる。
ブロウクホルストのマースラント号は台湾を経由して日本に来ており、１６４
９年８月７日に長崎港に入っている。４人の日本人医師による「検査」のエピ
ソードは彼の業務日誌にも１６４９年１１月７日付で記されている。25 

１６５１年に日本を発ってから１６５５年までの４年間の東アジアでの活動
について、「履歴」では日本、シャム、トンキン（東京）への旅に触れており、
彼はおそらく船医として長崎へも寄っていたであろう26。葬儀に際しヨーハン・
ゴットロープ・プファイフェルが述べた「謝辞」にはさらにコーチンとマラッ
カが挙げられている27。シャムベルゲルは長い年月をかけて１３回も赤道を通り、
２万マイル程の旅をしたことになる28。バタフィア発の帰還船につては不明だが、
彼は１６５５年９月、彼は無事にオランダに入港し、２、３週間後には１２年
ぶりにライプツィヒに戻っている。 

 

 

図４  シャムベルゲルの家29 

 

ヨーロッパを出て遠方の地で活動し、生きて帰郷できるのはほんのわずかの
人々だった。平均寿命の短い時代に、親戚の多くはすでにこの世を去っている
はずだったが、驚いたことに、父の死後しばらく若きカスパルの面倒を見た祖
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父ツァハリアス・フィンジンゲル（Zacharias Finsinger）はまだ健在だった30。再
会の喜びと長年の出来事の話は当分の間、尽きなかったであろう。 

幸いシャムベルゲルは手ぶらで帰ってきたわけではなかった。「履歴」には
さらに、彼が東インド会社で「商取引について多くを学び、経験し」、このこ
とで外科医としての技量と同様、「神の特別な恵みを得た」と記している。残
念なことにアジアでの活動に関するさらなる紹介は記載されていない。ライプ
ツィヒの人々はこの類の「陸上、水上での幸、不幸」についてはさんざん耳に
しており、「皆が飽きるほど十分に」知られていたため、神父は、それについ
てもう触れたくはなかった31。裕福になったシャムベルゲルは直ちに外科術から
離れ、商業の道を歩むことを決心した。しかし、彼の出生時、父バルタザール
は市民権を持っていなかったので、帰郷したカスパルはまずそれを取得しなけ
ればならなかった。 

 

「１６５８年１１月８日、商人カスパル・シャムベルゲルは、ライプ
ツィッヒに生まれたが、父はカスパル誕生の１年後に市民権を取得し
たため、カスパル自身が４０ターレル銀貨を払って宣誓をした。」32 

 

彼の半生の記録ではシャムベルゲルは「市民にして商人」（Bürger und 

Handelsmann）として登場する。ライプツィヒ市公文書館にある、１６６９から
９８年のほとんどの関連資料には、訴訟が記録され、それらは全部で１２３０
ページになる33。 

織物商人シャムベルゲルの家庭生活も変化に富んでいた。すでに３５才とな
っていた彼は１６５９年１月２５日商人ドゥーゼル（J. C. Dusel）の、２６歳に
なる未亡人エリサベット（Elisabeth Rost, 1633-1661）と結婚した34。長男はまだ
妊娠中に死亡し、次男は１６６１年３月６日に生まれたが、４月４日までしか
生きられなかった。妻は出産後まもなく、３月１９日に亡くなった35。ゲラウ
（Gerau）の商人の娘で１７歳のレギーナ・マリア・コンラート（Regina Maria 

Conrad）との再婚は、１６６１年１１月２５日、ニコライ教会の近くにあるグ
リミッシュ通り（Grimma[i]sche Gasse）のシャムベルゲル家で行われた。この婚
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姻によって、シャムベルゲルは市の名士になった。義父は市議会に関係してお
り、聖ヨハニ病院の院長であり、商人だった36。二人は６男２女に恵まれたが、
息子３人と娘一人は幼くして亡くなった37。レギーナ・マリアは１６８４年１１
月１０日に死去38。カスパル・シャムベルゲルは６２歳になる頃、ゴットフリー
ト・シュライヒェル（Gottfried Schleicher）の未亡人で３９歳のオイフロジーネ・
クライナウ（Euphrosine Kleinau）を妻にする。子供はなく、オイフロジーネは
数年後の１６８８年５月１８日に亡くなった39。 

 

図５  学長の礼服姿の長男 J・C・シャムベルゲル40 

 

妻と子供に先立たれたシャムベルゲル自身は当時としては驚くべき長寿で、
８２歳まで生きている。最後の２年間は「体中が衰弱している」と嘆いてはい
たが、それでもまだ「礼拝には習慣に従って出かけ、彼の年令での唯一の娯楽、
とりわけ彼自身でしつらえた庭園で、夏も冬も時間を過ごす」ことはできた41。
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この庭園はシャムベルゲル関係の訴状に何度も現われ、一通には略図まで添付
されている。 

シャムベルゲルの死の数週間前に彼の「昔からの親愛なる友」ピッピング
（Jacob Pipping, 1625-1706）が亡くなり42、予感するように彼はその葬儀で次は
自分だろうと告げている。彼の臨終についてはゼーリヒマン神父が次のように
述べている。 

 

「しかしこの前のイースターの時、枝の主日にはまだ元気で、皆の前
に、神にふさわしい客として晩餐会に出席できるほどで、ときどき彼
を煩わせていた足の通風も少し良くなっていたが、イースター３日目
の夕食時に突然脳卒中を起こし、水曜日の午前、１０時と１１時の間
に、それまでよりも強い発作が起こり、右半身が麻痺し、全身の力が
なくなった。よく効く薬や強壮剤を使って、この思いがけない発作に、
全力で対したが、一度弱ってしまった体は二度と立ち上がることはで
きなかった。 

そのため、故人は命が終わり、別れを告げ、天へ旅立つ時が近いこと
を悟り、聖シメオンの時43を辛抱強く待っただけでなく、キリスト教
徒の習慣に則り、敬虔な歌と祈りを捧げ、同様に司祭も準備の式を行
ない、近い親類や教会の友人も皆、できる限り立ち会った。彼らの敬
虔で真摯な涙の祈りを神様が温情をもってすぐにお聞き届けになり、
故人は２日のうちに、長く病み、死んでゆくベッドでこのような支度
が為された後、ほとんど痛みもなく、救世主の到来を待ち、ついに前
の木曜日の夜８時４５分、見守る人たちの敬虔な祈りと歌の中、安ら
かにこの世の生を終えた。彼は自らの中に、神から類まれな恵みを得
て、命はモーゼの定める期限を超え44、歳は８３に５ヶ月を残すだけ
だった。」45 

 

ライプツィッヒの埋葬記録には、彼が死んだのはグリミッシュ通りで１７０
６年４月８日と記されている46。 
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子供たちのうち医史学上興味深いのは１６６６年、レギーナ・マリア・コン
ラートとの間に生まれたヨーハン・クリスティアン・シャムベルゲル（Johann 

Christian Schamberger）である47。父カスパルはこの息子の職業選択に、若干の
影響を与えたと思われる。ヨーハン・クリスティアンはまずフライベルク
（Freiberg）で鉱山学を、続いて医学をアルトドルフ（Altdorf）とオランダのラ
イデンで学び、１６８９年ライプツィヒ大学で博士号を取得した48。さらに開業
医学、助産法、自然科学などを学んでいる。１６９３年に同大学医学部の助手
（Assessor）、それから化学の助教授、生理学の教授、そして解剖学の教授にな
った。珍品陳列室（Cabinet von raren physikalischen Sachen）の所有者として実験
の演習（Collegia experimentalia）を行っている。ライプツィヒ大学では新しい解
剖学教室を設立し、学長にも選ばれた（図４）。カタリーナ・エリーザベト・
シャッヘル（Katharina Elisabeth Schacher）と結婚し、４人の子供をもうけた。最
初の子は祖父の名を取ってカスパル・フリードリヒ（Caspar Friedrich）と名付け
られた。末子のゴットヘルフ・アブラハム（Gotthelf Abraham）という名には長
寿の願いが込められているようだ。ヨーハン・クリスティアンの健康状態はあ
まりよくなかった。１７０６年７月２７日に遺言し、８月４日、父カスパルの
死後４ヶ月足らずのうちに、４０歳で亡くなった。１８世紀に出たツェードラ
ーの著名な百科全書によれば、彼は在職中に死去したライプツィヒ大学の３人
目の学長だった49。８月３０日に行われた、社会的地位にふさわしい荘厳な葬儀
については、様々な文書に詳しく記されている。１７１４年に発行されたヨー
ハン・ヤーコプ・フォーゲル（Johann Jacob Vogel ）の『ライプツィヒ年鑑』に
は父カスパルの肖像も載っている。莫大な遺産をめぐる争いは、記録によると
１７５０年まで続いている。カスパル・シャムベルゲルとその息子ヨーハン・
クリスティアンが相次いで死去したため、借金の返済規定や財産の相続が非常
に複雑なものになってしまったためだろう。ライプツィヒの公文書館には、１
７０６年から１７５０年の間の「彼の農場、庭園、家屋の譲渡に対する異議」
が多数残されている50。 
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図６  カスパル・シャムベルゲル（１７０６年）51 
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2.0 日本におけるカスパル・シャムベルゲルの活動  

2.1 長崎での活動  

シャムベルゲルは新蘭館長ブロウクホルストと共に１６４９年８月７日には
出島に到着したようだ。同年９月１９日に特使アンドリース・フリーセ（Andries 

Friese / Frisius）がヨット船ロベイン号（Robijn）で長崎に入港している。１６４
０年代のいくつかの事件のため会社と幕府との関係が悪化してしまったのであ
る。１６４３年のオランダ船「ブレスケンス号」の山田湾への侵入・捕縛事件
や１６４７年長崎に現れたポルトガル使節をめぐる会社の対応などの件で、バ
タフィア総督府は、商館長による江戸での謝罪だけでは、蓄積した日本側の苛
立ちは解消されないとの判断にいたった。本国の貴族を派遣することはしなか
ったものの、オランダから到着したばかりの法学博士ブロックホフ（Pieter 

Blockhof / Blockhovius）とその代理としてバタフィア総督府のフリーセに、交渉
の際のあらゆる質問を想定し、会社側の説明を暗記させ、日本人の習慣や礼儀
作法にいたるまで入念な準備を行った。公式の場のために特別な礼服を与えら
れた使節は、臼砲、銀製の船の模型、高価な医薬品等々の豪華な献上品を持参
してきた。ブロックホフはすでに出港時から病弱な状態で日本への航海の途中
で死亡したが、日本側に会社が払った大きな犠牲を示すために、総督府の指示
に従い遺体は薬品で保存され、徹底的に訓練されたフリーセが特使の任務を引
き継ぐことになった 
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商務員より地位の低い外科医は出島商館長の業務日誌にほとんど現れないが、
今回は、特使も商館長も、到着後の些細なことまであらゆる出来事を記録しな
ければならなかったので、長崎と江戸でのシャムベルゲルの行動は、会社の資
料で比較的詳細に追究できる。 

長崎に到着後、シャムベルゲルは早くも周囲の注目を集めていたようである。
彼が正式に商館医に就任した二日後の１１月７日には商館の阿蘭陀通詞・猪股
伝兵衛と名村八左衛門が、「剃髪した男４名」を伴って商館長室に現われ、長
崎奉行馬場三郎左衛門から、直ちに外科の授業を行うよう依頼された旨を伝え
た。新商館長ブロウクホルストはこの依頼の真意にいささか疑いを抱きながら
も、その４名を、「メーステル」（meester）に紹介した52。長崎の医師の面々を
考えると、儒学者として幕府の手厚い保護を受け、長崎医界の頂点に立った向
井元升（１６０９～１６７７）が最も有力な候補者として浮上してくる。もう
一人は、寛永６年松浦郡に生まれた医師河口友信（号は良庵、諱は春益、１６
２９～１６８７）だった。良庵の息子景友（元仲）が延宝５年（１６７７）に
書いた「加須波留伝来記」によれば、良庵は将軍の命により「加須波留」に「外
治之術」を習った数名のうちの一人であった53。 

おそらく２、３日の内にシャムベルゲルによる外科術の授業が始まったもの
と思われるが、９月１９日来日した特使フリーセと商館長ブロウクホルストの
使節団は１１月２５日にはすでに江戸へ出立したこともあって、この授業は長
くは続かなかったであろう。 

シャムベルゲルはこの４人との出会いを一種の試験のようなものとして考え
ていたふしがある。１７０６年、ライプツィヒで故シャムベルゲルの生涯につ
いて紹介したゼーリヒマン牧師は、シャムベルゲルは「日本人医師４人からそ
の職業上の能力を試され、その外科学は十分なものであると認められた」と述
べている。 

 

「８月２３日に新たな命令を受け、東インド会社の大使節団と台湾、
中国、日本へ行き、最後には江戸にも行くようにと言われたとき、彼
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はこのような命令に従順に従い、すぐに乗船しただけでなく、最終目
的地で日本人医師４人からその職業上の能力を試され、その外科学は
十分なものであると認められた。彼はその医術によって日本の皇帝の
宮廷や高貴の君主、貴族に、いろいろな病気に助言を求められるとい
う名誉を得た。しばしば順調に治療が成功したおかげで多くの特権や
自由を得、東インド会社全体も優遇された。ついにはその地に長く滞
在せざるを得なくなった。彼はついには辞めて元のヨーロッパの会社
に戻りたいと切望し、許可を得たが、翌年新たな商館長と共に再び日
本の幕府に招かれた。」54 

 

 

2.2 江戸での治療例  

東インド会社の使節団は、１６４９年１２月３１日に江戸に到着している。
３週間後には長崎奉行馬場三郎左衛門により、臼砲手、伍長、外科医と一人の
商務官は使節団が長崎へ帰った後もしばらく江戸に残るよう伝えられた55。使節
団が江戸を発つまでの出来事はブロウクホルストの商館日誌とフリーセの旅行
日誌に記載されている56。シャムベルゲルについてはこの日誌ではほとんど触れ
られていないが、ブロウクホルストは１６５０年２月６日、将軍の「書記官
（secretaris）」が肩を傷めたといってやって来たと記している57。フリーセによ
れば、これは長崎奉行馬場の書記官で、腕を負傷していたという58。いずれにせ
よ、この患者の社会的な地位のお陰で、これがシャムベルゲルの江戸での医療
活動を示す最初の記述となったのである。 

 

 

稲葉美濃守正則の治療 

１６５０年２月１４日の夕方、小田原城主稲葉美濃守正則が腕の診察のため
シャムベルゲルを屋敷へ呼んだ59。現存のカスパル流史料に総合的外科術の描写
は普通に見られるが、驚くべきことに、「阿蘭陀外科医方秘伝」にこの治療の
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詳細な処方が残っている60。 

 

「稲葉美濃守殿筋痛ノ時療治  

一 ヲヲリヨテレメンテイナ [= Oleum Terebinthinae] 

一 ヲヲリヨロウリイニ [= Oleum Laurinum] 

一 ヲヲリヨカリヨヒリロウルン [= Oleum Caryophylli] 

一 ヲヲリヨホツス61 [= Oleum Vulpinum] 

一 ヲヲリヨヘイダラ [= Oleum Petrae] 

一 ヲヲリヨカモメリ [= Oleum Chamomillae] 

右合温テ塗付テ良。」62  

 

またシャムベルゲルはアルテア硬膏も用いている。これについてドイツには
ブランデンブルク、ニュルンベルクなどの処方があったが、いずれも最初の３
色が基になっている。下記のような処方はオランダの薬局方にもないので、江
戸では材料がそろわず、代用のものを用いたのかも知れない。 

 

「インクヱントデアルデイヤ63  [= Unguento de Altheae] 

一 シミラネ 草ノ実 [= Semen Lini] 

一 ヘネゲレテセ 同 [= Semen Foenugraeci] 

一 ラアデキスサルデイ 葵ノ根 [= Radix Althaeae] 

一 アヲグゾニホツチイネ  [= Axungia Porci] 

一 新キホツトル64  [= Butyrum] 

一 ゴメペテレイネ 木ノ脂 [= Gummi Bdellium] 

一 ゴメアモニヤクン 同 [= Gummi Ammoniacum] 

一 セイラ    加減  [= Cera] 

各煉合筋和ケ堅リヲ解ナリ。」65   

 

稲葉正則はこの治療に大変感銘を受けたらしく、１６６０年代にいたるまで
医書、本草書、医薬品、医療道具などをたくさん注文し、侍医をオランダ人外
科医のもとで学ばせている。彼の江戸屋敷での侍医、吉永升庵の名は「阿蘭陀
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加須波留方」の一つに添えられた短い「外科名寄 阿蘭陀流」に見られる。66 吉
永升庵はオランダ人からもヤン・シユラム（Jan Schram67）と呼ばれ、１６５０
年に記録を作成したか、あるいは猪股兵衛か他の通詞の資料を江戸で入手した
ようである。 升庵とその息子は、後にシャムベルゲルの後任者のもとで西洋の
外科学をかなり集中的に学んでいる。 

シャムベルゲルが稲葉を治療してから急に忙しくなったことは、フリーセの
使節団の金銭出納簿の記録からもうかがえる。そこには２月１３日に駕籠を２
台購入したことが記されている。この駕籠は、井上筑後守政重の命を受けたシ
ャムベルゲルと通詞を毎日あちこちの屋敷へ運び、治療を行うのに用いられた。
さらに、シャムベルゲルは「さまざまな必需品」も購入している68。 

 

 

水戸中納言の小姓の療治 

ブロウクホルストの日誌には記されていないが、また別の患者に、水戸中納
言徳川頼房に仕えていた小姓がいた。「阿蘭陀外科医方秘伝」によると、その
小姓の一人が、足に傷を負ったことが記されている。 

 

「水戸中納言様小姓の療治 

一 ヲヲリヨアネテイネ、少ウン、イノント、痛止  

一 ヲヲリヨカモメリ、熱、ノギク、筋ノタメ  

一 ヲヲリヨロウリイニ、同、ヒクタン、同  

一 ヲヲリヨカリヨヒロウルン、同、丁子ノ事、同69  

右四色ハサジ一ツ宛 

一 ヲヲリヨテレメンテイナ、大熱、筋ノタメ  

一 ヲヲリヨスクシイネ、同、同  
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一 ヲヲリヨヘイダラ、同、湿气去  

一 ヲヲリヨヱネペレ、同、筋ノ為70  

右四色ハ四滴程宛 

右八色合温テスリ付其上ニ付ル膏薬ワメリロウト、サダレノン方未習、
方未習、ムズラキニブス、ヲリスゴロ□ニ、71 方未習」72 

 

おそらくシャムベルゲルは個々の油について、その効用を説明しようとして
いたのであろう。中には代用になる植物の日本名を書いたものもある。 

 

 

大目付井上政重の侍医の治療 

井上筑後守政重のもとにいた通詞の源右衛門は73 ポルトガル語に堪能でシャ
ムベルゲルともよく接触していた。膀胱結石やカタル、その他の病に苦しむ高
齢の井上74 を診ていたのは、これまでの研究で見落とされていた侍医の藤作
（「Tosacko」）であった75。大目付の侍医という地位のお陰で彼は誰よりも外
国の医薬品や医療器具についてよく知っていた。苦痛を訴える主人が最高の治
療を期待していたので、彼は西洋医術を熱心に学んでいたに違いない。この藤
作も１６５０年にシャムベルゲルの治療を受けている。 

 

「井上筑後守様坊主衆療治 

一 ヲヲリヨホツス    
ヲ ヲ リ ト 云 ハ 油 ナ リ

  

一 ヲヲリヨテレメンテイナ 

一 ヲヲリヨロウリイニ 

一 インクヱントデアルデイヤ 

 右合ヌリ付其上ニムスラギニフス76ヲ付ルナリ」77 
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藤作は、シャムベルゲルが井上の屋敷で医薬品や治療法について説明をする
ときには常に同席していたと思われる。シャムベルゲルが１６５１年１１月に
日本を離れてまもなく、藤作は１６５２年２月に様々な医薬品を注文しており、
これを見ても藤作が相当の知識を持っていたことが感じられる78。間違いなく、
井上の侍医藤作は数少ないシャムベルゲルの弟子の一人だったと考えてよいで
あろう。翌１６５３年１月になると、彼は出島蘭館医が始めた能楽師の七大夫
の治療を、オランダ人一行が江戸から引き上げた後も、一人で続けていく自信
を持っていたほどである。藤作は１６５５年１１月に亡くなり79、彼が収集し、
記録した資料はそのほとんどが１６５７年の明暦の大火で焼失してしまったよ
うである。 

 

 

2.3 特使フリーセが持参した薬箱  

すでに１６４０年代には、商館長が医薬品を江戸へ持参することもあったの
で、大目付井上筑後守や老中の屋敷にはある程度の西洋の「常備薬」があった
であろう。これまでに老中が示した好意的な反応を忘れず、特使フリーセは１
６４９年にも医薬品を持参しており、これは彼が乗ってきたロベイン号（Robijn）
の積荷送状にも記載されている。最初の７９番は老中用であった80。 

 

「Een casken No 79  daarinne de naarvolgende drogen ende medikamenten 

voore Rijcx Raaden geeist  

6 oncen Oxi. à 8 fl. ’t lb.   3:-:-81 

4 oncen Succiny alby à 2 fl. ’t lb.  -:10:- 

1 lb. Balsamum Peruvianum  10:-:- 

11/2 lb. Mumia à 36 stuijvs. ’t lb. 2:14:- 
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4 lb. Olium Therepentine à 6 stfs82 1:4:-」 

 

第４番の箱は献上用で、その後、井上の手に渡った。 

 

「Een Casken No 4 daarinne de naarvolgende medicinen volgens de 

beschrijvinge daarin seggende te weten 

2 lb. Theriacae à f. 5 ’t lb.  10:-:- 

2 lb. Medridatum à f. 4   8:-:- 

2 lb. Confectio Hyacintex  24:-:- 

2 lb. Confectio Alcermis  30:-:- 

3 lb. 4 oncen Aqua Vita Matiolia  11:2:- 

21/2 lb. Balsamum Hyperici  7:4:- 

2 lb. Defencium Vigones  2:8:- 

2 oncen Resina Jalappae à f. 5  10:-:- 

1/4 lb. Rad. Mechoacannae  -:9:- 

11/4 lb. Salsaparilla a f. 6  9:-:- 

1/4 lb. Rad. Contrayervae  -:12:- 

11/4 lb. Lignum Nephrithicum  3:-:- 

6 oncen Cristalli Tartari   -:18:12 

6 lb. Mumia à 24 stfs   7:4:- 

1/4 lb. Peoms    -:12:- 

1/4 lb. Therebeentina Veneta  1:4:- 
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1 Meremins Ribbe83   9:4:-」84 

 

下記に示すように、シャムベルゲルはこれらの薬品については江戸で詳細な
説明を行っている。 

 

 

2.4 １６５０年４月～１０月の活動  

フリーセ一行は１６５０年４月中旬に長崎へ帰った。江戸に留まった４名の
うちの代表者バイレフェルト（Willem Bijlevelt）が書いた日誌はその行方が不明
であるが、この６ケ月間の金銭出納簿からはシャムベルゲルらの行動をいくら
か推察することができる。バイレフェルトは魚、野菜、鶏、雉、薪、パン等の
買い物を毎日綿密に記録し、その他の費用は月末に精算している。 

 

「商館長アントニオ・ファン・ブロウクホルスト、特使アンドリース・
フリジウスの出発後、数台の臼砲を試射などのために皇帝［= 将軍］
及び帝国顧問官［= 老中］の要請で江戸に残った商人バイルフェルト、
臼砲士、外科医と軍曹の経費の詳細及び決算」85 

 

驚くほど多数の使用人を用いていたことや、籠かきへの多額の支払いからわ
かるシャムベルゲルの往診ぶり、豊富な食べ物や飲み物、台所や食卓の道具類、
シャムベルゲルが購入した薬品、スヘーデル（Jurian Schedel）の射撃実演に伴う
費用、通詞として「あてにならない」猪股伝兵衛とのいざこざ、井上筑後守の
通詞に対する好意と評価など。巻末には江戸を離れる際の購入品が記され、そ
の中には必要とする馬の数をめぐって猪股との間に新たな対立が生じたことも
記録されている。さらには大坂へ向かう道中（１６５０年１０月１５日～１０
月２５日）の宿、昼食、何度かとった休憩、川の渡し等についても知ることが
できる。大坂からは数日後、船で直接長崎へ向けて出発している。この２週間
にわたる船旅のための道具や食糧などの長い購入品リストには、驚くほど多く
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の品物が日本名で記されている。バイレフェルトの出納簿は、ヨーロッパ人の
江戸での生活などの詳細を伝える史料として極めて珍しく、大いに注目に値す
る。４月、使節団が発った直後、シャムベルゲルは頻繁に外出している。 

 

「通詞やボンギウス［= 奉行所の検使］、外科医をさまざまな病人の
もとへ運んで治療等を施すため、この半月毎日外出したので、１７日
間の駕籠代は全部で２フロリン９スタイファー３ペニングになる。」
86 

 

その後は臼砲手らも多忙になったため、シャムベルゲルの分は確定できなく
なるが、７月まではシャムベルゲルが常に外出者リストの筆頭に書かれている。
５月には全部で４３日分、６月には５０日、７月には７４日、８月には２２３
日、そして９月には１９４日分を支払っている87。 

シャムベルゲルが多忙な日々を送ったことは、バイレフェルトが江戸から長
崎へ送った手紙からもうかがえる。 

 

江戸  

バイレフェルト 

 長崎出島  

ブロウクホルスト 

出典  

６月 ７日 → ７月２７日 （NA, NFJ 283） 

６月２７日 → ７月１０日 （NA, NFJ 283） 

７月２４日？ ← ７月１１日 （NA, NFJ 484） 

     ？ → ８月１５日 （商館長日誌により） 

７月１７日 → ７月３０日 （商館長日誌により） 

８月１７日 ← ８月３日 （NA, NFJ 484） 

９月 ４日 → ９月２３日 （NA, NFJ 283） 

     ？ ← ９月２４日 （商館長日誌により） 

     ？ → １０月４日 （商館長日誌により） 

     ？ ← １０月７日 （商館長日誌により） 
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最初の手紙は１６５０年６月７日付で、特にシャムベルゲルが毎日、「身分
の高い人から低い人まで」さまざまな患者の治療にあたり、江戸の店にも井上
の手元にもない薬品が若干必要になったため、同封のリストのものを早く送る
よう依頼している様子がうかがえる。自分用の薬箱を４箱持っていたシャムベ
ルゲルは88、医薬品を大量に使用していたに違いないのである。 

６月２７日に出した２通目の書簡も同様の内容である。これはたまたま江戸
から帰途に着いた長崎の町年寄高島が預かった最初の手紙よりも早く７月１０
日にはブロウクホルストの手元に届いており、翌日には希望の薬品７月２８日
と３０日には出島に、同月１７日付のバイレフェルトの手紙と薬品、及び井上
のためにオランダから取り寄せる珍品のリストが届いている。その返信の中で
ブロウクホルストは、長崎に帰りたいという４人に辛抱するよう励まし、井上
から外科学や測量術、臼砲について尋ねられるようなことがあれば、できる限
り答えてもよいが、自ら進んで話すようなことがないようあらためて指示して
いる。幸い将軍が４人の生活費を引き受けており、彼らは市中をかなり自由に
行動することができた。通詞の猪股については、商人気質だとか、信頼できな
いなどと繰り返しオランダ語の書類に苦情が述べられているが、彼はシャムベ
ルゲルのもとに自分から患者を連れてきたりしていた。バイレフェルトは、こ
のような患者をどうすべきか上司ブロウクホルストに問い合わせている。ブロ
ウクホルストは、通詞が「治療不可能な身体障害者（「verminckte ofte lamme」）
を連れてきたら」、カスパル先生は、不治の病だと言って断わってもよいと返
事している。 「このとんま」、つまり猪股は嫌われ者であった。「例の通り上
役にへつらうことばかりを考えているような者であったから」である89。 

ちょうどこの頃、ブロウクホルストはバイレフェルトに手紙を一通書いてい
るが、現在、その所在はわかっていない。７月末に注文の医薬品が到着してい
る。包みを解くと、「運送中の不注意から油の瓶がほとんど割れてしまってい
た」。ブロウクホルストは新たに荷造りをし直し、これは８月末にシャムベル
ゲルの手に渡ったものと考えられる。次に江戸から届いた、９月４日付の長い
手紙には主にスヘーデルの活動が記されていた。その内容は８月末から９月初
めにかけて老中牧野と大目付井上の臨席のもとに行われた臼砲射撃に関するも
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のであった。この手紙に対するブロウクホルストの反応は記されていない。そ
れはバイレフェルトが江戸から出した１０月４日付の手紙や、同封した日記の
一部からもわからない。ブロウクホルストは総じて友好的だったとだけ述べら
れている。また、オランダ人たちはかなり自由に町中を出歩いていた。ブロウ
クホルストの最後の手紙は１０月７日付で、それが届いたのはバイレフェルト
一行が江戸と大坂の間にいるときであった。江戸に残った４人は、次に商館長
が江戸へ来るときまで帰れないだろうと思っていたが、急に帰郷の許可が下り、
１０月１５日に江戸を出発している。 

その前日バイレフェルトはこれまで数ヶ月間のいろいろな支出を出納簿にま
とめているが、その中にはシャムベルゲルが購入した分も含まれていた。 

 

「aen de volgende droguen als andersints door 

den chirurgijn in ’t bereijden sommiger 

medicijnen tot gerijf van de gerecomandeerde 

patienten gedurende ons aanwesen in Jedo 

verbruijcken, namentlijck 

 

voor droge kruijden, worttels ende 

zaaden Th. 2: 6: 7: ［薬用の草、根、種］ 

3 gantangh liqueren arack -:7: -: ［アラキ酒］ 

giroeffel nagelen -:3: -: ［丁子］ 

wit ende geel wacx 1: 5: -: ［白蝋、黄蝋］ 

quick silver -:7: 5: ［水銀］ 

swavel ende lootwit  -:2: 9: ［硫黄、白鉛］ 

walvis been -:3:1: ［鯨骨］ 

31/2 @ lijwaat tot pleijsters ende 

windels 1: 5: 2: ［膏薬と包帯用の綿布］ 

eenige aerde flessen, kopiens, 

pottjens ende vuijsters 1: 4: 4: ［陶製の瓶、碗、鉢、乳鉢］ 
1 keteltje ende 1 sits -:3: 1: 90」 ［やかん、インドサラサ］ 
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これによって軟膏と膏薬の典型的な材料や、また鯨骨が骨折の副木に用いら
れていたことなどがわかる。 

シャムベルゲルのこのような功績にもかかわらず、江戸に残ったヨーロッパ
人４人のうち最も重要な役割を演じたのはスヘーデルだった。８月と９月に射
撃を披露した後、１０月初めに帰郷の許可が下りた。彼等の働きに対して上司
であるバイレフェルトは小袖２０枚、スヘーデルはスホイト銀百枚、シャムベ
ルゲルはスホイト銀３０枚、そしてスミット伍長（Jan Smid / Smit / Smith）はス
ホイト銀２０枚を得た91。 

バイレフェルト一行は１０月１５日に江戸を発ち、陸路大坂まで行き、兵庫
からは船で直接長崎へ向かい、１１月１日出島に到着した。彼等はとりわけ井
上からさらに新たな注文を受けており、その中には若干の瀉血用硝子器や説明
書付きの解剖書もあった92。ちなみに、それより少し前の１１月５日には、西洋
の医療術に強い関心を寄せていた帰化人沢野忠庵（Christovão Ferreira）が死去し
ている93。 

 

 

2.5 １６５１年における活動  

１６５０年１１月１４日にようやく長崎へ戻ったシャムベルゲルは、早くも
１０日後には再び江戸へ発つことになっていた94。今回は新商館長ピーテル・ス
テルテミウス（Pieter Sterthemius）に随行し、一行は１６５１年１月５日に江戸
に到着した。ステルテミウスはすぐに通詞を大目付井上筑後守のもとにやり、
「この間までこちらにいた外科医が来ている」ことを告げると、シャムベルゲ
ルは翌朝招待を受けた。念のため「閣下」は後で長崎屋に書状を送りさえして
いる95。井上の希望通りにシャムベルゲルは日の出の一時間後に彼の屋敷へ向か
った。彼は上機嫌でシャムベルゲルに、東インドの他の地域にも赴任したこと
があるのか、ポルトガル語はできるのか、どのような薬品を持ってきたのかな
ど、矢継ぎ早に質問を浴びせた96。 
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１月８日に再びステルテミウスは商人２名とシャムベルゲルを井上の所へ同
伴した。最後にシャムベルゲルは一人残って、外科学に関するさまざまな質問
に答えなければならなかった97。翌日シャムベルゲルは井上の屋敷で、持参した
薬品をひととおり見せなければならなかった。名称は通詞により日本字で書き
留められた。「筑後殿」は、「これらの薬品はオランダ人の名で陛下に献上さ
れるであろう、オランダ薬はこれまでも度々用いられ、その効果が認められて
おり、今後、日本では一層評価されるであろう」とシャムベルゲルに対して表
明している98。 

前年同様、井上は商館長一行が持参した牛黄を老中に配らせた99。 井上の要
請に応じてシャムベルゲルは１月の間ほとんど毎日患者を診て回った100。２月
にもこのような往診は続いている。１９日に井上は通詞の孫兵衛に向かって、
「今年オランダ人が持参した珍品の中にある医薬品は特に評判がよく、シャム
ベルゲルが毎日行なっている善い治療は非常に喜ばしいことだ」と言っている
101。 

シャムベルゲルは井上の屋敷を度々訪れていたようである。３月初めにステ
ルテミウスは、シャムベルゲルが井上の通詞から謁見の期日について情報を得
たと記しているので、おそらくシャムベルゲルもポルトガル語がわかったので
あろう102。 

謁見は３月２４日に行われた。井上は４月１日に長崎へ帰る準備に取りかか
っていた一行に、翌年のために将軍と老中が希望する品物のリストを手渡して
いる103。 

この２度目の江戸参府から出島へ戻ってきたのは１６５１年５月３日であっ
た。日本を離れるまでの残りの６ヶ月間についての記述はごくわずかである。
６月の初めに江戸から再び井上の注文が届いた。多くの医薬品のうち、出島に
あるものはすぐに発送しているが、これはシャムベルゲルが行ったに違いない。
残りは翌年の分となった104。 

古賀十二郎はヴァレンタイン（François Valentijn）を引用して、シャムベルゲ
ルが１６５０年１２月に、奉行から、雌の猟犬が子犬を産んでから弱っている
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ので治療するよう要請されたことや、また、猿が一週間前に尾を焦がしたと運
び込まれ、治療しなければならなかったことなどを指摘している105。このエピ
ソードは両方とも事実ではあるが、シャムベルゲルが日本にいた時期ではなく、
１６５６年の出来事である106。 

１６５１年８月３日に上級外科医ヨーハン・ヤーコプ・メルクライン（Johann 

Jacob Mercklein）が乗っていたポーランド王号が入港した107。長崎湾に停泊して
いる間に日本人「貴族」が熱いピッチで足に火傷を負った。シャムベルゲルは
毎日その傷を診ていたが、一人では手に負えないと思ったのであろう、オラン
ダ船の外科医を次々に連れてきた。彼は褒美として着物や酒、金貨などを受け
取った。こうして幸運にも街を見る機会に恵まれた者の中に既述のメルクライ
ンがいた108。この火傷は実際ひどかったようで、シャムベルゲルの後任者も診
療に関わっている。１２月初めに奉行は商館長ファン・デル・ブルフ（Adriaen van 

der Burgh）に鴨を数羽贈り、外科医に、足に重い火傷を負ったボンジョイの治
療を許可したことに感謝の意を表している109。この頃シャムベルゲルは、１１
月１日、ポーランド王号で日本を離れ110、バタフィアから１週間足らずのとこ
ろにいた。  

 

 

2.6 医薬品の納入  

この時期に井上が注文したものは、後の納品から一部を再現することができ
る。１６５１年４月１日に将軍と老中が希望する品物のリストを手渡している
111。この注文書はオランダ船で秋にバタフィアに着いた。そこで手に入るもの
は翌夏に届けることができたが、オランダから送らせたものは早くても２年先
になった。そのため次の、１６５２年夏のスミント号（de Smiendt）の７２番の
箱に含まれていた故尾張藩主の子息のためのミイラ、筑後殿のための包帯缶、
ランセット、用具、本などにはシャムベルゲルの影響が明らかに認められる112。 

 

「Een Case No 72 darijnne 
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1 Catty Momie voor de kinderen van den overleden  

Hr van Ouwarij                    3:-:- 

2 chirurgijns verbind doosen mit coper beslagh met hun vlijmen en 

gereetschap voorden Commmissaris Sickingodo       19:-:- 

               [...]  

Een Herbarius van Dodoneus affesete voor d’Hr Sickingodonne 120:-:- 

Een Historie Naturalis voor idem             52:-:- 」 

 

ドドネウス（Rembert Dodoens / Dodonaeus, 1517-1585）の有名な本草書
（Cruydt-Boeck）はその後も数回輸入されている。初版は１５５４年に刊行され
たが、１６５０年代に日本に上陸したものは１６４４年の最後の「決定版」と
思われる113。 

もう１冊は、１６４８年にライデン及びアムステルダムで出版されたゲオル
グ・マルクグラフ（Georg Markgraf）のものを指している。オランダ領ブラジル
の動植物の図版が豊富に盛り込まれたこの本は南米自然誌の名著である。 

 

Georgii Marcgravii de Liebstadt, Misnici Germani, Historiae Rerum 

Naturalium Brasiliae, libri octo : quorum Tres priores agunt de Plantis, 

Quartus de Piscibus, Quintus de Avibus, Sextus de Quadrupedibus & 

Serpentibus, Septimus de Insectis, Octavus de ipsa Regione, & illius Incolis 

[...] Lugdun. Batavorum Apud Franciscum Hackium  et Amstelodami Apud 

Lud. Elzevirium, 1648. 

 

商館の仕訳帳（Journal van de negotie）にも着荷が記録されており、発送側よ
り正確な場合もある。ここには書物、上記の包帯缶や「よく蒸留した水類」、
つまり蒸留酒の薬品類が見られる。さらに注目すべきものは、「オランダから
日本へ至急便で発送されたいろいろな医薬品を詰めた大きな箱」で、この箱に
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ついては内容の目録が作られている。 

 

Een groote kist met diversse medicamenten en droguen,  

expres uijt Nederlandt vor Japan gesonden, 

compt te costen                320:18:- 

Een Cassen daerin 

2 lb. Olium Vitrioly 

2 lb. Olium Sulpheris 

2 lb. Olium Succeny 

2 lb. Spiritus Vitrioly 

6 lb. Semen Anisy 

6 lb. Semen Cominy 

3 lb. Radix Iredis 

1 lb. Crocus Orentalis 

6 lb. Radix Caliny 

2 lb. Spiritus Sulphuris 

1 lb. Unguentum Martiatum 

1 lb. Unguentum Nervinum114 

kosten t’zamen                56:6:- 」115 

 

ときには輸送中に荷物が分散してしまうこともあり、そのため売っても損失
を出すことがあったし、まったく売り物にならないこともあった。そのような
場合は、商館の日誌に明細が残っている。１６５２年にはデ・スミーテ号が運
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んできた薬品の一部が腐ったり、瓶から漏れたりしており、出島で再び補充し
なければならなかった。 

 

「5 lb. Theriaces Andromachi à 4 fl. ’t lb.     16:-:- 

4 lb. conserve van Roosen à 24 stuyvs ’t lb.      4:16:- 

4 lb. Potpuleum  à  24 stuyvs ’t lb.        2:8:- 

4 lb. Lijnzaet Olije à 4 stuyvs ’t lb.        -:16:- 

4 Oncen Ol. Carui à 6 fl. ’t lb.          1:10:- 

3 Oncen Ol. Foeniculi à 20 fl. ’t lb.        2:5:- 

4 lb. Card. Benedictice waser116 à 4 stuyvs ’t lb   -:16:- 」117 

 

この荷もシャムベルゲルの日本滞在中に依頼されたものに違いない。 

同年、医薬品を詰めた大きな箱がもう一つバタフィアから長崎へ送られてい
る118。 

 

 

2.7 １６５２年春の医術関係の注文  

シャムベルゲルの後任として１６５１年１１月４日出島に着任したドイツ・
エアフルト出身のヨハネス・ヴンシュ（Johannes Wunsch）119 も３ヶ月半後には
江戸にある井上の屋敷に招かれたが、特に目立つような活動は見受けられない。 

井上の方は商館長一行が出発する前日、１６５２年２月２４日に長いリスト
を託した。そこに見られる治療薬、道具などは極めて精確で、シャムベルゲル
後の関心のほどがうかがえる。ミイラ、ビリリ、犀角、眼鏡、書見用眼鏡、外
科用の吸角、外科用包帯と軟膏の小さな缶、人魚の骨、象の脂、象の瘤腫、授
乳期の婦人が首に付ける乳石、止血に用いる血石、義手４本、義足２本、犀の
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脂、室内用の寒暖計、「硫酸、硝酸、酒精などを蒸留するための蓋付の蒸留器」
や「銅、木、その他の材料で模造し、人体のあらゆる部所、手足、内臓などを
できるだけ詳細に見ることができる人体模型」など120。ガラス製の吸角はシャ
ムベルゲルがいる間にすでに要望が出されていた。１６５２年夏に届いた瀉血
針は同じく前年のうちに注文されたものだろう121。また蒸留フラスコを要望し
ていることから、膏薬や軟膏を作る際に欠かせない種々の材料を江戸で作ろう
と考えていたことがわかる122。 

 

「１６５２年２月２６日、江戸にて大目付井上筑後殿が、日本の皇帝
陛下、彼自身及び多くの大身のために出した、１６５３年に納品すべ
き様々な珍品や品々の注文書。 

皇帝陛下及び上記の筑後殿自身のために 

 ミイラ                  １０ピコル［= 匁］ 

 長い干し葡萄               １０カティ［= 斤］ 

 モルディブの椰子の実           ２０個 

 コイエット氏が以前持参したようなビリリ ２ピコル 

 入手できるならば偽物でない本物の一角   ２ピコル  [...]  

 見本が付けてある、大目付筑後殿が以前注文したような型と大きさ
の鼻眼鏡、６０、７０才用。         ５個 

 質の良い虫眼鏡              ３個 

 硝子製の吸角あるいは外科医の瀉血コップ  ５個    [...]  

 銅製紐の巧妙な飾り付きの普通の小型包帯及び軟膏箱 ２個 

 人魚の牙                 ２、３個 

 象の脂                  １カティ123 
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 象の胆                  １個 

 硫酸、硫黄、焼酎などを蒸留するための蒸留器とその蓋 ２個 

 ２、３マイルの遠方が見えるきれいな望遠鏡 ２個    [...]  

 若干の乳石。授乳期の婦人がそれを首につるせば、乳があふれるほ
ど出るもの。それは大変推薦されたものである。 

 自然の手と同様に戦うための剣や、書くためのペンを握ることがで
きるねじ付きの鉄製の手。右手２つと左手２つ。その一つはより立派
で興味を引くものである。 

 同様に製造された足、自然の足を失った際、または好奇心を満たす
ために用いるもの。 

 血を止めるための血石124          [...] 

 皮が削られた、または切って黒い点々が見える犀角  ３個 

 ポルトガル語で書かれた、図入りの人体の解剖を取り上げた本 

 ポルトガル語で書かれた、生きた植物の図版付きの本草書、また同
言語の戦争などの物語の本  

 犀の脂                 １カティ 

 寒暖を区別できる室内用の天気計      数個 

 銅、木、その他の材料で製造された人体の模型。身体の各部や内臓
ができるだけ完璧に見えるようなもの  

 

顧問官安藤右京様のため  

 ミイラ                  数マース  [...]  

 

最上位の顧問官伊豆様の息子甲斐守様のために 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 できる限り大きい地球儀          １個 

 

現皇帝の大叔父で大きい財産を持つ松平出羽様 

 ５０、６０才用の容器付きの良い鼻眼鏡   １０個 

 立派な望遠鏡               ４個  [...] 

 

皇帝の大叔父で紀伊国の領主のため 

 オランダ製の羅針盤            ２、３個  [...] 

 

筑後殿の坊主つまり日本人医師のために以下のもの 

 乳香                   ２カティ 

 ゲンティアナ根              ２カティ 

 テレビン油                １０カティ 

 エンゴサク125               １カティ 

 コンソリダ根               １カティ 

 赤い薔薇花                １カティ 

 カンタリデス126              １カティ 

 アルメニア丸               ５カティ 

 セイヨウエビラハギの花127         １カティ 

 ダフラン128                １ピコル 

 丁子油                  １０ピコル 

 ゴム・アモニヤクム            ２カティ 

 アーモンドの油、甘いものと苦いもの    ３ピコル 
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 ガルバン樹のゴム             １ピコル 

 濃硫酸                 ２ピコル 

 オポポナル・ゴム             ２ピコル 

 牛脂                 ２カティ 

 アロエ・ヘパティカ            １カティ 

 オリーブ油                １０カティ」 

 

井上筑後守のために注文された医薬品は鎮痛剤から催淫剤までに及び、膀胱
結石、気管支炎などを患う高齢の大目付の姿を連想させる129。 

 

 

2.8 シャムベルゲルが江戸で用いた書物について  

そもそも、キリスト教関係の書の密輸入を防ぐために書籍は輸入禁止だった。
そのためか、江戸幕府８代将軍吉宗による「洋書輸入解禁」を重要視する著者
が多いが、すでに１６４１年１０月には、商館長ル・メール （Maximiliaen Le 

Maire）に、薬学、外科学、航海術の書は例外だと口頭で伝えられている130。こ
のことは、１６５１年長崎に来た薬剤師兼外科医だったヨーハン・ヤーコプ・
メルクラインも証明している。 

 

「こうして船の到着の時に、直ちにオランダの書物を調べ、その挿絵
にもよく注意を払っていた検使たちは、特に外科と薬草に関する医学
書はその場ですぐに返してくれる。これはおそらくこの術に対する特
別な好意からであろう。しかし、そのために増長してはならない、と
いう条件つきではあるが。」131 

 

ヨーロッパの都市の理髪外科医は職場としての店を持っていたが、出島商館
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にも主な薬品、道具などと共に医学、薬学関係の書物を備えた小部屋があった。
その上さらに、来日する外科医は自分が所持する外科箱や個人的な本、処方の
覚え書きなどを持参していた。 

バイレフェルトがブロウクホルストに出した書簡から、井上の問いに答える
ためにシャムベルゲルが出島から書物を送らせていたことがわかるが、その点
は注目に値する132。個々の書名についてはどこにも記されていないが、ある程
度の推測は可能である。 

大目付井上筑後守が解剖書を１６５０年夏と、１６５２年春の２度注文して
いることを考えると133、おそらく、出島から江戸へ送られた本の中には解剖学
の書も含まれていたであろう。もしかするとそれはアンドレアス・ヴェサリウ
ス（Andreas Vesalius, 1514-1564）の解剖書『De humani corporis fabrica』であった
かも知れない134。江戸にはポルトガル語の通詞しかいなかったため、１６５２
年には、このような書がポルトガル語であることが要望された。 

同様に「生態の絵入りの本草書」のポルトガル語版も注文されている。それ
は、西洋の名称で処方が記載されている薬草を理解し、日本でも似たような植
物を見つけるためのものであったようである。 

さらに井上は、上ですでに述べたように１６５２年には義手と義足を２本ず
つ注文している135。これは間違いなく義手と義足の銅版画つきのアンブロワー
ズ・パレ（Ambroise Paré, 1510-1590）の著名な『外科学』（２３巻、１１、１２
章「欠陥の補充について」）から思いついたものであろう136。 

江戸でシャムベルゲルが説明した膏薬や軟膏の処方は、その大部分が１６３
６年か１６３９年のアムステルダム薬局方に拠るものである。ヤン・スティペ
ル（Jan Stipel）137 も１６５３年１１月にこの本を使って処方を説明している。
同年１１月１４日の夕方、通詞の孫兵衛が来て、奉行甲斐性喜右衛門のために
「調合薬数種を書き留めた。鎮静用の軟膏と膏薬で、このためにスティペルが
呼ばれた」と記されている。スティペルは「簡単なものから説明を始め」、ご
くわずかの種類で作ることができ、日本で材料が手に入り、「アムステルダム
薬局方に記載されている」処方を紹介している138。この本は間違いなく出島の
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本棚にあったものである。 

 
 

 

図７  アンブロワーズ・パレの『外科学』にみる義手139 
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3.0 現存写本資料と初期カスパル流外科について  

ここでは、シャムベルゲルの「教え」及びカスパル流外科の原形の諸問題を
考察したい。 

 

 

3.1 外科学に関するシャムベルゲルの知識  

カスパル・シャムベルゲルは、１４歳になった１６３７年から出生地ライプ
ツィッヒにおいて３年に亙り外科医ギルド長クリストフ・バッヘルト（Christoph 

Bachert）に外科学の基礎を学び、１６４０年に外科医の資格を与えられた140。
彼が受けた教育の概略は、ギルド規定に含まれている試験項目から読み取れる。 

 

ライプツィヒ外科医組合規定  （１６２７年１１月２７日)141 

Vom Haupt 頭について 

Von der Hirnschal 頭蓋について 

Von der Dura und Pia Mater 脳硬膜と脳軟膜について 

Von Halß und Brust 首、胸について 

Von Bauch=  undt Weit=Wunden 腹の傷と内臓が射抜かれた傷につ
いて 
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Von Achßell undt Hüfften 肩と腰について 

Von Arm und Bein 腕と足について 

Von verrenckten und verstauchten Gliedern, 手足の脱臼と捻挫について 

Von zerbrochen Gliedern 手足の骨折について 

Von geschoßenen Gliedern. 手足の射創について 

Von geschnittenen Gliedern. 手足の切り傷について 

Von verwundten Glencken 関節の負傷について 

Von offenen erzunten undt geschwollenen 

Schäden 

口が開いたり、炎症を起こしたり、
腫れた傷について 

Von tödtlichen Wunden 致死の傷について 

Von Bluttstellung, Wundt träncklein undt 

Pulver leschungen 

止血、飲み薬、粉による血止につい
て 

Von Aderlaßen  瀉血について 

Von Sÿmptomen und Zufallen 症状と発作について 

Von allerley gefehrlichen Gebrechen und 

Schäden 

危険な損傷全般について 

Von Kraffts[,] Wirckung und Eigenschafft 

der Pflaster 

膏薬の効力と作用、性質について 

Von Praeparierung undt Zurichtung der 

Pflaster 

膏薬の準備と調合について 

Von Auff= und Zurichtung der Werckstätte 仕事場の建設とその設備について 

 

３０年戦争で荒廃した中央ヨーロッパにおいては様々な伝染病が多発してい
る。国際貿易上の拠点都市ライプツィッヒが２０年代以来払ってきた犠牲は大
きかった。カスパルが見習いを始めた１６３７年には、ペストの流行により市
民の２割が死亡した142。町の経済基盤が脆くなる中で、食料品が不足し、さら
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なるペストの流行に加えて、１６４０年には、ケーニヒスマルク（Hans Christoffer 

von Königsmarck, 1600-1663）将軍の率いる軍隊との戦闘が相次いでいたとライ
プツィッヒの年代記はその当時の悲惨な様子を生々しく伝えている143。若きシ
ャムベルゲルが、射創、切り傷、突き傷、骨折、種々の腫物及びペストの病状
を十分に見る機会があったことは想像に難しくない。 

「優秀な成績で」外科医の職人資格を得たカスパルは、ギルドの掟に従って
修行の旅に出かけた。１７０６年、シャムベルゲルの葬儀の時印刷された「弔
辞」に挙げられている地名を総合すると、彼は中欧、北欧を転々とし、最後に
アムステルダムにたどり着いている144。外科医として東インド会社に応募して
きた者は、検定試験を受けなければならなかった。その試験内容は、かつてオ
ランダのミデルブルッヒで外科医を勤めていたコルネーリス・ヘルス（Cornelisz 

Herls, ?-1625）著の『Examen der Chyrurgie』（外科学の試験）に見られる（附録、
資料３参照）。これは東西両インド会社のために書かれたもので、アメリカ及
び東アジアを目指す「若手の外科医」用参考書であった。初版と第２版には発
行年が記載されていないが、第３版は１６４５年の発行になっている。発行者
はその前書きで、この本を船員や同行者の世話及び健康管理を担当する「優秀
で知的な外科医」の雇用に役立てて欲しいと述べている145。その外科学の範囲
はライプツィッヒの外科医ギルド規定とほぼ一致するが、この著書によって
各々の項目の内容とその重要さの度合いの詳細が明らかになる。 

まず目に付くのは、本の半分以上を占める、頭から足までのあらゆる膜、筋、
血管、腱、骨、体内の臓器、性器等々、人体についての驚くほど詳細な解剖学
である。所々の指摘によれば、「Spiegelius」､「Laurentius」､「Bartholinus」ら
による最新の研究が活かされており、レベルは決して低いものではなかったこ
とがわかる146。これに対して、たった３０ページで終わっている病理学は、四
素及びその性質、四体液、これら体液のバランスが崩れることから発生する病
気のことなど含むギリシャ・ガレノス流の体液病理学に過ぎなかった。治療現
場で活躍する外科医の関心は言うまでもなく理論より実践にあった。 

治療に関する記述は、腫物、外傷、潰瘍、骨折、脱臼、ペストの順で、内容
も当時のパレ流外科書の多くとほぼ一致している。腫物については、原因、兆
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候、特徴や個々の段階におけるそれに相応する鎮静、散らし、促進剤（膿薬）
のことが述べられている。外傷なども同様に取り扱われ、単純な外傷か複雑な
外傷かによって様々な症状、挫傷、骨折、炎症ごとにまとめられている。ヘル
スが挙げているおびただしい薬品の処方は一切紹介されていない。それについ
ては、それぞれの都市の薬局方を調べなければならない。 

本文全体は巧みに構成され、ひとつの問いに対する答えから次の問いが導か
れるようになっている。この「問答書」は試験用の優れた復習書であり、同時
に実用的な参考書でもあった。従って『外科学の試験』の評判はよく、繰り返
し改訂、増補されている。１６７６年にはアウグスブルクにおいてドイツ語版
も出ている。当時、東インド会社が採用した外科医の平均的な知識について知
るには、この著作が最も有力な手掛かりとなる147。 

 

 

3.2 「カスパル流外科」とシャムベルゲルの「弟子」  

紅毛流外科関係の論文、著書の多くでで引用されている「阿蘭陀国外科加須
波留先生系脈」には148、猪股伝兵衛を初めとして、通圓、向井元升、鳥飼道節、
栗崎道有、山口寿斎、内田藤左エ門、堀意半等々、シャムベルゲルの「弟子」
がずらりと並んでいるが、南蛮流外科で著名な栗崎のような名前までが記載さ
れていることは、この系譜の信憑性に疑念を起こさせる。また、名称の上では、
「カスパル流」は１９世紀まで続いていたが、後世の医師の外科術の方が元祖
の教えを遥かに越えていた。従って、上記のような系脈図や家系図は、「カス
パル流文献」の伝達史及び人脈図を示す資料として理解した方がよさそうであ
る。カスパルの名前を一種の箔付けとして利用している場合も確認されるので、
詳細な調査を抜きにして結論は出せない。また、シャムベルゲルの滞在期間、
任務内容及び行動上の厳しい制約を考えると、本来の意味での弟子を養成する
ことには到底至らなかったであろう。従って、いわゆる系脈図にはとらわれら
ず、まずシャムベルゲルと直接接触していたか、それとも当時、関係資料を入
手していたと考えられる数名の人物について考察したい。 
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猪股伝兵衛 

後世に文献を残すという意味において最も恵まれた立場にあったのは、出島
蘭館の通詞猪股伝兵衛である。オランダ語よりポルトガル語に精通していた伝
兵衛（？～１６６４年）は149、１６４６年の江戸番通詞をしており、150 当時の
蘭館医マタイス・クラウセン（Mathijs Crousen）が非常によい待遇をうけていた
ことから、大目付井上政重等の幕府の高級官吏が紅毛医学に対して強い関心を
抱いていたことを読み取れたであろう151。１６４９年～５０年、伝兵衛は石橋
庄助（助左衛門）と老通詞西吉兵衛と共に東インド会社の使節団の世話をして
いる。１６５０年４月に特使フリーセ一行が長崎へ戻った後も猪股はバイレフ
ェルト、スヘーデル、シャムベルゲル、スミットと共に江戸に残り、同年１０
月まで様々な患者の治療に当たったシャムベルゲルの説明、指示、処方等など
を通訳した。 

シャムベルゲルが江戸で得た評判を考えると、長崎の両奉行、大目付井上政
重、治療を受けた稲葉政則及び井上の侍医涛崎などが、彼の医術に大いに興味
を持ったことは想像に難くない。信憑性の高い「阿蘭陀外科医方秘伝」及び「阿
蘭陀外療集」に基づいて宗田一氏がすでに紹介しているように、慶安３年９月
及び１０月（１６５０年１０月及び１１月）、長崎の両奉行に、カスパルの治
療法についての報告書が提出された152。９月の文書は江戸で、１０月の文書は
長崎で作成されており、その他の外科写本及び元禄７年（１６９４）の「相伝
一牒」153、享保５年（１７２０）の「加須波留伝来記」154、享保１４年（１７
２９）の「阿蘭陀免許状」155 及び「阿蘭陀縁起」156 にも伝兵衛の名が現れるの
で、カスパル流外科の原典と目さる慶安３年の文書の著者は、猪股以外には考
えられない。 

蘭館日誌に書かれた記述が裏付けているように、シャムベルゲルの後任者ハ
ンス・ユリアーン・ハンコ（Hans Juriaen Hancke ）が１６５６年～５７年に亙っ
て向井元升に教えた際、病理学、薬学などの内容及び用語などが大きく異なる
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西洋医学関係のものを翻訳する作業は、非常な困難を伴い、出島の通詞は全員
息をつく暇もなかった157。半年間も江戸にいて、たった一人の通詞として通訳
を担当し、最終報告書をまとめた伝兵衛が紅毛流医学の伝達史上挙げた業績は
確かに大きい。それにも関わらず、当時の商館長の多くは、彼のことをずるが
しこくて抜け目のない人物と評した158。彼が自分の一存で患者をシャムベルゲ
ルのもとに連れてきたのも、恐らくはそのことに見返りが約束されていたから
であろう159。大目付井上との関係も次第に悪化した160。 

猪股伝兵衛のキャリアはそれ相応に惨めな終りを迎えた。１６５５年の蘭館
日誌によれば、彼は商売気を出しすぎてしまったようである。通詞志築孫兵衛
と一緒に猪股は、幕府への献上品、珍品などの全責任者であった井上の目を盗
んで、商館長一行が持参してきた珍品の残りの一部を江戸で売りさばいていた。
このことが露見すると、それまでの同種の事件も発覚し、ついにはそのことが
猪股の命取りになってしまった。７月２５日猪股は長崎奉行に辞意を申し出、
認められた。あまりにも急なことで、商館長らに別れを告げるのに、夏の終わ
り頃出島が一般住民に開放される取引の日まで待たなければならなかった161。  

恐らく伝兵衛は他の職には就けなかったため医師の道を歩き始めたのであろ
う。１６４６年にはすでに参府同行者の一人として、その後継者と目されてい
た息子伝四郎も、通詞としての将来をあきらめざるを得なかった。仙台に住み
着いた分家には伝四郎を祖とする家系図が残っている。それによれば、伝四郎
はオランダ人カスパルのもとで学び、外科医になったようである162。 彼がシャ
ムベルゲルと会ったかどうかは別にしても、京都大学付属図書館蔵の「紅毛外
科書」の始めには、著名な儒医、向井元升の門人になったことを示す記述があ
る（「伝兵衛役儀指上子伝四郎向井元升門人」163）。 

 

 

河口良庵春益 

次に取り上げるべき人物は、長崎在住の若い医師河口友信（１６２９～１６
８７年。号は良庵、諱は春益）である。河口家の歴代の医師についてはすでに
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川島恂二氏が詳細に紹介している164。当時２０歳の良庵は１６４９年１１月に
シャムベルゲルのもとで教えを受けた４人の医師のうちの一人であったことに
ついてすでに上記に述べてある。 

先妻と後妻両方との間に子供をもうけた河口良庵の家庭の事情は多少複雑だ
ったようだ。息子元仲は伊豆国田方郡の宮崎家の養子になったが、彼は実家か
ら離れても、父に強い影響を与えたカスパルのことを後世に伝えた。宮崎家に
残っている「加須波留伝来記」を見ると、良庵は、商館長日誌や幕府の記録に
しか残っていないようなところまで、東インド会社の使節とその派遣の背景に
ついて事細かに知っていたことがわかる。 

 

「加須波留伝来記        下儒醫 松下見林撰 

蓋以我 神国仁声恵二於北狄一、武誼動二於南鄰一、是以旃裘之王胡
貉之長 移珍来享抗手称臣、至二於醫方薬品四方之精英無レ不二来集
一、及近代阿蘭陀外科之術行二干我朝一、雖二外国方一、其有二奇験
一、遠可レ庶二幾乎周之瘍醫一、也推二其所レ伝、寛永二十年阿蘭陀
国賈客渡二韃靼国一時、暴風吹レ船二飄着 本朝陸奥国南部浦一、南
部山城守源重直収二船中人類十口一、献二干江都台命議レ之、此年紅
毛国人迦毘端延佐羅義165侍命長崎一、徴窮二事事実杲皆紅毛国人也、
以二数十口一、付二迦毘端延佐羅義一、令レ送二干本国一、慶安二年
紅毛国使者迦毘端梵論胡須166至謝レ之時、獻下撃二石火箭一者兪利耶
牟167外科加須波留168上倶至二江都一朝二大猷院大将軍一、明年九月
十八日奉レ命■二江都一、十月十二日皈二干長崎一、大将軍喜二遐境
葵忱 令下武士醫者等習中彼芸術上、習二外科一者数人河口氏其一人
也、於レ是諸醫訳二加須波留之語一、為レ書以救二療外疾一、自レ是
阿蘭陀之術行二干本朝矣、我聞納二夷蛮之楽於大廟一、今 大将軍窮
覧方国但如二内治煎湯者、以二中華諸賢之方一当レ要レ之最金瘡之一
伝紅毛懸絶也、信不下得二其門一、而入上見レ也難矣■延寶五年竜集
丁巳三月望月、右紅毛外治伝二帖者往昔先儒及先考之所記也、顧加須
波留 日域初来自慶安二己丑年令至干享保五庚子年既及干七十二年、
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其年間末旧近世識之者亦不寡、自是以往世遠無識者則期還伝記之所証
也、余繕写共為一巻軸以遺之於児孫、且欲易暁而加訓点並解字義唯便
之於我童蒙而已 

 寿鶴林 宮崎 元仲書 

享保五歳次庚子仲夏哉生魄 

伊豆国田方郡中村衛生幹 

宮崎 宗庵 

同  仁庵 

駿東土狩 

有賀 定達」169 

 

良庵の跡継ぎとなったのは、寛文６（１６６６）年養子となった了閑だった。
良庵は同年に免許状を授け、自分が体験した阿蘭陀流外科の誕生についてこう
振り返っている。 

 

「阿蘭陀流縁起 

余自結髪専攻外治捜抉諸家浩瀚汪洋系得適、従而帰一蓋医之為法也、
治内之難治外尤難内症系及干外、外症而原干内也、内外合一之論中華
喆至矣尽矣、不竢復贅祗憾外治因旡捷径系中其肯綮洵滄海之遺珠也、
近代紅毛加須波留170偶狭外科霊術而懸壺於肥長崎市肆、其僊方之殊効
柳樹起瘤、非人間世之所賭殆怪来自龍宮如在蒼姫之世、当列之天官瘍
医既達江都台聴命諸医、重譚為書献之営中是阿蘭陀外科行千本邦、余
亦寓止幸得親炙而興聞審其殺青、而破割湔之術膏油煎煉之法興夫外国
薬品之蘊全備矣、嗣后須庭賓171阿無須与利安172阿留曼須173等良医代
来、益為之参究而有所得救活之妙竅也、吾子遊余門下潜心讚研有数
年、所因探青囊中而附嘱焉、匪其人而勿叨伝之儻有恃能而自負則其師
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之罪人也、右云医者意也、意思精則得之其青於藍詎無望干他日哉勉㫋
慎㫋 

       良庵河口春益謹書    ㊞  ㊞ 

  寛文六丙午歳孟春吉祥 

 授河口良閑彦丈」174 

 

シャムベルゲルの周囲にいたと思われる人々の中で、良庵は特に強い反応を
示しており、当時の事柄の歴史的な意味を認識した上で恩師の医術を積極的に
広めようとしていた。カスパルの離日後も、西洋外科術への熱意は衰えなかっ
た。奉行所と阿蘭陀通詞との関係が密接だったためか、後任の外科医の教えに
よって文献が編集された際、良庵はその写しを入手することができた。 

片仮名表記のラテン語、ポルトガル語、オランダ語で書かれた薬品名、病名
などがいかに大切であるかを認識した良庵は、寛文６年（１６６６）「阿蘭陀
語」という日蘭交流時代初の単語帳を編纂した。 

寛文７年以降良庵は長崎を離れ、京都に移住した。１９３８年に紹介された
京都の岸本家の家系譜によれば、良庵には京都滞在中に、小野友庵良悦及び三
牧宗庵という弟子がいた。また、その２年後には、岸本宗圓政時（前田助左衛
門）がこの２人から医術を学んでいる175。小野は後に宮崎と名乗り、越前大野
に移り、土井支藩に仕官することになった176。 

先妻との間に産まれた長女於蝶が伊予大洲城下の徳正寺に嫁したということ
もあってか、良庵は１６７０年頃大洲へ移住することになった。そこにはかつ
て良庵の門弟であった鎌田良球政信が住んでおり、師弟関係がさらに深まった
のではないかと思われる。大洲で彼は、長崎で蓄積した知識を整理し、自著「外
科要訣全書」（１６７０年）177、「諸薬口和」、「阿蘭陀和語集以呂波寄」な
どを執筆している。 

良庵は貞享４年２月６日（１６８７）大洲で死去した（享年５９歳）。彼に
遡る直伝の資料は、１６５０・６０年代に長崎で活躍した外科医カスパル、ハ
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ンス・ユリアン（Hans Jurian Hancke 、１６５５～５６年）、ステフェン（Steven 

de la Tombe、１６５７～５８年、１６５９～６０年）、ヘルマヌス（Hermanus Katz 、
１６６０～６２年）及びダニエル（Daniel Busch 、１６６２～６５年）の説明を
最も忠実に反映しており、カスパルから始まったいわゆる紅毛流外科の普及に
大きく貢献した。１７世紀中頃の日本における西洋医学の受容史は、良庵が広
めた文書を抜きにしては、極めて描きにくいものとなるであろう。 

 

 

図８  河口良庵著「阿蘭陀語」自筆本178 

 

 

藤作 

さらに、西洋医学関係の資料を持っていたのは、すでに紹介した大目付井上
政重の侍医藤 作

とうさく
（？～１６５４年）である179。しかしながら、明暦３年（１６

５７）の大火により、井上の両邸とともにその文書などは焼失してしまったも
のと考えられる180。今日残っているカスパル流資料のほとんどが長崎に住んで
いた猪股伝兵衛、河口良庵及び西玄甫に遡るものであることは決して偶然では
ない。 
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西玄甫 

西玄甫（？～ １６８４年）の名は、カスパル系譜には載っていないが、彼は
すでに元イエズス会士沢野忠庵の影響を受けたようであり、特殊な技能を持つ
シャムベルゲルらを無視したとは思えない。東インド会社の資料によれば、彼
は特使フリーセの通詞を務めていた父の西吉兵衛と共に江戸参府への同行が許
されている181。西玄甫はシャムベルゲルが毎日患者に呼ばれていることや、大
目付などの高官によって評価されていることも見聞きしていた。「西流」の写
本が示すように、西玄甫の手元にはシャムベルゲル関係の資料があった。 

 

 

3.3 カスパル流医書の諸問題  

日本人に対するシャムベルゲルの教えを直接に伝えてくれる原典が現存しな
いため、カスパル流外科の本来のものがどのような形であったかを定めること
は困難を極める。これまでに関場不二彦、富士川游及び古賀十二郎がいくつか
の文書を紹介しているが、それらの由来、信憑性、位置づけなどについてはあ
まり深く踏み込んだ分析は行われていない182。初期の紅毛流文書には後世の資
料が混在しているという指摘も少なくない183。従って、「カスパル流」と思わ
れる様々な写本における人名、日付、用語の特徴、内容上の共通点などを考察
しながら、それらの背後にあったものと考えられる原典にアプローチする方法
を取らざるを得ない。 

カスパル流医書を探すうちに、『国書総目録』に記載されているものに加え
て個人所有の写本が数多く存在していることがわかってきた。それらの所在の
確認にもアクセスにも制約があることを考えると、今後とも下記の資料以外の
ものが出てくる可能性があることを忘れてはならない。 

これまでの研究の中で、宗田一が１９８０年に紹介した「阿蘭陀外科医方秘
伝」は各種のカスパル流医書をある程度整理する上で最も重要な手掛かりを与
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えてくれたものであったといえる。この写本の前書きには、ブレスケンス号事
件、当時の商館長エルセラックの活動、慶安２年のブロウクホルスト一行の到
着、「火矢打ユリヤン」と「外科カスハル」の長い江戸滞在、９月１８日江戸
を出立、１０月朔日大坂着、続く同２２日長崎着、翌年９月２０日付の出港な
ど、この文献の信憑性を裏付ける極めて具体的な記述が見られる。さらに、「阿
蘭陀外科医方秘伝」の最後には以下のような説明がある。 

 

「右此書物者阿蘭陀外科メステル184カスハル入津ノ時、江戸江罷下諸
大名衆御療治無比類手柄多依有是、長崎御奉行馬場三郎左衛門殿、因
仰編一冊指上申書物之写也。予求得也。雖秘蔵深依為執心免赦之者也。
直子之外、相傳有間敷者也。 

于時慶安三年 寅九月日」185 

 

この日付はバイレフェルト、スヘーデル、シャムベルゲル、スミットが１０
ヶ月間にわたる江戸滞在を終えた１６５０年１０月に当たる。当時、砲術士ス
ヘーデルの「攻城法」が作成されたという指摘は以前からあるが186、上記の記
述から、シャムベルゲルの医療活動をまとめた報告書も存在したと、宗田一は
分析している。それを依頼したのは、おそらく西洋技術や医学に強い関心を寄
せていた大目付井上政重であり、著者にそれを命じたのは江戸勤務中の長崎奉
行馬場三郎左衛門であろう。 

以前関場不二彦が論じた河口良庵に遡る「阿蘭陀外療集」の第６巻にある膏
薬の「十七方」の終わりに次の記述が載っている。 

 

「右十七方阿蘭陀外科女須戸呂加津春187口伝之通一編ニ一冊指上申
候 

 慶安三年庚寅十月日」188 

 

日付は１６５０年１１月に当たっており、そのときシャムベルゲルは新任商
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館長ステルテミウスと共に長崎から再び江戸へ発とうとしていたのである。そ
して、この１７の軟膏薬の処方の名称、順番、成分の量が上記の「阿蘭陀外科
医方秘伝」と完全に一致していることも注目に値する。宗田は、おそらく１６
５０年に長崎在勤中の奉行山崎権八郎のために、もう一冊の報告書が提出され
たのであろうと説明している。 

様々なカスパル流医書を点検するうち、同じ時期のもう一つの文献があるこ
とに気がついた。これは京都大学にある「紅毛外科書」であり、「西先生家秘
膏薬方」が含まれているので189、西流外科に属すると推定されている。ここに
も軟膏薬の「十七方」の最後に日付及び猪股伝兵衛の名が見られる190。 

 

「右紅毛外科メステルカスハル口伝ノ通編一冊指上申候 

 辛卯年十月七日猪股伝兵衛」 

 

「辛卯年十月七日」は西暦の１６５１年１１月１９日に当たり、おそらくシ
ャムベルゲルが同年１１月１日にバタフィアへ旅立った直後、猪股がシャムベ
ルゲル日本滞在の２年間に集めた記述を再考したものであろう。 

「阿蘭陀外科医方秘伝」を当時の他のものと比較すると、多くの共通部分が
明らかになる191。また、これまでに南蛮流の医書とされている元禄６年（１６
９６）刊行の『阿蘭陀外科指南』にもそれのほとんどが含まれていることは大
いに注目に値する。 

 

 
章・項目 「阿蘭

陀外科
医方秘
伝」 

「阿蘭
陀外療
集」192 

「阿蘭
陀外科
書」193 

「紅毛
外科書」

194 

「阿蘭
陀外科
書」195 

『阿蘭
陀外科
指南』 

 1650年  1658年 1651年  1696年 

外科総論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

熱寒風痰見樣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

腫物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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金瘡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

カスハル十七方（概
略） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

カスハル十七方（煉
樣） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

阿蘭陀薬 ○ ○ Ⅹ Ｘ Ｘ Ｘ 

「水戸中納言様小
性足ノ療治」 

○ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ 

「稲葉美濃守殿筋
痛ノ時療治」 

○ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ 

「井上筑後守様坊
主衆療治」 

○ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ 

「井上筑後守殿御
用被召上薬物之事」 

○ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ 

 

「阿蘭陀外科医方秘伝」が慶安３年９月に編集された報告の原形に最も近い
ものと思われる。全カスパル流医書のうち、出島蘭館日誌に記されたシャムベ
ルゲルによる稲葉美濃守正則の治療をはじめとして、江戸での治療例及び大目
付井上政重関係の記述が載っているのはこれだけである196。「阿蘭陀薬」につ
いての記述は同年１０月長崎で改めて提出された文書にも含まれていたが、河
口良庵に拠る「阿蘭陀外療集」及び華岡塾へ伝わった「阿蘭陀加須波留伝膏藥
方」にしか残っていないようである。特に河口良庵と西玄甫に遡る文書の中に
は上述の書からの重要な部分が見受けられる。このため、カスパル流医書の伝
播には少なくとも３本の流れがあったのではないかと考えられる197。 

 
Ａ（江戸） Ｂ（長崎） Ｃ（長崎） Ｄ 

１６５０年１０月 
江戸において通事
猪股伝兵衛が長崎
奉行馬場三郎左衛
門のため報告書を

１６５０年１１月 
長崎において通事
猪股伝兵衛が長崎
奉行山崎権八郎に
報告書を提出する。

１６５１年１１月 
通事猪股伝兵衛に
よる文書。Ａ・Ｂの
写しか改訂か。 

由来の断定できな
いカスパル流文書 
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提出する。 それはＡの写しと
思われる。 

     ↓ 

  河口良庵 

   ↓ 

  西玄甫 

 

「阿蘭陀外科医方
秘伝」（故佐藤氏） 
、「阿蘭陀加須波
留秘方」（成田）
など 

「外科要訣」（河
口家）、「阿蘭陀
外療集」（慶大）、
「カスパル伝方」
（京大）、「阿蘭
陀外科書」（杏雨） 
「阿蘭陀外科書」
（慶大）、「阿蘭
陀外科書」（九大） 
、「外科加須波留
方」（慶大）、「阿
蘭陀流伝授本」（日
文研）、「阿蘭陀
外科一流書」（日
文研）、「阿蘭陀
外療秘伝」（慶大） 
、「阿蘭陀流外治」
（慶大）、「紅毛
外科」（慶大）、
「阿蘭陀外科書」
（筆者蔵）など 

「阿蘭陀十七方」
（京大）、「阿蘭
陀外科」（京大）、
「阿蘭陀外科書」
（慶大）、「紅毛
外科集」京都、和
田氏）など 

 

「阿蘭陀流外科」
（京大）、「阿蘭
陀流外科書」（京
大）、「阿蘭陀加
須波留秘密之方」
（日文研）、「阿
蘭陀流外科書伝」
（慶大）、「阿蘭
陀外療秘伝」（慶
大）、「紅毛膏液」
（東大） 

 

江戸の報告書はこれまでわかった限りでは２冊の書のみにその痕跡をとどめ
ている。これはシャムベルゲルが日本を離れて６年もたたないうちに、数多く
の重要な文書が灰になってしまった明暦の大火が原因と思われる。 

また、カスパルの「十七方」を含む書は数多く見つかったが、「十七方」以
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外にはシャムベルゲルの痕跡はほとんどないため、上記の３グループに帰する
ことはできず、狭義のカスパル流医書としては認められない。しかし、この広
がりをみると、当時この膏薬方が最も重視されていたことがわかる。「理論」
に関しては従来通りの東洋医学の病理学が普及していたようである。 

シャムベルゲルの「教え」の重要な部分が元禄９年刊行の『阿蘭陀外科指南』
に含まれていることも大いに注目される。いくつかの膏薬には出典としてカス
パルの名が付いているが、その他の章はシャムベルゲルから切り放された形の
方が、より多くの読者に受容されやすかったのであろう。また、金瘡について
の記述のみはそれよりも早く長崎在住の中村宗興の手に入り、貞亨元年（１６
８４）刊行の『紅毛秘伝外科療治集』に「金瘡治要」として取り入れられてい
る198。 

 

 

3.4 カスパル流「外科学」  

続いて上記の写本に見られるカスパル流外科学の概要を示すことにする。 

 

 

体液病理学 

多くのカスパル流文書の巻頭には、単純な病理学の概略が見られ199、「阿蘭
陀医方秘伝」はかなり初期の様々な追加により、雑然とした形式を示している。 

「一 夫人間之五體ニウモルト云血ノ名四ツ有。一ツニハ
血ナリ

サンキ二ツ
ニハ

ｳｽｷ血ﾅﾘ

コレラ三ツニハヘレマ四ツニハマレンコンヤ右四色之サンキト
云ハ血ノ事成。コレラト云ハ血ノ上

ｳﾜｽ

澄薄血也。
血水也

ヘレマト云ハ血ノ内ニ
有水也。マレンコンヤト云ハ血ノヲリ之右ヲ地水火風ノ性ト云也。サ
ンキト云血ノ性ハ熱ニシテ濕也。コレラト云血ノウハスミノ性ハ熱ニ
シテ燥也。ヘレマト云血ノ水ノ性ハ寒ニシテ濕也。マレンコンヤト云
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血ノヲリハ性ハ寒ニシテ燥也。然ニ右四色ノ血何モ五體ニ相應スル時
ハ無病。大過不及有時ハ諸病モ發瘡、腫物モ出来ル也。右四色ヲ損傷
モノハ風寒、暑、濕、飲食或ハ淫事過シテ、腎水衰ヘ心火200タカブリ、
或ハ金瘡打身、或ハ遠行ナトシテ血ヲコタリ气血不和合シテ必発ル。
其源ヲ能問明可療治也。」201 

ガレノス風の体液病理学は一目でそれとわかるほど簡潔にまとめられており、
４つの体液やその基本的性質、体内でのこれらの正常混合（Eukrasis）、また病
気の原因となる異常混合（Dyskrasis）、生来の温かさ（Calidum innatum）など、
最も重要な術語も確認できるが、当時の著者や読者がこの文章を西洋伝統医学
の知識を持つ我々と同様に理解していたとは思えない。 

 

 

原文での名 当時の解釈 語源1 現代の訳語 
ウモル  humor（ラ）、humór（ポ） 体液 

サンキ
血ナリ

 血 sanguis（ラ）、sangue（ポ） 血液 

コレラ 上澄薄血 cholera（ラ）、cólera（ポ） 黄胆汁 

ヘレマ 血ノ内ニ有水 phlegma（ラ）、fleuma（ポ） 粘液 

マレンコンヤ 血ノヲリ melancholia（ラ）、melancolia（ポ） 黒胆汁 

 

「血ノ上澄薄血」、「血ノヲリ」、「血ノ内ニ有水」という片仮名表記の用
語に付け加えられた説明からみても、異質の理論に接する際の問題がうかがえ
る。体液論の詳細を把握することなしには、それを構成している各概念を理解
することは難しく、翻訳も無理なことであった。また、受容者側のこういった
多大な困難に加えて、それを伝える側の理髪外科医の方も病理学に関してはそ
れほど力を入れた養成を受けていなかったことも見過ごしてはならない。シャ
ムベルゲルや１７世紀後半の彼の後継者の多くは体液などについての細かな知

                                                

1  ラ ＝ ラテン語、ポ ＝ ポルトガル語、オ ＝ オランダ語、ス ＝ スペイン語 
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識は持っておらず、せいぜいある医書に基づいて説明できるに過ぎなかった可
能性が大きい。結局、彼らが消極的であったため、紅毛人から医術を学ぶ日本
人の方もこのややこしい問題の解明に新たな努力をしなかったといえよう。 

 

 

図９ 体液病理学の概観（｢阿蘭陀外科書）202及び『阿蘭陀外科指南』203） 

 

 

 

熱寒風痰見樣 

１７世紀のヨーロッパにおけるパレ流外科書は腫物を「単純な腫物」と、「複
合腫物」と大きく２種類に分けていた。第１のグループに属する４種はそれぞ
れが４種の体液のうちの一種の過剰をその原因としていた。第２のグループも
体液の異常混合によるとされていたが、この場合、他の原因も加わって、多少
複雑な混合形になっている。概念上は最も体系化の進んでいたこのグループは、
ヘルスなどの理髪外科医のための書物にも見られる204。 
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原因になる体液 腫物の基本的な型 下位分類 

Sanguis（血液） Phlegmone（熱） 

Phygethlum, Phyma, Furunculus, 

Carbunculus / Anthrax, 

Ophtalmia, Synanche, Bubo, 

Gangrena, Estiomena, Sphacele, 

etc. 

Cholera（胆液） Erysipelas（熱） 

Herpes miliaris, Esthiomenos 

excedens, Formica, Impetico, 

Exanthema, etc. 

Phlegma（粘液） Oedema（寒） 

Hernia aquosa, Hernia ventosa, 

Hydrocele, Testudo, Ascites, 

Timpanites, Leucophlegmatia, 

Scrophulus, Atheroma, Steatoma 

melicerides, Ganglion, Nodus, 

Scrophula etc. 

Melancholia（黒胆液） Scirrhus（寒） 

Scirrhus exquis, Cancer, 

Elephantiasis, Myrmecia, Clavus, 

Thymus, Varix, Morphea nigra et 

alba 

 

「阿蘭陀外科医方秘伝」などに見られる「カスパル流分類」はこれとの類似
性を示している。最初の３種の腫物は確かに上記の基本的な「体液」から導か
れている。しかし「ヘンテ」、即ち「風気」による４種目の腫物は「水気性の
体液」（humor aquosus）と「風気性の体液」（humor flatuosus）という性質上の
分類に遡っているようである。パレ（Ambroise Paré, 1510-1590）は体液の「水気
性」と「風気性」を基本的な観点と見なしていないのに対して、同時代のファ
ブリキウス・アブ・アクアペンデンテ（Fabricius ab Aquapendente, 1547-1619）及
び中世のギイ・ド・ショリアック（Guy de Chauliac, 1300-1370）のような、「水
気性の腫物」と「風気性の腫物」を上記の４体液による腫物と同じレベルで取
り扱っている205。 
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次に Phlegmoneを記していると思われる例を挙げる。 

 

「一熱濕ヨリ生ル腫物
ヘイヒリト云テ熱ノ事也

ハ色
サンキ

赤シテ甚痛強
ト云血ヨリ発ル

シ療治ニ日先初テ発時ハ
押薬ヲ付テ良押薬ノ性ハ寒燥ニシテシムル性ノ薬付ヨ其子細ハ寒ノ
以テ熱ヲサマシ熱ノウモルヲ押留燥ヲ以テ身ヲ強濕ヲ燥シサテシム
ル性ニテ惣テ血ノヨラスヤウニスル也 

熱ノ腫物押薬 

一 ヲヽリヨロサアト
 野イバラノ油

      一 ヲヽリヨヒヨウラス
コマヒキグサノ花アフラ

 

一 
小茄子ノミ
ヲ ヽ リ ヨソ

 アフラ
レトロン    一 

太タブトモ
ヲヲリヨロウリイニ206 

右四味温テ塗付其上ニエンフラストテヘ
黒ツヽノミノ油

ンシイフン207 ヲモメンニ伸
テ打其上ヲ巻テ置ナリ一日ニ二度宛付替ル若不散 時ワ熱寒等分ニ合
付ベシタトエバ 

一 ヲヽリヨロサアト      一 ヲヽリヨヒヨウラス 

一 ヲヽリヨソラトロン     一 ヲヽリヨロウリイニ 

一 ヲヽリヨカモメリ
 野菊花アフ

      一 ヲヽリヨカ
 ヤシホ

ラアブ208 

右六色等分ニ合セ温塗付テ其上ニヱンフラストテヘンシイフンニエ
ンフラストテヤキロン209 ヲ等分ニ合木綿ニ伸テ付其上ヲ巻テ置ナリ
是ニテ散カ膿カヲ見ルニ散サウ成時ハ散薬付テ散シ膿サウ成時ハ膿
薬ヲ付テ膿セ針ヲ刺ベシ針目ニメイチヤ210 ヲ指入蓋ニヱンフラスト
ムズラキニブス211 ヲ打也メイチヤニハインクヱントアボストロウル
ン212 ヲヌリ付テ指[入]也膿血抜ツクシテ後腫物ノ穴浅ナリタラハイ
ンクヱントテイゲステイホン213 ヲホツリシモメンニ浸シ腫物ノ口ニ
付其上ニ

膏薬ノ名
ヱンフラストテヤハルマ214ヲ木綿ニ伸テ打也。」215 

 

所々に説明が付け加えられたのは、未知の概念が多かったためであろう。河
口良庵に遡る「阿蘭陀外療集」、「阿蘭陀外科書」などの写本及び元禄９年に
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刊行された『阿蘭陀外科指南』ではこれらの説明が本文の中に含まれている。 

 

 
「南蛮流秘伝書」 「阿蘭陀外科医

方秘伝」 
「阿蘭陀外科書」 『阿蘭陀外科指

南』 
   慶安３年（1650）   萬治元年（1658）  元禄９年（1696） 

 一 
ヘイヒリト云テ熱ノ事也
熱湿ヨリ生ル腫 

サンキト云
物ハ色赤

血ヨリ発ル
して甚痛

強シ。療治ニ日先
初テ発時ハ押薬ヲ
付テ良。 

一 ヘイビリト云ハ
熱ヲ云。是ヨリ生ル
腫物ハ色赤而甚痛
強急ニ腫上ル也。療
治ハ初発時ニハ押
テ散薬ヲ付ヘシ。 

 ヘイビリト云ハ熱
ヲ云也。是ヨリ生ズ
ル腫物ハ色赤クシ
テ甚ダ痛ツヨク急
ニ腫上ル也。治方ハ
初発ハ押テ散薬ヲ
付ヘシ。 

 一
メレコニヤト云血ヨリ発
寒燥ノ腫物散

薬ノ性ハ熱燥也。
燥ヲ以テ身カカヱ
ツヨリシテ熱ヲ以
テ冷血ヲ温メトカ
シ薄ナシテ散ナ
リ。 

一 ヒリウト云ハ寒
ヲ云。是ヨリ出タル
腫物ハ身色ニシテ
痛少自然ト腫上ル
也。療治ハ成程温散
スヘシ。 

ヒリウト云ハ冷ヨ
リ出タル腫物を云
也。身色ニシテ痛少
ク。ジネント腫上ル
也。治方ハナルホド
散スベシ。 

 風気ヨリ生ル腫
物之事冷タル次第
に温解行時。廻リ
温リ少キ時。風邪
ニアテラレ腫物ト
成。其シルシハ腫
上リ色ハ白クシテ
スキ遍光有也。金
物ニテ打テ見ルニ
風ノ吹音有。 

一 風气
ヘンテト云ハ風ノ
ヨリ生ル腫 

 事也
物ハ手ニテイロヒ
テミルニ和ニシテ
スキ通リ光有金ニ
テ打テ見ルニ風ノ
吹音有。 

一 ヘンテト云ハ風
ヲ云。是ヨリ生ル腫
物ハ手ニテイロヒ
見ルニ和ニシテス
キ通リ光有也。是モ
冷血ヨリ發其子細
ハ冷テ血順ル事不
成。 

 ヘンテト云ハ風気
ヨリ發ル腫物ヲ云
也。是モ冷血ヨリ出
其子細ハ冷テ血順
ズル事ナラズ。 

 濕痰ヨリ出タル 一 痰ヨリ生シタ 一 ヘレマト云ハ湿  ヘレマト云ハ濕痰
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腫物ハ寒濕也。是
ヨリ生ル腫物ハ和
ニメホメカス色白
ヘレマト云。血水ヨリ
発。 

ル腫物ハヱイリウ
ノ如ク腫上リ。少
堅シテ急ニ痛事ナ
シ療治ハ温テ散
之。 

痰ノ腫物ヲ云成。寒
ト濕ト交合セテ出
ル物也。験ニシテ色
白。 

ノ腫物ヲ云也。寒ト
濕トマゼ合セ出ル
モノ也。シルシハヤ
ハラカニシテ色白
ク。 

 

ここでもポルトガル語から引き継いだ用語がさらにいくつか見られる。 

 

用語 語源。ラ＝ラテン語、ポ＝ポルトガル語 現在の訳語 

ヘイビリ febre（ポ）、febris（ラ） 熱 

ヒリウ frio（ポ）、frigus（ラ） 寒 

ヘンテ vente（ポ）、ventus （ラ） 風 

 

この腫物の分類は上記のヨーロッパのものとの類似性が見られるが、著者を
特定することは、残念ながらまだ不可能である。本来ここには「複合の腫物」
である Phlegmone erisipelatodes や Oedema scirrodes 等々が来るはずであったが、
おそらく内容的に把握が困難だったのであろう。また、翻訳の際に仏教などの
東洋医学の要素が混ざったようである。例えば、「熱寒風痰」は、６世紀に中
国語に翻訳され、江戸時代の日本では未知のものではなかった「金七十論」
（Samkhyaksika）に見られる「風熱痰」の概念を思わせるものがある。 

 

 

各種腫物の個別論 

上記の「見様」の腫物は原因である体液により定義され、本来の名称を示す
ものは欠けている。それに対し、引き続き述べられている個別論の腫物には、
片仮名表記の名称及びその「日本語訳」や説明が付いている216。 
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原文での名称 
 

原文の解釈 
 

語源 
ラ＝ラテン語、ポ＝ポルトガル語 

アツフスデイミ 癰 Apostema（ラ）、apostema（ポ） 

カランゲイシヨ 疸 

carangueja, caranguejo（ポ）、cancroma

（ラ） 

アフセス 疔瘡 Abcessus（ラ）、abcesso（ポ） 

カンゲレナ 麻木 Gangraena（ラ）、gangrena（ポ） 

ハナリシヨ 標疽 Panaritio（ラ）、panarício（ポ） 

アカブソ 水腫物 Hydrops（ラ）217 

アルニヤ 

キン玉ニ出来ル腫
物 Hernia（ラ）、hérnia（ポ） 

シイロ  Scirrhus（ラ）、escirro（ポ） 

カンコロウ  cancer（ラ）、cancro（ポ） 

アネウリツマ 心経腫 Aneurysma（ラ）、aneurisma（ポ） 

 

 

個々の腫物の発生、特徴、治療について記されており、南蛮流外科の描写と
比べると、目に見えて詳細になっている。 

 

「一 アフセスト云ハ疔瘡ノ事也。大形面手足ニ発。其形大豆粒ニシ
膿ヲイタダキ出ル。是モ初発ニ痒物ナリ。後痛事タヱカタシ气ヲ失程
毒血也。針タチワリミルニ底ニ堅リタル膿アルヲ取出シテ、其跡ニイ
ンクヱントアボヒストロウルン［//］ヲホツリ木綿ニ浸押込、其上ニ
ヱンフラストムスラキニブスヲ付ルナリ。サリナカラ面ニ発疔ニ針ヲ
スベカラズ。心経肝経ニ発疔抔ニ針スレハ血走テ不止故ニ死也。

カナル

和成
療治ノ仕様ハ、先白キ物ヲイタタキ出ル。其白キ物ヲソツト切テステ
インクヱントハシリコンヲホツリニ付テ下地ニ付テ、其上ニヱンフラ
ストムスラキニフスヲ付ルナリ。」218 
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後世の文書では腫物の数が「阿蘭陀外科医方秘伝」よりもいくらか多く記述
されている。所々の漢字訳は東洋医学の概念への転用を示している。 

 
「阿蘭陀外科医方秘伝」 「阿蘭陀外科書」 『阿蘭陀外科指南』 
慶安３年（1650） 萬治元年（1658） 元禄９年（1696） 

アツフスデイミ（癰） 
アツフスデイミ、カンダラ
ス 

アツフスデイミ 

カランゲイシヨ（疽） カランゲイシヨ カランゲイシヨ 

アフセス（疔瘡） アプセス、カルフンコ アフセズ 

カンゲレナ ガンゲレナ カンゲレナ 

ハナリシヨ（標疽） ハナリシヨ ハナリシヨ 

コレラ アネウリヅマ アネウリツマ 

アカブソ（水腫物） コレラ コレラ 

アルニヤ（キン玉ニ出来ル
腫物） 

アカブソ アカブソ 

ヤシイロ  アルニヤ アルニヤ 

カンコロウ（小瘡疥癬の類） ヤシイロ  ヤシイロ 

アネウリツマ（心経腫） カンコロウ カンコロウ 

 ゼイルメンス（下疳瘡） カンダラス 

 ヘストロ（急所ノ腫物） セイルメス 

 ハルサスリゼイル（喉之痛）  
 ケントロホツク（疱瘡）  

 

腫物の経過をヨーロッパ古典では「発生」、「成熟」、「最盛」、「収縮」
の段階に分けていた。この考え方はカスパル流医書の記述にも見られる。発生
期の腫物は「押薬」（Repellativa）で押さえようとした。「散薬」（Resolutiva）
は病因となる物質を揮発性の蒸気に変えるとされた。腫物の発生を止められな
い場合は逆に「膿薬」（Maturativa）により化膿を早めようとした。化膿したも
のはランセイタ（lanceta）で切開し、メイチャ（ポルトガル語 mecha）と呼ばれ
た糸を挿入し、膿などを出してしまう。それから薬油と軟膏をすり込み、「肉
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の成長」を促進する膏薬を付ける。「阿蘭陀ハ腫物ニシテ薬ヲモ不付子細アリ」
というように説明の背景を示す箇所もある219。軟膏としては Unguentum 

Apostolorum､Unguentum Basilicum､ Unguentum Aegyptiacum､ Unguentum 

Camphoratum､ Unguentum Aureum の名が挙がっている｡膏薬としては
Emplastrum Defensivum､ Emplastrum Diachylon､ Emplastrum Mucilaginibus､ 
Emplastrum Diapalmae､Emplastrum Meliloto､Emplastrum Oxycroceum を用いてい
る｡ 

 

 

金瘡の部 

当時のヨーロッパの外科書と同様に、腫物の部の次には傷の部が続く。その
冒頭には「致死傷」についての記述があり、「阿蘭陀外科医方秘伝」では「ハ
ルスヲンド」という明らかにラテン語系でない題名が目につく。オランダ語の 

hart （心臓）の片仮名表記として「ハルス」は考えにくいので、おそらくこれは
ドイツ語の Herzwunde（心臓の傷）だと思われる。中村宗興はこの金瘡の部をど
こかから入手し「金瘡治要」という題名で貞亨元年（１６８４）刊行の『紅毛
秘伝外科療治集』に取り入れている。さらに、「口伝」によるものとして療治
可能な傷の章及び突傷、弓傷、鉄砲傷の記述が、要約された形で寛文１０年（１
６７０）刊行の『阿蘭陀外科良方』の第４巻にも見られる。 

この金瘡部の内容上の主なテーマは以下の通りである。 

 
「阿蘭陀外科医
方秘伝」 

「阿蘭陀外科書」
巻２ 

『紅毛秘伝外科
療治集』巻２ 

『阿蘭陀外科指
南』巻３ 

   慶安３年（1650）    萬治元年（1658）    元禄９年（1696） 

金瘡 金瘡部 金瘡治要 金瘡部 

ハルスヲンド 療治不成疵 必定死疵之事 必定死疵之事 

骨杯切離タル時 療治可成疵療治ノ
事 

不死疵療治ノ事 （不死疵療治ノ
事） 

切疵初テ療治ノ仕 筋切タル筋切タル 腹ヲ切膓出タル時 腹ヲ切膓出タル時 
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ヤウ 時 

打疵、砕タル疵、高
ヨリ落ナトシタル
疵 

血留薬 砕タル疵、鉄砲疵、
高ヨリ落ナトシタ
ル疵 

砕タル疵、鉄砲疵、
高ヨリ落ナトシタ
ル疵 

血ヲ止ル事 腹ヲ切腸出タル時 突疵 突疵 

ネルボノ疵（髄筋
疵） 

砕タル疵、鉄砲疵 血止ル事 血ヲ止ル事 

頭ノ疵 突疵 疵ノ縫ヤウ 疵ノヌイヤウ 

女ノ頭ノ疵 疵縫樣 髄筋疵之事 髄筋ノ疵 

 髄筋ノ疵 頭ノ疵之事 頭ノ疵 

 頭ノ疵 夫人頭ノ疵 胸疵、肺疵、胃ノ
腑疵等など 

 胸疵、肺疵、胃ノ
腑疵等など 

胸疵、肺疵、胃ノ
腑疵等など 

 

 

長さ、テーマの順番の上での相違点はあるものの、文章の内容を比べると、
これらの「金瘡部」は間違いなく同じ文献（猪股伝兵衛の報告）に由来するも
のと断言できる。治療可能な傷の場合は、その傷を木綿と温かい焼酎できれい
にしてから、麻の糸に蝋をつけて、まず傷の真中を一針据え、脇は傷の長短に
より間を５分程宛て縫う。糸は、傷の脇に結んでおく。卵の白身と椰子の油を
等分に粘りがないように混ぜ合わせ、「ホツリ木綿」を傷の長さに拵え卵の白
身に浸し、傷に付ける。冬は一日に一度、夏は二度、宛薬を付け替える。５日
ないし７日後に、糸を切って抜き、付薬には卵の黄身を「ヲヽリヨテレメンテ
イナ、ヲヽヲリヨイツヘリコン」と一緒に木綿に浸して付ける。肉が８、９分
目に上がった時は、「エンフラストテヤハルマ」を木綿に伸してその膏薬を巻
き付ける220。 

「止血」の章ではガレノス説を反映する形で動脈（ポルトガル語、ラテン語 

arteria）と静脈（ポルトガル語 veia）について述べられている。 

 



 

 

- 69 - 

「一 血ヲ止ル事。アルデリヤト云ハ心経ヨリ出ル血ナリ。此血色少
薄シテ上々ノ紅ノ如シ。出ルニ走リトブスヘヤト云ハ肝経ヨリ出ル。
此血ハ色コクシテ出ルニ、シヅカニ流ネバキ血ナリ。」221 

 

「阿蘭陀外科医方秘伝」によれば、シャムベルゲルは傷の４つの処方を紹介
している。 

 

「一色ハ疵ヲ焼酒ニテ洗ヌウテ止ル。二ツニワ打破リ肉タタレタルヲ
バ切テ捨、ウサギノ毛ヲ細ニ刻ミ、乳香・アゼベレノ木皮粉ニシテ合、
疵ノ口ニホツリニ付テツクル。血止テ後ハ玉子ノ白ヲ木綿ニ浸付テ、
其上ニ酢ニ水ヲ合木綿ニ浸蓋包縫置ナリ。右ニ云アねウリツマノ血ヲ
止ル薬モ良。三ツニハ血筋ヲ縫事右ニ云心経ノアネウリツマノ血ヲ止
ル如シ。四ツニハ血ノ出ル口ヲ焼止ル事。是ハ腫タル所ヨリ血出ルヲ
焼テ止リ、血モ止物ナリ。焼タル跡ニハ丹凡ヲ焼テ粉ニシテ捻リ掛ル
ホツリヲ蓋ニシテ愈迄置ナリ。血ヲ止テ三日置テ、其後疵ノ養生スル
ナリ。但是ハ古流ナリ。當流ニハ右ノ如ニ焼酒ヲ温テ血ノ止ルマテ
洗。」222 

 

さらに血石はオランダ語の発音でブルウトステン（bloedsteen）として紹介さ
れている。神経の損傷についてはかなり詳細な記述の冒頭にポルトガル語由来
のネルボ（nervo）の定義が目につく。 

 

「一 ネルボノ疵四色有。ネルボト云ハ髓筋ノ事ナリ。髓筋ト云ハ筋
ニ血モナク堅筋也。」223 

 

神経の所在についての説明を反映する「髓筋」というのは訳者が新しく造っ
た日本語であり、正確な理解にいたっていたとは思えない。訳語の「髓筋」は
後世の多くの文書に伝わり、中村宗興の『紅毛秘伝外科療治集』及び『阿蘭陀
外科指南』により一般に定着したようである224。 
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このネルボの傷害は４種に分けられている。 

 

「此疵ニ四色有ト云ハ、先一ツハネルボ突疵。二ツニハ、ネルボ横ニ
半分切タル疵。三ツニハネルボ皆切タル疵。四ツニハネルボ立ニ割タ
ル疵。」225 

 

頭の切疵、突疵、打疵についての記述は極めて詳細なものになっている。「阿
蘭陀外科医方秘伝」は女性の頭傷をもって金瘡の部を終わらせているのに対し、
「阿蘭陀外科書」及び『阿蘭陀外科指南』には胸疵、肺疵など、その他の記述
が続いている。しかし、ヨーロッパの書ではここに続く鉄炮傷、骨折、脱臼、
ペストが、３書すべてに欠けている。また、疵の関係では「脳ヲ包（ム）薄ヨ
ウ」（脳膜）、「胸ト腹トノヘダテ皮」（横隔膜）226、「髓筋」、いくつかの、
東洋医学に見られない断片的な記述はあるが、それは体系的な解剖学にはいた
らなかった227。 

 

 
図１０  「ネルボ」の傷に関する記述（「阿蘭陀外科書」より）228 

 

「阿蘭陀外科書」及び『阿蘭陀外科指南』は「阿蘭陀外科医方秘伝」よりも
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整理され、いくらか詳細になっている。また、『阿蘭陀外科指南』の内容はあ
らゆる点において「阿蘭陀外科書」との密接な関係を示している。文献学的に
は２通りの説明が考えられる。猪股の報告書が元々「阿蘭陀外科書」に見られ
るような形式であったとすれば、「阿蘭陀外科医方秘伝」では一部が欠落して
いることになる。あるいは「阿蘭陀外科医方秘伝」がほぼ原型のままであり、
後の写本で補足、整理されたのかも知れない。 

いずれにしても、この背後にあったヨーロッパの書物についての問題も浮上
してくる。別の箇所ですでに紹介しているように、シャムベルゲルは１６５０
年の６月に出島商館から医書を江戸へ送ってもらった229。その中にはパレの著
作もあったに違いない。上記の腫物及び外傷の記述にはパレとの多くの類似点
が見られるが、はっきりとした相違もあるので、シャムベルゲルが複数の医書
を用いた可能性は高い。 

 

 

図１１  初期紅毛流外科の写本「阿蘭陀外科カスハル十七方之書」230  

 

 

カスパル流の「十七方」 

「阿蘭陀外科医方秘伝」などでは膏薬と軟膏の処方に多くのページが割かれ
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ており、その製造と使用が外科医の重要な仕事の一つであった。すでに関場不
二彦はこの「十七方」が「阿蘭陀外療集」のものと一致し、おそらく直接シャ
ムベルゲルに遡るであろうと指摘しているが、その内容や出典については触れ
ていない231。 

調合法についてはあまり書かれていない外科書よりも、当時の薬局方を参照
した方がその出典を知る上で確実である。私はここでドイツ・アウグスブルク
薬局方の１６１３年と１６２９年版（Ａ）、ドイツ・ケルン薬局方の１５６５
年版（Ｂ）、ロンドン薬局方の１６１８年版（Ｃ）、アムステルダム薬局方の
１６３６年版（Ｄ）と１６３９年版（Ｅ）を用いた232。特にアムステルダム薬
局方とは一致点が多い233。 

 
  A B C D E 処方の由来 

1 Emplastrum Defensivum ≠     < Vigo ? 

2 Emplastrum Diachylon simplex ≠ = ≠ = = < Mesuë 

3 Emplastrum Mucilaginibus ≠ ≠  = = < Nicolaus Praepositus 

4 Emplastrum Diapalmae = =  = = < Mesuë < Galen 

5 Emplastrum Diapompholigos ≠   ≠ ≠ < Nicolaus Alexandrinus 

6 Emplastrum Gratia Dei ≠  ≠ = = < Nicolaus Praepositus ? 

7 Emplastrum de Minio ≠  ≠ = = < Vigo 

8 Emplastrum de Meliloto = = = = = < Mesuë 

9 Emplastrum Oxycroceum = ≠ ≠ ≈ ≈ < Nicolaus Alexandrinus 

10 Emplastrum Griseum = ≠  ≈ =  

11 Unguentum Album Camphoratum ≈   ≈ ≈ < Rhazes 

12 Unguentum Apostolorum ≈ ≈  ≈ ≈ < Avicenna 

13 Unguentum Basilicum =   ≈ = < Mesuë  

14 Unguentum Stipticum    ≠ ≠  

15 Unguentum Aureum =  = = = < Mesuë 

16 Unguentum Nervinum ≠  ≠ = =  

17 Unguentum Aegyptiacum ≈ = = = = < Mesuë 
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シャムベルゲルの軟膏薬はオランダ式の調合法に拠っていたと思われがちで
あるが、アムステルダムの薬局方はより伝統の古いドイツのアウグスブルクと
ケルン及びイギリスのロンドンの薬局方に遡るものである234。また、処方の一
部はさらに中世のイスラム系学者に拠るもので、カスパル流のこの「十七方」
についてはオランダ流やドイツ流のものと断定することはできない。 

西洋の薬局方はこのような調合薬の場合、Recipe （Rp, Rx）、つまり「取れ」
という指示で始めることになっており、その後に続いて成分がいわゆる生格で、
分量が対格で示されている。一連の、略語を含む調製法（Subscriptio）からはそ
の具体的な製造法について知ることはほとんどできない。ここでアムステルダ
ム薬局方１６３６年版と「阿蘭陀外科医方秘伝」を比べてみることにする235。 

 
Emplastrvm Gratia Dei  熱 ヱンフラストガラサデイヤ 

Rx Cerae novae, 一 セイラ 四十目 

Resinae, 一 コルホウニヤ 四十目 

Sevi hircini, ana Vncias quatuor. 一 セイベヱルジネ 四十目 

Terebinthinae Vncias duas. 一 テレメンテイナ 二十目 

Aeruginis, 一 メイラ 三匁 

Mastiches, 一 マステキス 三匁 

Olibani, ana Drachmas tres. 一 ヘルテ 三匁  

F[iat] l[ege]a[rtis] Emplastrum 右煉合ル時ホルトカルノ油少入ル 

 

シャムベルゲルは Recipe（Rp、Rx）を省き、いくらかぼんやりと書き換えが
わかる程度に名称をときには主格で、ときには生格で書いている。また、ポル
トガル語やオランダ語も混じっている。分量は１リブラを一斤、１オンスを１
０目、また１ドラハメを１匁として示している。猪股伝兵衛はヨーロッパの換
算法（1 libra = 12 unciae = 96 drachmae）を知らなかったようだ。後の処方、たと
えば１６５６年のハンス・ハンコの場合には１リブラが正確に９６匁に換算さ
れている。このように換算の間違いはカスパル処方の特徴となっている。「阿
蘭陀外科医方秘伝」などの「十七方」の処方のほとんどは、成分の並べ方にい
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たるまでアムステルダム薬局方の処方と一致している。調製法（Subscriptio）の
形式として最後にたいてい「上記を混ぜて用いること」と記されている。 

「十七方」とヨーロッパのそれの原型を比較してみると、多少の間違いが見
受けられる。すでに１６５０年の報告書作成の際に猪股伝兵衛による誤解が生
じており、カスパル文書のすべてにおいて Unguentum de Althaea の処方がヨーロ
ッパの原型とは異なっている。シャムベルゲルは元来 Unguentum Nervinumを紹
介していたのだが、その膏薬の名前が落とされ、たまたま最初の成分であった 

Unguentum de Althaea が元の膏薬名の代わりに入られてしまったのである。さら
に Emplastrum Diapompholigos は本来軟薬であり、膏薬ではない。Emplastrum 

Meliloti では、 Radix Cyperiと Radix Iridis という２成分が「シピリイリデス」と
して一つにまとめられている。 

シャムベルゲルの後任者達も様々な膏薬や軟膏を用いていたので、上記の名
称は多くの写本に現れる。代表的な「カスパル文書」における「十七方」の順
序を比較してみると、その伝達の状況が分かる236。 

 

 
「十七方」の順序                  

「阿蘭陀外科医方秘
伝」 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

「阿蘭陀外療集」巻６ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

「カスパル口伝薬方」 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

「紅毛外科書」（京大） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

「阿蘭陀膏薬」 14 12 17 13 16 15 * * 10 11 * 2 1 8 9 7 6 

「カスパル流伝授本」 14 12 17 13 16 15 3 4 10 11 4 2 1 8 9 7 6 

「外科要訣」巻３ 5 2 1 10 13 12 11 4 * 9 23 21 20  26 25 27 

『阿蘭陀外科指南』 1 2 11 12 13 14  15 16 17 * 19 23 26 21 24 25 

「阿蘭陀流外科書」 1 2 5 4 8 9 10 3 7 6   15 25 24 23 27 

「阿蘭陀外科伝」 3 6 12 2 8 7  15 5 4   1 13 14 11 10 

「阿蘭陀カスパル秘 4 7 5 2 3  11 9 6 8 10 15 14 17 12 16 13 
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方」 

「阿蘭陀秘伝膏薬書」 5 8 6 2 3 1 11 4 7 9 10 16 14 17 12 15 13 

「阿蘭陀外科書」（九
大） 

1 3 8 2 4 10 9 5 6 7 17 18   20  21 

「阿蘭陀外科書」（杏
雨） 

* * 12 2 6  13 8 10 11  23 28 25 26 18 27 

「阿蘭陀外科書」（慶
大） 

1 2 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 22  20 23 24 

「阿蘭陀カスパル伝
抜書」 

6 2 7 8 9 10 12 11 13 14 2 3 1 28 26   

「紅毛膏液」 5 1 2 4 3 15 13 16 6 17 14 11 10 12 8 7 9 

 

元来の「十七方」はまとまった形で伝承されていることが多いが、宗田一が
すでに示したように、「カスパルの七十二膏薬」のような膨張した混ぜ物の例
もある237。紀州の華岡塾で写された「オランダ外科秘伝書」には「阿蘭陀カス
ハル」の名のもとに「七十五方」が列挙されている238。また、内容の上でほと
んど関係がない写本の存在していることも、後世におけるカスパルの名の浸透
性とその魅力を物語っている239。 

 

 

3.5 輸入医薬品についての記述  

すでに述べたように、シャムベルゲルが１６４９年の江戸参府に同行したフ
リーセの使節団は、献上品として薬箱も持参していた。その中身はロベイン号
の送り状に示されている。そこにはまた、一方は献上品として将軍に、もう一
方は老中のために井上筑後守が注文したと記されている240。「阿蘭陀外科医方
秘伝」にはまた、この薬品の大部分を網羅するリストも見られる。 

 

「井上筑後守殿御用被召上薬物之事241  
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一 ミイラ ネダン目ガヘ [= Mumia] 

一 ヘイシムレイル アバラ骨一ツ 代四十三匁 [= peixe mulher] 

一 ヒリリ    一筒 代五匁 [= biriri] 

一 琥珀     一袋 一斤ニ付百廿目 [= Succinum] 

一 バルサモ   フラスコ一ツ ネダン目ガヘ [= Balsamum] 

一 ヲヲリヨテレメンテイナ 代一匁ニ五匁ニ下宛 

[= Oleum 

Terebinthinae] 

一 コンヘキシヨアルカルモス 

ヲランダカイモト百目 

上ケ申ネダン五十目 

[= Confectio 

Alkermes] 

一 コンヘキシヨシヤジント 

ヲランタカイ八十目 

上ケ申ネタン四十三匁 

[= Confectio 

Hyacinthi] 

一 テリヤグン 

ヲランタカイ三十目 

上ケ申ネダン十五匁 [= Theriacum] 

一 メテリダアテ 

ヲランタカイモト廿五匁 

上ケ申値段十五匁 [= Mithridatum] 

一 キリシタルンタルタリ 

ヲランタカイ四匁 

上ケ申ネタン同 

[= Cristallum 

Tartari] 

一 アグハビイテマテリヨウリ 

ヲランタカイ三十五匁 

上ケ申ネタン二十五匁 

[= Aqua vitae 

Matthioli] 

一 ヲビタンテサレトン 

ヲランタカイ十匁 

上ケ申ネタン七匁  

一 バルサモヘラヒヤヌン 

ヲランタカイ三十五匁 

上ケ申ネタン十七匁 

[= Balsamum 

Peruvianum] 

一 テヘンシイブンヒキヨウナス 
一鉢 

ヲランタカイ十匁 

上ケ申ネタン七匁」 

[= Defensivum 

Vigonis] 

 

 

出島商館長によれば、シャムベルゲルは大目付井上の屋敷でオランダの薬品
についてその性質と使用法について尋ねられた。「阿蘭陀薬 遣様 井上筑後
守殿 上写」というテキストの内容は、かなりの確率でこのときの説明に遡る
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ものと思われる。これは上述の薬品と、さらに数種の薬品について手短に述べ
ている。この内容は「阿蘭陀外療集」（第７巻）にも見られる。享和元年（１
８０１）、紀州の華岡塾において写された「阿蘭陀加須波留伝膏藥方」には、
興味深いことに「阿蘭陀薬種能毒カスバル伝渡薬」という表題の下に、ほぼ同
様なテキストが見られる。また、「阿蘭陀薬品主治部」が示すように、この薬
品のリストは桂川甫筑の手にも渡っていた242。ここでは、例として「ヘイシム
レル」（人魚）についての記述を挙げる。 

 
「阿蘭陀外科医
方秘伝」 

「阿蘭陀外療集」
巻七 

「阿蘭陀加須波
留伝膏藥方」 

「阿蘭陀薬品主
治部」 

「ヘイシムレル 

痔有人不断身ニ添
持テヨシ。粉ニシテ
少シ宛酒ニ入用五
体ニ有砂ヲ下シテ
ヨシ。血止ニ第一
良。下血ニモ用ヤウ
同前。」 

「ヘイシムレイル 

痔有人毎ニ身二ツ
ヘ持テ良。粉而少宛
酒ニ入用ハ五躰ニ
有砂ヲ下ス。湯ニテ
モ用テ良。第一血止
ルニ良。下血ニハ湯
ニテ用テ良。」 

「ペイシムレイル 

痔有人毎ニ身ニ添
持テ吉。粉ニシテ少
宛酒ニ入用五体有
砂ヲ下シテ良。湯ニ
テモ用。第一血留ニ
吉。下血ニハ湯ニテ
用良。」 

「ヘイシムレル 

 

主治痔病ニ良粉ニ
メ少シツヽ酒ニテ
モ湯ニテモ用レハ
五体ニ有砂ヲ下シ
テ吉血留ニ亦吉也
下血ニモ可也」 

 

これは明らかに猪股伝兵衛がまとめた報告書の一部である。この渡来薬につ
いての記述は後になるとあまり重要視されなくなったようである。特使フリー
セが１６４９年に持参した薬箱の内容と、この３つの文献に記されている薬品
とが大体において一致していることも考えあわせると、この文書の信頼性には
疑う余地がないと結論づけられよう。名称の一部はポルトガル語であり、大部
分はラテン語の形を示している。これらの薬品は確かにヨーロッパの薬局で売
られていたが、産地は世界の各地域にあったので、厳密な意味での「オランダ
薬」ではなかったことも忘れてはならない。内容、使用などについては宗田一
が「渡来薬の文化誌」で詳細に紹介している243。 
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（A）「阿蘭陀薬使様 井上筑後守殿 上写」（「阿蘭陀外科医方秘
伝」）、（B）「萬渡薬使様 阿蘭陀外療書口伝」（「阿蘭陀外療集」
巻７）、（C）「阿蘭陀薬種能毒カスバル伝渡薬」（「阿蘭陀加須波
留伝膏藥方」）、（D）「阿蘭陀薬品主治部」（「阿蘭陀薬品主治部」） 

原文の名称 語源244 ラテン語名 A B C D 
ミイラ  ? Mumia245 ◯ ◯ ◯ ◯ 

ヘイシムレル peixe mulher（ポ） 未定246 ◯ ◯ ◯ ◯ 

スクシイネ Succini Succinum ◯ ◯ ◯ ◯ 

バルサモ balsamo（ポ） Balsamum ◯ ◯ ◯ ◯ 

ヲヽリヨテレメンテイ
ナ 

Óleo termentina

（ポ） 

Oleum Therebintinae ◯   ◯ 

コンヘキシイヨアルカ
ルモス 

Confectio Alkermes Confectio Alkermes ◯ ◯ ◯ ◯ 

テリヤクン T(h)eriacum T(h)eriacum ◯ ◯ ◯ ◯ 

メテリダアテ Mithridaat（オ） Mithridatium ◯ ◯ ◯ ◯ 

キリシタルンタルタリ Crystallum Tartari Crystallum Tartari ◯ ◯ ◯ ◯ 

ヲビタンデサレトン （腹痛、血下に）  未定 ◯ ◯ ◯ ◯ 

マテヨカナノ木 Mechoacanna Mechoacanna [alba] ◯ ◯ ◯ ◯ 

コンタラエルバ contrayerva（ポ） Radix Contrayerva ◯ ◯ ◯ ◯ 

ラジスヘヨニヤ Radix Paeoniae Radix Paeoniae ◯ ◯ ◯ ◯ 

ハルサモヘラヒヤヌン Balsamo 

Peruvianum （ポ） 

Balsamus Peruvianus ◯ ◯ ◯ ◯ 

テレメンテイナベネジ
ヤ  

Terebenthina 

Veneta 

Terebenthina Veneta ◯ ◯ ◯ ◯ 

メテリチイクンノ木 Nephriticum  [Lignum] Nephriticum ◯ ◯ ◯  

サルサヘレイラノ木 Salsaparilla [Lignum] Salsaparilla ◯ ◯ ◯ ◯ 

アヒン aphim / afim247  Opium ◯ ◯ ◯ ◯ 

ビリリ Biriri248   ◯ ◯ ◯ ◯ 

コンヘキシヨジヤシン Confectio Confectio ◯ ◯ ◯ ◯ 
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トウルン Hyacinthorum Hyacinthorum249 

レシイネガラハ Resina Jalappae Resina Jalappae  ◯ ◯ ◯ 

ペイダラバザル pedra bezoar（ポ） Petra Bezoar ◯ ◯ ◯ ◯ 

コキニヨ coquinho（ポ） Oleum Palmae ◯ ◯ ◯ ◯ 

ハウテコブラ pau de cobra（ポ）   ◯ ◯ ◯ 

イヒ之玉 （毒消）  未定  ◯ ◯ ◯ 

ウンカウルノ unicórnio（ポ） Unicornu ◯ ◯ ◯ ◯ 

カルモスアルマテカ (ポ) Calamo 

aromatica 

Calamus / Calmus 

aromaticus 

 ◯ ◯ ◯ 

ヒヨウニ （小児驚風に） 未定  ◯ ◯ ◯ 

リキヌンサルサフラス Lignum Sassafras Lignum Sassafras  ◯ ◯  

エキスタラキルイバア
ルホ 

extracto ruibarbo

（ポ） 

Extractum Rhabarbari  ◯ ◯ ◯ 

ラチイリヤス raicillas ? （ポ） radices ?  ◯ ◯  

コロウクスヲエンタリ
ス 

Crocus orientalis Crocus orientalis  ◯ ◯ ◯ 

イストウラスカルミイ
テ 

Styrax calamita250  Styrax calamita  ◯ ◯ ◯ 

ソンキニロウデ （油薬） 未定  ◯ ◯  

ホルレスタラチイホ （血止薬） Flores (未定)  ◯ ◯  

コンセルハブキニス Conserva Bucinis Conserva Bucinis  ◯ ◯  

テレヤカ Teriaca（ポ, ラ） T(h)eriaca ◯ ◯ ◯  

 

 

3.6 薬草及び薬油についての記述  

「阿蘭陀外科医方秘伝」は油についていくらか述べてはいるが、体系的なも
のではない。そのため、筆者は長い間「カスパル文書」に所々見られる薬草及
び薬油の記述には注意を払っていなかった。しかし、その第一部が「油之大事」
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に当てられている「阿蘭陀加須波留秘方」の冒頭に「上意依而為書之御取次井
上筑後守殿」という出典に関する興味深い説明が付せられており、またシャム
ベルゲル流の体液病理学や膏薬、軟膏のことも出てくるので、この写本の信憑
性は決して低くはないようである251。また、「カスパル伝薬方」の「阿蘭陀油
取様並功能 メステルカスハル伝」、「紅毛膏液」の「カスパル油集」及び「阿
蘭陀加須波留伝膏藥方」の「諸薬艸功能 油配剤藥酒」252 という記述も目を引
く。それぞれの薬油についての説明は以下の例が示すように比較的簡単なもの
である。 

 

「オフロヨカモメリ 野菊ノ油ナリ、性微温、主治疵ノ痛ヲ止、筋骨
ノ痛ヲ止」253  

 

上記の写本には次の薬油についての同様な記述が見られる。 

 
原文の名称、当時の漢字訳  ラテン語名（語源） 

ヲヽリヨアルテイヤ（小葵ノ花ノ油）  Oleum Althaeae 

ヲヽリヨシンクテイヤ（女郎花ノ油）  Oleum ? 

ヲヽリヨフレイル（ニワトコノ花油）  Oleum ? 

ヲヽリヨアニイシ（大茴香）  Oleum Anisi 

ヲヽリヨアネイテ（伊乃牟奴ノ油）  Oleum Anethi 

ヲヽリヨテレメンテイナ terementina （ポ) Oleum Terebinthinae 

ヲヽリヨヲアロン（鶏卵ノ油）  Oleum Ovarum 

ヲヽリヨセンシイフラ（生姜ノ油）  Oleum Zingiberis 

ヲヽリヨキヨヨメス（瓜実ノ油）  Oleum Curcumis 

ヲヽリヨコルテシビシイテレ（佛手
ノ皮ノ油）  Oleum Corteci  ? 

ヲヽリヨイリヤス（白茨ノ油）  Oleum Ireos 

ヲヽリヨリイ（麻仁油）  Oleum Lini 

ヲヽリヨロサアト（イバラノ花）  Oleum Rosato, 
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Rosaceum 

ヲヽリヨカ
 ヤシホ

モメル（野菊ノ油）  Oleum Chamomillae 

ヲヽリヨイヘリコン（ヲトキリ草ノ
油）  Oleum Hyperici 

ヲヽリヨソクシイネ（琥珀ノ油）  Oleum Succini 

ヲヽリヨヒヨウウラス（駒引草ノ油） violas (ポ) Oleum Violae 

ヲヽリヨリイネシリヨウルン（白ユ
リノ花ノ油）  

Oleum Liliorum 

[alborum] 

ヲヽリヨラハツロン（菜種ノ花ノ油）  Oleum Sinapi  

ヲヽリヨタアト（土ノ油）  Oleum Terrae 

ヲヽリヨミニヨウカス（蚯蚓ノ油） 

óleo de minhocas  

(ポ) Oleum Lumbricorum 

ヲヽリヨラホウゾ（狐ノ油） vos (オ) Oleum Vulpinum 

ヲヽリヨタアヲヌ（狸ノ油） das (オ) Adeps Taxi 

ヲヽリヨハアト（鹿ノ油） hart (オ) Adeps Cervi  

ヲヽヲフリヨアンテン（アヒルノ油） eend (オ) Adeps Anatis 

ヲヽリヨカ
 ヤシホ

フン（野牛ノ油） kalf (オ) Oleum Tauri ?  

ヲヽリヨカ
 ヤシホ

アン（豹ノ油） cano (ポ) Adeps Canis 

ヲヽリヨヒテリヨウル（膽礬ノ油） vitriool (オ) Oleum Vitrioli 

ヲヽリヨソルフラ（硫黄ノ油） sulfura (ポ) Oleum Sulphuris 

ヲヽリヨセイラ（蝋ノ油）  Oleum Cerae  

ヲヽリヨスカンフル（龍腦ノ油） kamfer (オ) Oleum Camphorae 

ヲヽリヨカ
 ヤシホ

ンフラ（樟腦ノ油）  Oleum Camphorae  

ヲヽリヨナアカラ（丁子ノ油） nagel (オ) Oleum Cariophyllorum 

ヲヽリヨシュニヘル（ソナレ松ノ実
ノ油）  Oleum Juniperi  

ヲヽリヨコラレイフリ （珊瑚珠ノ油）  Oleum Coralli rubri  

ヲヽリヨメリロフト（餅蓬花油）  Oleum Meliloto  

ヲヽリヨフレイサンフイン（山燈心  Oleum Sambuci  
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草ノ実ノ油） 

ヲヽリヨロウリイネ（ツヽノ実ノ油）  Oleum Laurinum  

ヲヽリヨカ
 ヤシホ

ルハヌン（杉脂ノ油）  Oleum Galbanum  

ヲヽリヨメルラロウルン（栢ノ実ノ
油）  Oleum Myrtillorum  

ヲヽリヨヲリハアヌン（乳香ノ油）  Oleum Olibanum  

ヲヽリヨムスカネト（肉荳蒄ノ油） muscado  (ポ) 

Oleum Nucis 

Moschatae 

ヲヲリヨメンテ（薄荷ノ油）  Oleum Menthae  

ヲヽリヨランシシヤアロム（蜜村ノ
皮ノ油） 

oranje-schillen 

(オ) 

Oleum Cortices 

Aurantiorum 

ヲヽリヨテイシュンヘイン（蜈蚣ノ
油） duizendbeen  (オ) Oleum Centipedi 

ヲヽリヨロラト（金ノ油） orado (ポ) Oleum Auri 

ヲヽリヨカ
 ヤシホ

ネイラ（肉桂ノ油） canela (オ) Oleum Cinnamomi 

ヲヽリヨカ
 ヤシホ

ンキリ（蟹ノ油）  Oleum Cancri  

 

それが１６５０年に猪股伝兵衛がまとめた報告の一部であったかどうか、ま
だ決定的な証拠は見つかっていないが、シャムベルゲルが油について述べてい
たことは、「阿蘭陀外科医方秘伝」などの新しい材料を数多く必要とする処方
からもうかがえる。その性質、特徴を定め、可能な限り国内で同じもの、ある
いはそれと似たものを見つけ、製造することが、「紅毛人」の外科の受容にお
ける一つの大きな課題になっていたことは想像に難くない。シャムベルゲルが
日本を離れた直後、井上筑後守が蒸留装置を注文したことも偶然ではなかった
であろう254。 

薬油の取様及び効能の記述が含まれている写本は少なくない。河口良庵の「外
科要決全書」及び「阿蘭陀外療集」の薬油についての説明は残念ながら、上記
のものとは異なっている。他の文書と比べてみてもはっきりとした全体像はま
だ浮かんでこない。シャムベルゲルの滞日後約２０年して、２人の薬剤師ゴッ
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トフリード・ヘック（Gottfried / Godefried Haeck）とフランツ・ブラウン（Franz 

/ Frans Braun）が出島において油の蒸留について体系的な授業を行い、255 それに
関する知識の水準が飛躍的に向上したため、シャムベルゲルの初歩的な説明は
写されなくなったようである 

 

 

3.7 「南蛮流外科書」及び『阿蘭陀外科指南』の位置について  

南蛮流外科の特徴を論じた富士川游は帰化人沢野忠庵の著書とされた「南蛮
流外科秘伝書」から上記の体液病理学の概略を紹介し、『阿蘭陀外科指南』に
載っている「外科総論」もこれと同文であると書いているが、この「南蛮流外
科秘伝書」の所在は謎に包まれている256。現在、医学関係の「忠庵文書」とし
て残っているのは京都大学富士川文庫蔵写本の「南蛮流外科書」及び寛永年頃
に遡る巻物（無題、筆者蔵257）のみであるが、『日本医史学』に載っているよ
うな記述はここでは見られないので、富士川がこの文書とその他のものとを見
間違えてしまったのではないかと思われる。以前に、南蛮流文書にも阿蘭陀流
文書にも同一の記述がなされているという富士川説に触発されて、その真偽を
追究した海老沢有道も「南蛮流外科書」しか見つからなかったのである。この
「南蛮流外科書」は、『阿蘭陀外科指南』と多くの点において異なる忠庵流の
漢方化、改編されたものであるという彼の結論には、筆者も基本的に賛成であ
る。 

確かに、「南蛮流外科書」の巻末にある「右者南蛮忠庵秘密之金瘡之仕掛並
ニ薬方可秘ゝ云ゝ」という記述は沢野忠庵がその著者であることを示している。
ところが、この書に見られる腫物についての記述はカスパル流文書のそれに酷
似しているし、金瘡の部にも同様の点が目につく。また、「 Cerussa 」の漢字名
「唐土」は「南蛮流外科書」にはあるが、数ヶ所において「阿蘭陀赤土」とな
っていることも注目に値する。さらに、金瘡を取り扱う「南蛮流外科書」の下
巻を見ると、薬方の面においては異なるところがよくあるが、本文のかなりの
部分は「スティヒン伝来」とされている「外科秘伝書」と一致している258。以
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上の点を総合すると、この書は、後世の混合物だと改めて強調せざるを得なく
なる。 

こういった曖昧な背景にもかかわらず、海老沢氏は元禄６年刊行の『阿蘭陀
外科指南』を調べ、とりわけ第１巻の「外科総論」から一連のポルトガル語に
由来する単語を証拠として挙げることにより、この版本も沢野忠庵に遡るもの
であるという説を立てた。海老沢氏のこの説によれば、沢野のみが当時このよ
うに体系的な文章を著す力を有しており、表題に見られる「阿蘭陀」も、実は
キリシタン追放以後「南蛮」の一種の偽装であった、としている259。 

しかし、この説が立てられたとき、１７世紀半ば頃における蘭館医による「授
業」の詳細はまだあまり知られていなかったのである。紅毛流文書の殆どは、
最初からかなり整理されており、江戸及び出島で教師を務めていた外科医がヨ
ーロッパで受けた教育をよく反映している。彼らは、時間さえあれば、書物を
元に体系的な指導を行おうとしていたに違いない。また、当時の日蘭間のコミ
ュニケーションを考えると、今日の日本語にも見られるようなポルトガル語か
ら来ている用語の存在だけでは、『阿蘭陀外科指南』及び「南蛮流外科書」な
どの医学がポルトガル流のものであったという主張の根拠として極めて不十分
だと言わざるを得ない。１７世紀後半になってもまだ通詞はオランダ語よりも
ポルトガル語の方に精通しており、オランダ商館長はもちろん、外科医の一部
も東アジアのこの共通語が話せたのである。 

また、ひっきりなしに東インド会社からポルトガル語の解剖学などの医書を
注文していた大目付井上が沢野忠庵の所蔵した書籍及びその他の文書を把握し
ていなかったはずがない260。沢野自身が再三にわたり出島商館に出向いて薬品
や治療についての情報を求めていたことも考えると、彼の果たした役割及び彼
に遡るとされる文書が再検討されるべきであろう。 

薬学の立場から「南蛮医学から蘭方医学へ」の転換を追究した宗田一も、ま
た「阿蘭陀外科全書」を中心にして「南蛮、紅毛流外科の境界」を検討した阿
知波五郎氏も上記の海老沢説に異論を唱え、『阿蘭陀外科指南』には南蛮・紅
毛両系が混在しているという結論を出している261。上述の様々なカスパル流文
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書との比較によってさらに明らかになったように、『阿蘭陀外科指南』の大半
はオランダ商館から伝わってきた資料に基づいている。第１巻の中核はカスパ
ル流であり、第２巻の膏薬方の多くには「カスパル伝」、「アンスヨレアン伝」、
「コルネリス伝」と名付けられており、蘭館医 Caspar Schamberger （滞日期間１
６４９年～１６５１年）、 Hans Juriaen Hancke（滞日期間１６５５年～１６５７
年）及び Cornelisz. Stevensz. （滞日期間１６４２年～１６４５年）や Cornelisz. de 

Laber （滞日期間１６６５年～１６６６年）がその処方の教師として挙げられて
いる262。 

 

『阿蘭陀外科指南』  

巻之一 外科總論  熱寒風痰見樣并諸腫物之事  

一 熱腫 十  生心經腫物 

二 寒腫 十一 發薄血腫物 

三 風腫 十二 水腫物 

四 濕腫 十三 生陰嚢腫物 

五 癰瘡 十四 發濁血腫物 

六 疽瘡 十五 濁血焦腫物 

七 疔瘡 十六 發腐血腫物 

八 痿痺 十七 下疳瘡 

九 疽  

卷之二  

1) エンフラスト・テヘンシイフン
ヒキヨウナス カスハル傳  

2) エンフラスト・テバヤキロン カ
スハル傳   

3) エンフラスト・デヤキロンカウ
ミ ヤン傳  

4) エンフラスト・アトストン ヤ
ン傳 

5) エンプラスト・ヲヲカツトフラ
イシトロ コルネリス傳 

6) エンプラスト・キリヒシヨン コ
ルネリス傳 

7) エンフラスト・デヤウニスシネ 8) エンフラスト・メリロウトアイ
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メリグウリヨアンスヨレアン傳  ヤ カスハル傳   

       [...]   

14) エンフラスト・デミニイヨ カ
スハル傳  

15) エンフラスト・メリラウト カ
スハル傳   

16) エンフラスト・ヲシコロシヨ
ン カスハル傳  

17) エンフラスト・ゲリシウン カ
スハル傳  

18) エンフラスト・アルホンコク
トン コルネリス傳  

19) イングエント・アボストロウ
ルン カスハル傳  

20) イングエント・スタンコロス
ト 

21) イングエント・ヲヲリウン カ
スハル傳  

22) イングエント・ウエツト  23) イングエントバジリコン カ
スハル傳  

24) イングエントデアルデイヤ カ
スハル傳  

25) イングエント・エジブシヤク
ン カスハル傳  

26) イングエント・ステヘクン カ
スハル傳  

27) イングエント・ヒリイト 

28) イングエント・テイケステイ
ボンアンスヨレアン傳 

29) ロツブトウリヨン 

30) ヘレシビタアル 31) イングエントバストリ 

32) イングエント・デアルテイヤ
アンスヨレアン方  

33) イングエント・アルフンカン
フラントン カスハル傳  

34) ヲツフヤアダ 35) アルホン 

36) イングエント・ベルメイリヨ  37) イングエント・ヲヲテルトブ  

38) イングエントブランコ （ポ） 39) イングエント・アマレイラ 
（ポ） 

40) イングエント・サアラ 41) イングエント・ヒメンダ   （ポ） 
42) イングエント・フレイト 43) イングエント・アギリヤン ヤ

ン傳 

44) イングエント・ヒグルマン  45) イングエント・クレイヘシ  

46) イングエント・ホツホウリヨ 47) イングエント・モントウニヨ
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ンアンスヨレアン傳 ス 

48) イングエント・テミニイヨ 49) イングエント・バジリコン 

50) エンフラスト・バジリコン 51) エンフラスト・ブロウ 

52) 疵膏藥 カスハル傳  

油藥 油取ヤウハ別書ニ記ス 

01) ヲヽリヨロウリ 02) ヲヽリヨカモメリ 03) ヲヽリヨアルテイ
ヤ 

04) ヲヽリヨイヘリコ
ン 

05) ヲヽリヨビヨウラ
ス 

06) ヲヽリヨレリヨウ
ロン 

            ［中略］ 

39) ヲヽリヨセンシイ
フラ 

40) ヲヽリヨイリヤウ
ス 

41) ヲヽリヨルイド 

42) ヲヽリヨアモウラ
スカラモンジヤ 

43) ヲヽリヨキヨキヨ
メス 

44) ヲヽリヨアメンド 

 

第３巻のはカスパル文書の金瘡部とほぼ一致している。 

 

巻之三 金瘡部  

1) 必定死疵之事 2) 突疵之油藥 3) 血ヲ止ル事 

4) 髓筋ノ疵之事 5) 髓筋、ネルボノ藥 6) 頭ノ疵ノ事 

7) 頭之薄ヨウニ疵有
印之事 

8) 頭髓薄皮薄ヨウニ
膿有驗 

9) 頭之髓之動クシル
シノ事 

10) 頭之疵善悪之驗之
事 

11) 頭之疵養生之事 12) 胸疵之事 

13) 經絡   

 

第４巻の「薬草口訣」は幕府の要請で東インド会社の「薬剤師あるいは薬草
熟知者及び蒸留師」ゴットフリエード・ヘック（apotheeker off  kruijdenkenner en 
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distelateur, Godefried [= Gottfried] Haeck）が１６６９・７０年に長崎郊外で行われ
た薬草調査の報告を伝えている263。 

 

 
「薬草ノ名並和文
扣」 
通詞報告1669年264 

「蘭方草木能毒集」 
 
通詞報告1670年(拡
充版) 

『阿蘭陀外科指
南』「薬草口訣」 

ロウザ ロウサ ロウザ 

サトレイガ サトレイカ サトレイカ 

ラアデキスイリヤス ラアテキスリイヤス ラアテキスイリヤス 

メンテ メンテ メンテ 

カルモス カルモス カルモス 

[...]  [...]  [...]  

サビイナ サビイナ サビイナ 

 [...]  [...]  

 カモメイリ カモメイリ 

 
ラアテキスタリシヤ
アノ 

[...]  

  ヘルトヘンケル 

 

第５巻の「腫物之名並諸病異解」、及び「諸薬並言語単語集異解」は河口良
庵が寛文１０年（１６６１）にまとめた「阿蘭陀語」265 に基づいて改編された
単語集であることは間違いなさそうである。 

 

卷之五  

腫物之名并諸病異解  

1) ヘルサスリセイル 62) セイルメス 

2) ルスヲンド 63) スルボ 

3) バリイカ 64) スコロウト 
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［中略］  

諸藥并言語異解  

1) イシヘレイト 304) スクシイネ 

2) イリス 305) スイキリイト 

3) イツヘリコ 306) スクスリクリシヤ 

  ［中略］ 307) ストレマルス 

 

もちろん、南蛮流の記述が残存する可能性はあるが、『阿蘭陀外科指南』は
書名が示す通り、紅毛系の資料に基づいているものであることは明らかである。 

 

 
図１２  薬剤師ヘックの調査報告を反映する「蘭方草木能毒集」266 
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結び  

西洋外科学の全分野にわたってすべてが等しく日本のカスパル流外科学に受
け継がれたわけではない。これまでにわかっている分野は以下の通りである。 

 

一 体液病理学の一部 

一 腫物診断法（「見様」）の基礎 

一 一連の腫物の特徴及び治療法 

一 膏薬と軟膏の「十七方」 

一 外傷の分類及び基本的な手当 

一 一連の医薬品、生薬の性質についての短い記述 

 

体液病理学の記述は簡単な概略のみに限られている。抽象的な内容を伝える
際、言語上及び概念上の問題が山積していたが、腫物と外傷の実際の治療自体
には、理論的背景を深く理解する必要はなかったのであろう。簡単ながらも一
連の西洋の概念をよく反映した記述になっているが、当時の読者はそれらから
どのようなイメージを得ていたであろうか。 

腫物の診断法に関しては、理論を抜きにしては考えられず、かなりの困難を
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伴ったようである。全体的に見て西洋の病理学を思わせる部分が多いが、整然
と整理されていたヨーロッパ式の分類は見当たらない。また、概念の異質性を
示している片仮名表記の用語及び「熱寒風痰見様」などは、東洋医学から「転
用」された訳語であって、訳者の戸惑いが見て取れる。 

カスパルの「十七方」が最も普及していたことから、これに対する当時の医
師達の関心の高さがうかがえる。その大半がアムステルダム薬局方の形を取っ
ているが、そもそもヨーロッパの薬局方には、はるかに多くの膏薬や軟膏が掲
載されていることを考えると、この１７の処方がどのようにして選ばれたのか
不明である。 

外科学の記述は外傷の分類、治療、縫方、止血などに分かれており、そこに
は西洋からの影響がはっきりと現れている。腫物の場合と同様にこのような手
当について説明する中で、様々なデモンストレーションを行い、理解上の問題
をいくらか緩和できたのである。ここには折に触れて解剖学的な記述も見られ
るが、静脈、動脈、神経についての説明が示すように、それは体系的な学習に
よるものではなかった。外科術を紹介するシャムベルゲルは解剖学の重要性を
再三にわたって強調したはずである。解剖学に対する過小評価は、ヨーロッパ
の理髪外科教育におけるその役割の大きさと比べると、はっきりとした対照を
示している。 

シャムベルゲルはいわゆる「低い外科学」（niedere Chirurgie）、または「小
外科学」（Chirurgica minor ）といわれるものしか教えられなかった。しかし、
この狭い分野についても、そのすべてが受け継がれたわけではない。ランセッ
トと針以外の器具は見当たらず、ヨーロッパが当時まだ崇拝していた焼灼の説
明もなければ、膀胱結石手術や切断についても見られない。また日本語での記
述がなされていても、それが実際に用いられていたことを意味していたわけで
はない。例えば、金瘡部で紹介されている（大量の）瀉血法は日本では終始拒
否された。このため紅毛流治療の実情を判断する際には西洋の外科術を紹介す
る文書だけではなく、１７世紀のオランダ東インド会社への注文書、薬品の送
り状及び日本の症例を示す文書なども手掛かりとして参照すべきである。 
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1 杉田玄白は回想録『蘭学事始』上巻、[東京]、天眞樓、明治２年、５丁 
2 (Caspar Schamberger), “Lebens=Lauff”より（以降は SSL 19803, “Lebens=Lauff”） 
3 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
4 Nikolaikirche, Traubuch 1609-1623, p. 288 (婚姻原簿) 
5 Thomaskirche, Taufbuch 1605-1625, p. 152b (洗礼簿) 
6 Stadtarchiv Leipzig, Bürgerbuch 1612-1666, fol. 96 (戸籍簿) 
7 Stadtarchiv Leipzig, Leichenbuch der Leichenschreiberei 1626-1631, Bl.51b: “Ein Mann Herr 

Balthasar Schamberger Handelsmann in der Hewstrassen”（死亡記録） 
8 Zentralstelle für Genealogie (Leipzig)の通知により(１９９０年） 
9 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
10 Michaelについて、Christian Gottlieb Jöcher: Allgemeines Gelehrten=Lexicon 1750参照。 
11 主成分の辰砂と芍薬末に小量の粉末にしたエメラルド、ヘラジカのひづめ、人間の頭骸骨、

赤サンゴ、鹿角、真珠、琥珀を加える。 
12 Stadtarchiv Leipzig, Tit. LXIV 31a, Bl.118b 
13 Vogel (1714), p.535-557。Anon.: Wahrhaffter und auszführlicher Bericht (1737),  (頁番号記載な

し) 
14 D. Schoute: De geneeskunde in den dienst der Oost-Indische Compagnie in Nederlandsch-Indië. 

Amsterdam, de Bussy, 1929, pp. 24-26 
15 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
16 Stadtarchiv Leipzig, II. Sektion, S 421 (裁判関連資料) 
17 Behr (1669), pp.46ff. 
18 Behr (1669), p.51 
19 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
20 Behr (1669), pp.71ff. 
21 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
22 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
23 Plan von Leipzig, aufgenommen und gestochen von Adolf Eltzner 1847, in Commission bei L. 

Rocca, Leipzig. 
24 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
25 Het Nationaal Archief  (オランダ国立公文書館、以下は NA), Het Archief van de 

Nederlandse Factorij in Japan (以下は NFJ) 63,  Dagregister  (出島商館長日誌、以下は DD), 
7.11.1649 (= 1649年 11月 7日)  

26 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
27 SSL 19803, “Abdankung” (頁番号記載なし) 
28 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
29  J.J. Gabler作の銅版画。Wustmann (1897), p. 26より 
30 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
31 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
32 Stadtarchiv Leipzig, Bürgerbuch 1639-1682, p. 89 (戸籍簿) 
33 Stadt Leipzig, Ratsakten, II. Sektion: S Nr. 120, H Nr. 96, T Nr. 84, S Nr. 310, P Nr. 90, G Nr. 

158, Band I, Band II, S Nr. 421, S Nr. 568a (市議会文書) 
34 Thomaskirche, Traubuch 1646-1683, p. 44b (婚姻原簿) 
35 SSL, Nr. 19092, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
36 Nikolaikirche, Traubuch 1664-1681, p. 125, Nr. 74 (婚姻原簿) 
37  SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
38 Zentralstelle für Genealogie, Leipzigの通知により（１９９０年） 
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39 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
40 ライプツィッヒし博物蔵（I/A 355）の Johann Jacob Vogel: Leipzigisches Geschichts-Buch 

Oder Annales [...] biss in das 1714. Jahr. Lanckischen Erben, Leipzig 1714, p. 980/81に差し込ん
である銅版画。 

41 SSL 19803, “Abdankung” (頁番号記載なし) 
42  織物商人組合会長。SSL 17862, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
43 ルカの福音書（2, 25-33）によれば、エルサレムに信仰深い人でシメオンという名の人が

いた。彼に「主のつかわす救主に合うむでは死ぬことはない」と聖霊が告げた。その後、
彼は幼子イエスに出会い、その子を腕に抱き言った「この僕を安らかに去らせて下さいむ
す、私の目が今あなたの救いを見たのですから」。 Simeonsstündleinは救世主との出会い
と、それに続く安らかな死を意味するのだろう。 

44 ここで言っているのは「モーゼの祈り」（詩篇９０）のことで、「われらの年の尽きるのは、
ひと息のようです。われらのよわいは７０年にすぎません。あるいは健やかであっても８
０年でしょう。」 

45 SSL 19803, “Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
46 Stadt Leipzig, Ratsleichenbuch 1699-1707, p. 259b (市議会の死亡原簿) 
47 Zentralstelle für Genealogie, Leipzigの通知により（１９９０年） 
48 Grosses vollständiges Universal Lexicon aller Wissenschafften und Künste [...] Johann Heinrich 

Zedler, Leipzig / Halle, 1732-1750. 
49 Johann Jacob Vogel: Leipzigisches Geschichts-Buch Oder Annales [...], VIII, 1077, 61. 
50 Stadtarchiv Leipzig, Ratsakten, II. Sektion: S Nr. 721 (市議会文書) 
51 SSL 19803,添付資料 
52 NA, NFJ 63, DD 7.11.1649 
53 沼田勇「宮崎古文書によって明らかになったカスパルと河口良庵の消息」『日本医事新報』

第２６６６号、１９７５（昭和５０）年、５月３１日、６３～６５頁 
54 ヴォルフガング･ミヒェル「出島蘭館医カスパル・シャムベルゲルの生涯について『日本

医史学雑誌』３６巻３号、２０１～２１０頁、１９９０年（平成２年） 
 ヴォルフガング･ミヒェル「カスパル・シャムベルゲルの「弔辞」について」『日本医史学

雑誌』３７巻４号、１４３～１５１頁、１９９１年（平成３年） 
55 NA, NFJ 63, DD 22.1.1650 
56 ブロウクホルストの記述は出島商館日誌に見られる（NA, NFJ 63）。フリーセの旅行日誌

の写しはバタフィアからオランダの Heren XVIIへ送られた。NA, Het Archief van de 
Vereenigde Oostindische Compagnie (以下は VOC) 1176参照。 

57 NA, NFJ 63, DD 10.2.1650 
58 VOC 1176, p. 610 
59 NA, NFJ 63, DD 14.2.1650 
60 「阿蘭陀外科医方秘伝」（佐藤文彦蔵書）。宗田一「日本の売薬（１７）-オランダ膏薬・

カスパル十七方」『医薬ジャーナル』１４巻５号、１１３～１１９頁、１９７８年（昭和
５３年）、宗田一「カスパルの江戸での伝習について - 阿蘭陀外科医方秘伝の紹介」『日
本医史学雑誌』２６巻３号、９７～９８頁参照。 

61 オランダ語 vos（狐） 
62 「阿蘭陀外科医方秘伝」、７７頁 
63 インクヱントはポルトガル語 unguento、デアルデイヤはラテン語 de Altheae。 
64 オランダ語 boterより 
65 「阿蘭陀外科医方秘伝」、７７頁 
66 「加須波留秘方並諸家方」（成田図書館、千葉県成田市、ろ・７５８０ー７）、２９丁：「一 

直伝吉永升庵 相州稲葉美濃守殿御抱在江戸 子吉永升雪阿蘭陀ニ付テ筑前ニ下向」 
67 NA, NFJ 79, DD 8.1.1666: “Zuwan (alias Jan Schram)” 
68 NA, NFJ 1168 (a) (Rekening, 13.2.1650) 
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69  Oleum Anethi, Oleum Chamomillae, Oleum Laurinum, Oleum Caryophyllorum 
70  Oleum Therebintinae, Oleum Succini, Oleum Petrae, Oleum Juniperi 
71 Emplastrum Meliloti, Emplastrum Santalinum, Emplastrum Mucilaginibus 
72 「阿蘭陀外科医方秘伝」、７７頁 
73 NA, NFJ 66, DD 16.1.1653及び NFJ 69, DD 8.2.1656, 21.2.1656参照。 
74 井上の病気については NFJ 67, DD 17.2.1654, 10.3.1654及び NFJ 68, DD 3.2.1655参照。 
75 NA, NFJ 66, DD 29.1.1653 
76 Oleum Vulpinum, Oleum Terebinthinae, Oleum Laurinum, Unguentum de Althaea, Emplastrum 

Mucilaginibus 
77 「阿蘭陀外科医方秘伝」 
78 村上直次郎訳『長崎オランダ商館の日記』第３輯、１５０～１５１頁（１６５２年５月２

４日）、岩波書店、東京１９５８年（昭和３３年） 
79 NA, NFJ 69, DD12.11.1655. 
80 NA, NFJ 773 (Factuur, Casteel Batavia, 27.7.1649, Robijn) 
81 値段は Florin, Stuiver, Penningという単位で表示されている。例えば、10：3：1は１０フ

ロリン、３スタイファー、１ペニングである。 
82  Oxymel simplex, Succinum album, Balsamus Peruvianus, Mumia, Oleum Terebinthinae 
83  Theriaca, Mithridatium, Confectio Hyacintorum, Confectio Alkermes, Aqua Vitae Mathioli, 

Balsamus Hyperici, Defensivum Vigoni, Resina Jalappae, Radix Mechoacannae, Radix 
Salsaparilla, Radix Contrayervae, Lignum Nephriticum, Cristalli Tartari, Mumia, Paeonia, 
Terebinthina Veneta, peixe mulher 

84 カリブの海牛（Trichechus manatus manatus）とアマゾンの海牛（Trichechus manatus inunguis）、
西アフリカの海牛（Trichechus manatus senegalensis）を区別している。１７世紀の有名な
百科事典 Zedler（Vol. 20, p. 189）によれば、雄の頭から、脳を分ける骨を取り出した。ワ
インにつけて刻むと石に効くとされていた。ポルトガル人はその骨を伝染病よけのため首
に下げる。肋骨、特に左側の心臓に近い部分は血を止め、痔に効くとされていた。 

85 ヴォルフガング・ミヒェル「Willem Bijleveltの金銭出納簿」『洋学史研究』第１０号、３
８～８１頁、１９９３年（平成５年） 

86 NA, NFJ 1168 (Rekening, 30.4.1650) 
87 NA, NFJ 1168 (Rekening, 30.4.1650, 31.5.1650, 30.6.1650, 31.7.1650, 31.8.1650, 30.9.1650) 附

録資料４参照。 
88 NA, NFJ 1168 (Rekening, fol.10b) 
89 NA, NFJ 484 
90 NA, NFJ 1168 (Rekening, fol.10b) 
91 NA, NFJ 64, DD 14.11.1650 
92 NA, NFJ 64, DD 14.11.1650 
93 NA, NFJ 63, DD 6.11.1650 
94 NA, NFJ 1168 (Rekening, fol.10b, 12b) 
95 NA, NFJ 64, DD 5.1.1651 
96 NA, NFJ 64, DD 6.1.1651 
97 NA, NFJ 64, DD 8.1.1651 
98 NA, NFJ 64, DD 9.1.1651 
99 NA, NFJ 64, DD 15.1.1651 
100 NA, NFJ 64, DD 29.1.1651 
101 NA, NFJ 64, DD 19.2.1651 
102 NA, NFJ 64, DD 6.3.1651 
103 NA, NFJ 64, DD 1.4.1651 
104 NA, NFJ 64, DD 1.4.1651 
105 古賀十二郎『西洋医学伝来史』６６～６８頁 
106 NA, NFJ 70, DD 7.12.1656,13.12.1656 
107 NA, NFJ 64, DD 1.4.1651 



 

 

- 95 - 

                                                                                                                                          

108 Christoph Arnold: Wahrhafftige Beschreibunge dreyer mächtigen Königreiche, Japan, Siam, und 
Korea [...]. Nürnberg 1672。ミヒェル（１９９０年）参照。 

109 NA, NFJ 65, DD 6.12.1651 
110 NA, NFJ 64, DD 1.11.1651 
111 NA, NFJ 64, DD 3.8.1651 
112 NA, NFJ 776 (Factuur, Casteel Batavia, 11.7.1652, de Smient) 
113  １６５０年代後半以降の日本におけるドドネウス『本草書』の受容の詳細については、

W.F. Vande Walle / Kazuhiko Kasaya (ed.): Dodonaeus in Japan - translation and the scientific 
mind in the Tokugawa periodを参照。 

114 Oleum Vitrioli, Oleum Sulphuris, Oleum Succini, Spiritus Vitrioli, Semen Anisi, Semen Cumini, 
Radix Iridis, Crocus Orientalis, Radix Carlinae, Spiritus Sulphuris, Unguentum Martiatum, 
Unguentum Nervinum 

115 NA, NFJ 851 (Journal, 9.8.1652) 
116 Theriaca Andromachi, Conserva Rosarum, Unguentum Populeum, Oleum Lini, Oleum Carui, 

Oleum Foeniculi, Aqua Cardui Benedicti 
117 NA, NFJ 851 (Journal, 4.11.1652) 
118 NA, NFJ 851 (Journal, 1.11.1652) 
119 ヴンシュはドイツのエアフルト（Erfurt）で生まれた。１６４７年にクー号(Koe)で下級外

科医として月給２６ギルダでバタフィアへ来た。そこで最初は上級外科医の監督下で砦で
働き、後にいろいろな船の上級外科医になった。１６５１年１０月６日に出島商館長ステ
ルテミウスにより上級外科医として新たに３年の契約を結んだ (NA, NFJ 5, fol. 46, 60)。彼
の名は、出島で一緒だったスウェーデン人オーロフ・ヴィルマンの旅行日記に現われる
（Oloff Willmann: Een kort Beskriffning Yppå Trenne Reesor och Peregrinationer, p. 194）。 

 その年の蘭館日誌には「外科医」としてしか記されていない。１６５４・５５年には
「heelm[eeste]r Johannes Wunsch」が再び日本に現われる。商館長ヴィニンクスによればヴ
ンシュはすでに２度江戸参府に同行していた（NFJ, DD 16.2.1655）。 

120 NA, NFJ 65, DD 24.5.1652 
121 NA, NFJ 851 (4.11.1652) 
122 NA, NFJ 65, DD 24.5.1652 
123  １ catty (斤)は１６ tael/thael/thail、１ tael（両）は１０ mace/maas、１ mace（銭）は１０ 

candareen/condrijn、１ candareen（分）は１０ cash（厘）。 
124 赤鉄鉱。 
125 Corydalis cava（オランダ語 Holwortel）、オランダエンゴサク（延胡索）。鎮静、鎮痛、鎮

痙作用。 
126 ヨーロッパ南部、西アジア産ツチハンミョウ科 Lytta vesicatoria L. の虫体。催淫剤。 
127 Melilotus officinalis Lam.、Melilotus altissimus Tnuill.（セイヨウエビラハギ）の花。鎮静、

去痰、血圧降下、血流改善作用。 
128 鬱金。 
129 NA, NFJ 67, DD 17.2.1654, 10.3.1654; NFJ 68, DD 3.2.1655 
130 NA, NFJ 55, DD 31.10.1641 
131 “So geben auch die jenigen Auffseher (so die Holländischen Bücher / gleich bey der Ankunft der 

Schiffe / besichtigen / und auf die Figuren derselben genau acht haben) ihnen die Artzneybücher / 
welche sonderlich von der Chirurgie und Kräutern handeln / in der Stelle (und wie vermuthlich) 
aus sonderbarer Zuneinung gegen die jenige Kunst / wieder: Jedoch mit dem Beding / daß sie sich 
nicht groß damit machen / noch viel Rühmens davon haben sollen.” Christoph Arnold (1672), pp. 
343-344. 

132 NA, NFJ 283, DD 7.6.1650 
133 NA, NFJ 63, DD 10.11.1650及び NA, NFJ 65, DD 24.5.1652 
134  Andreae Vesalii Bruxellensis, scholae medicorum Patavinae professoris De humani corporis 

fabrica libri septem […] Basileae, Ex officina Joannis Oporini, anno salutis reparatae 1543.  
135 NA, NFJ 65, DD 24.5.1652 
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136 「欠陥の補足について」（De Deficientium Supplemento） 
137 ヨハネス・スティペル（またはヤン・スティペル）はオランダのユトレヒトで生まれた。

彼は月給３４ギルダでヴィッテン・オリファント号（Witten  Olifant）の下級外科医とし
て１６５０年１１月にバタフィアに着いた。最初は上級外科医として東南アジアの小島ソ
ロルの「ヘンリクス要塞」（fortresse Henricus）で働き、１６５２年に日本へ赴任してきた
（NA, NFJ 5, fol. 88b）。  初年の商館長日誌には職業名 heelmeester でしか現われない。次
の任期には一箇所で Chirurgyn  Jan Stipel （NA, NFJ 67, DD 13.2.1654）、あとはすべて 
M[eeste]r Jan Stipel となっている（NA, NFJ 66, DD 27.1.1653, 4.2.1653, 6.2.1653, 27.2.1654, 
7.3.1654, 16.3.1654）。彼の雇用契約は１６５３年で終わっていた。１６５４年１０月１１
日には、前回江戸参府したことや満足できる立派な勤務ぶりから新たに上級外科医として
認められている。昇給や任期については具体的な取り決めはなく、その後のことはすべて
スティペルに一任されていた（NA, NFJ 5, fol. 88b）。 翌春にはヴンシュが上級外科医とし
て江戸へ向かっているので、スティペルは１６５４年晩秋には日本を離れていたと考えら
れる。 

138 NA, NFJ 67, DD 14.11.1654 
139 Opera Ambrosii Parei, p.668 （九州大学附属図書館医学分館蔵） 
140 SSL 19803,“Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
141 Stadtarchiv Leipzig, Tit. LXIV 29, fol. 6b - 10（ライプツィヒ市公文書館、外科医組合規定、

１６２７年１１月２７日） 
142 Johann Jacob Vogel: Leipzigisches Geschichts-Buch Oder Annales, pp. 535-557, Leipzig 1714. 

Otto Rudert: Die Kämpfe um Leipzig im Großen Kriege, pp. 122-129. 
143 Vogel (1714), pp. 565f. 
144 SSL 19803,“Lebens=Lauff” (頁番号記載なし) 
145 “Soo hebbe ick dit Examen der Chijrurgie ’t welck Mr. Cornelis Herls zaliger in sijn leven met 

groote moeyte ende arbeijdt heeft by een versamelt, ende my ter handt ghestelt, nae sijn doodt tot 
mijnen koste nu willen in Druck gheven, ende dat insonderheijdt oock wel mijn Heeren ten 
dienste van uwer E. Compagnie, alsoo V.L. daghelijcx ter Zee equippeert, ende uwe Schepen 
soeckt altijdt wel voorsien te hebben van goede ende rationale Chijrurgijns, op dat also de 
Matroosen, Soldaten ende ’t gantsche Scheepsvolck op soodanige sware ende dangereuse 
Voyagien tot behoudenisse van haere ghesontheijdt wel mochten versorcht worden. Ten dienste 
dan mijn Heeren vande Chijrurgijns die haer in Zee willen begheven, heb ick dit insonderheijt 
willen in druck gheven. Biddende U.E. derhalven ’t selfde in dancke te nemen, Godt biddende dat 
hy U.E. aenslagen believe te zeghenen tot voort-plantinghe der Christelijcke Religie, 
behoudenisse ende versterckinghe onses Vaderlandts, ruijme ende onderganck onser vijanden, 
ende tot profijt der Participanten. GM [= Geeraert Movlert]”. 

146 血液の循環の説明は極めて単純であり、ハーヴェイの研究の影響は全くみられない。 
147 Cornelisz Herls: Examen Chirurgiae Oder der Wund-Artzney / In Frag und Antwort zusammen 

getragen Durch M. Cornelium Herls. Nürnberg, 1676 
148 千葉大学付属図書館所蔵 
149 古賀十二郎『西洋医学伝来史』６０頁 
150 片桐一男『阿蘭陀通詞の研究』２０９頁 
151 NA, NFJ 60, DD 26.11.1646 
152 宗田一「日本の売薬（１７）-オランダ膏薬・カスパル十七方」『医薬ジャーナル』巻１

４巻巻５号、１１３～１１９頁、１９７８年（昭和５３年）。宗田一「カスパルの江戸で
の伝習について-阿蘭陀外科医方秘伝の紹介」『日本医史学雑誌』巻２６巻巻３号、９７
～９８頁参照。「阿蘭陀外科医方秘伝」（故佐藤文比古蔵書）。 

153 宗田一『日本医療文化史』１２７頁 
154 川島恂二『土井藩歴代蘭医河口家と河口信任』７３～７４頁 
155 岩治勇一「和蘭陀外科免状（題簽）ーアルマンス流阿蘭陀外科之濫觴」『日本医史学雑誌』

第３４巻第２号、３１～３４頁、１９８８年（昭和６３年） 
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156 川島恂二『土井藩歴代蘭医河口家と河口信任』７７～８４頁 
157 NA, NFJ 69, DD 8.5.1656, NFJ, DD 27.5.1656, 12.6.1656, 16.6.1656, 10.7.1656, 30.7.1656 
158 NA, NFJ 31, p.23 (Instructie 4.11.1649)  
159 NA, NFJ 484 (Brouckhorst より Bijlevelt 宛の書簡、Nagasaki 3.8.1650) 
160 NA, NFJ 66, DD 29.11.1652 
161 NA, NFJ 68, DD 23.7.1655, 25.7.1655, 26.7.1655 
162 富士川游「猪股家系」『中外医事新報』第１２１１号、９頁、１９３４年（昭和９年） 
163 京都大学附属図書館蔵 
164 川島恂二『土井藩歴代蘭医河口家と河口信任』。河口良庵などの貴重な文書を見せて頂い

た河口広一氏のご好意に心から感謝するとともに、併せて、川島恂二氏の暖かいご指導に
も心からの謝意を表する次第である。 

165 [Jan van] Elseracq / Elserack（出島商館長、１６４１・４２年、１６４３・４４年） 
166 [Anthonio van] Brouckhorst（出島商館長、１６４９・５０年） 
167  Jurian [Schedel] 
168 Caspar [Schamberger] 
169 沼田勇「宮崎古文書によって明らかになったカスパルと河口良庵の消息」『日本医事新報』

第２６６６号、昭和５０（１９７５）年、５月３１日、６３～６５頁 
170 Caspar [Schamberger] 
171 Steven [de la Tombe]（出島商館医、１６５７・５８年、１６５９・６０年） 
172  Hans Juriaen Hancke（出島商館医、１６５５・５６年、１６５６・５７年） 
173 Hermanus Katz（出島商館医、１６６０・６１年、１６６１・６２年） 
174 古河市河口家蔵、古河市歴史博物館寄託 
175 岸本裕「本朝和蘭陀外科所謂カスパル流外科の本」『日本医事新報』第８０２号、３３１

～３３２頁、１９３８年（昭和１３年） 
176 岸本裕『日本医事新報』第８０２号、３３１頁 
177 川島恂二『土井藩歴代蘭医河口家と河口信任』８７頁。川島恂二「河口良庵著述「阿蘭陀

外科要訣全書」から」『古河市医師会報』第２６号、１～５頁、１９９４年１２月１日（平
成６年） 

178 古河市河口家蔵、古河市歴史博物館寄託 
179 ミヒェル「日本におけるカスパル・シャムベルゲルの活動について」７～８頁 
180 NA, NFJ 70, DD 4.3.1657参照。 
181 NA, NFJ 1168 (Specificatie aller ongelden mitsgaders schenckagie gedaan bij den gesant Andries 

Frisius en’t opperhooft Anthonij van Brouckhorst gedurende hare reijse naar Jedo ’t zedert 25. 
November 1649 tot 22. Maij ao 1650), fol. 8v. 

182 富士川遊『日本医学史』３０６～３１１頁。関場不二彦『西医学東漸史話』上巻、１４１
～１７０頁｡古賀十二郎『西洋医術伝来史』６６～６７頁。 

183 酒井シヅ、小川鼎三「『解体新書』出版以前の西洋医学の受容」『日本学士院紀要』３５巻
３号、１３２～１３３頁、１９７８年（昭和５３年） 

184 オランダ語 meester 
185 「阿蘭陀外科医方秘伝」７９頁 
186 大槻如電『洋学編年史』１０２～１０４頁 
187 meester Caspar 
188 「阿蘭陀外療集」巻６、１１頁、（河口良庵著 藤山新作宛秘伝書、延享３年（１７４６

年）。慶應義塾大学信濃町メディアセンター、富士川文庫収蔵、以下は（慶大医）。 
189 「紅毛外科書」（内題「紅毛外科集」）、下巻、７９頁。京都大学付属図書館蔵。以下は（京

大）。 
190 「紅毛外科書」下巻、６０頁（京大） 
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191 「阿蘭陀外科書」（杏雨書屋）。「阿蘭陀外科書」西元甫、杉田甫仙、水野甫碩著（慶大医）。
『阿蘭陀外科指南』元禄９年刊、京都、上村平左衛門（国際日本文化研究センター、宗田
文庫。以降は日文研） 

192 慶大医 
193 杏雨書屋 
194 京大 
195 慶大医 
196 ミヒェル「日本におけるカスパル・シャムベルゲルの活動」４～６頁 
197 「カスパル伝方」（京大）。「阿蘭陀加須波留秘方」（成田市、成田仏教図書館）。「阿蘭陀加

須波留秘密之方」（日文研、宗田文庫。故宗田氏にこの文書のコピーを譲って頂いた。）。
「阿蘭陀外科」（京大）。「阿蘭陀外科一流書」（日文研、宗田文庫）。「阿蘭陀外科書」（杏
雨書屋）。「阿蘭陀外科書」（九州大学附属図書館医学分館蔵、以下は九大医）。「阿蘭陀外
科書」（慶大医）。「阿蘭陀外科書」（国立科学博物館、和田文庫。故和田知代史氏にこの文
書のコピーを譲って頂いた）。「阿蘭陀外療集」（慶大医）。「阿蘭陀外療秘伝」（慶大医）。
「阿蘭陀十七方」（東京大学総合図書館蔵、以下は東大総）。「阿蘭陀南蛮口一切和」（慶大
医）。「阿蘭陀流外科」（京大）。「阿蘭陀流外科書」（京大）。「阿蘭陀流外科書伝」（慶大医）。
「阿蘭陀流外治」（慶大医）。「阿蘭陀流伝授本」（日文研、宗田文庫。故宗田氏にこの文書
のコピーを譲って頂いた。）。「外科加須波留方」（慶大医）。「外科要訣」（古河市河口家蔵、
古河市歴史博物館寄託）。「紅毛膏液」（東大総）。「紅毛外科」（慶大医）。 

198 中村宗興『紅毛秘伝外科療治集』、貞亨元年（１６８４）、京都山本長兵衛刊行（慶大医）。 
199 「阿蘭陀外科医方秘伝」３頁 
200 calidum innatum、先天性の温熱 
201 「阿蘭陀外科医方秘伝」３頁 
202 写本、寛政８年（１７９６）写、諸写者不明、書写地不明、関場不二彦旧蔵（九大医）。 
203 『阿蘭陀外科指南』元禄９年刊、京都、上村平左衛門（日文研、宗田文庫）。故宗田氏に

この文書のコピーを譲って頂いた。 
204 Ambroise Paré: Oeuvres Complètes. Vol. 1, Chap. 3-9, Vol. 5, Chap. 6 p. 326. 
205 Guy de Chauliac: Chirurgia Magna. p. 49-118. 又、Hieronymus Fabricius ab Aquapendente: 

Opera Chirurgica. pp. 1-8 
206 Óleo rosado (= Oleum Rosato, Rosaceum); Óleo violas (= Oleum Hyperici); óleo solanum (= 

Oleum Solanum); óleo laurinho (= Oleum Laurinum) 
207 Emplastrum Defensivum 
208 Óleo cravo (= Oleum Cariophyllum) 
209 Emplastrum Defensivum, Emplastrum Diachylon 
210  (ポ, ス) mecha、芯、糸 
211 Emplastrum Mucilaginibus 
212 Unguento Apostolorum (= Unguentum Apostolorum) 
213  Inguento Digestivum (= Unguentum Digestivum) 
214 Emplastrum Diapalmae 
215 「阿蘭陀外科医方秘伝」４～６頁 
216 「阿蘭陀外科医方秘伝」９～２４頁 
217 「アカブソ」はラテン語 aquaかポルトガル語 aguaに由来しているようだが、当時のヨー

ロッパの医書には Hydropsという用語しか確認できなかった。 
218 「阿蘭陀外科医方秘伝」１１～１２頁 
219 「阿蘭陀外科医方秘伝」１１頁 
220 「阿蘭陀外科医方秘伝」２６頁 
221 「阿蘭陀外科医方秘伝」２８頁 
222 「阿蘭陀外科医方秘伝」２８～２９頁 
223 「阿蘭陀外科医方秘伝」２９頁 
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224 『紅毛秘伝外科療治集』第２巻、『阿蘭陀外科指南』第３巻 
225 「阿蘭陀外科医方秘伝」３０頁 
226 「阿蘭陀外科医方秘伝」２５頁 
227 酒井シヅ「江戸時代の西洋医学の受容 ー 解剖学を中心にみて」吉田忠他『東アジアの

科学』勁草書房、５～４９頁、東京、１９８２年（昭和５７年）参照。 
228 「阿蘭陀外科書」写本、江戸中期、書写者不明、関場不二彦旧蔵、筆者蔵 
229 NA, NFJ 282 (商務員 Bijleveltより商館長 Brouckhorst宛の書簡、Edo 7.6.1650 
230  「阿蘭陀外科カスハル十七方之書」写本、１７世紀頃写、書写者不明、書写地不明（筆者

蔵） 
231 関場不二彦『西医学東漸史話』上巻、１６１頁 
232 (A) Pharmacopoeia Augustana. Augustae Vindelicorum, 1613, 1629, 1646; (B) Dispensarium 

Vsvale pro Pharmacopoeis inclytae Reipvp. Coloniensis. Coloniae, 1565; (C) Pharmacopoea 
Londinensis. Londini, 1618; (D) Pharmacopoea Amstelredamensis 1636; Pharmacopoea 
Amstelredamensis 1639;  D.A. Wittop Koning (ed.): Facsimile of the First Amsterdam 
Pharmacopoeia 1636. Nieuwkoop, B. de Graaf, 1961. George Urdang (ed.): Pharmacopoeia 
Londinensi of 1618 reproduced in facsimile. Madison State Historical Society of Wisconsin 1944. 

233 ＝  一致している。≠  一致していない。≈  ほぼ一致している。 
234 D.A. Wittop Koning: De Oorsprong van de Amsterdamse Phamacopee van 1636 Pharm. 

Weekblad 85, p.801-803, 1950. または、D.A. Wittop Koning (1961) p. 12-28, 1961 
235 Pharmacopoea Amstelredamensis (1636), p.107。「阿蘭陀外科医方秘伝」、５０頁 
236 「阿蘭陀外療集」巻６（慶大医）。「カスパル口伝薬方」（京大）。「紅毛外科書」（京大）。

「阿蘭陀膏薬」（京大）。「カスパル流伝授本」（日文研、宗田文庫）。「外科要訣」巻３（古
河市河口家蔵、古河市歴史博物館寄託）。『阿蘭陀外科指南』巻２（日文研、宗田文庫）。
「阿蘭陀流外科書」（京大）。「阿蘭陀外科伝」（京大）。「阿蘭陀カスパル秘方」（「繕生室医
話」巻４（京大。「阿蘭陀秘伝膏薬」（京大）。「阿蘭陀外科書」（九大医）。「阿蘭陀外科書」
（杏雨書屋）。「阿蘭陀外科書」（慶大医）。「阿蘭陀カスパル伝抜書」巻４、５（杏雨書屋）。
「紅毛膏液」（東大総）。 

237 故宗田一「日本の売薬（１７）-オランダ膏薬・カスパル十七方」１１７頁 
238 「オランダ外科秘伝書」内題「阿蘭陀可壽波留流」井澤元民 于紀州華岡塾中。（１８１０

年）（杏雨書屋） 
239 例えば「カスパル伝薬方」（京大） 
240 NA, NFJ 773（Factuur, Casteel Batavia, 27.7.1649, Robijn） 
241 「阿蘭陀外科医方秘伝」７８、７９頁 
242 「阿蘭陀加須波留伝膏薬方 附油薬水薬方」享和元年辛酉夏４月（１８０１年）井澤元民 

于紀州華岡塾中、２９～３４頁（杏雨書屋）。「油取様書」、「和蘭薬品主治部」嵐山甫安自
筆、明月亭写本、１１頁～（杏雨書屋） 

243 宗田一『渡来薬の文化誌』１９９３年 
244 語源の綴りは当時の通り。参考資料は (a) Américo Pires de Lima: A Botico de bordo de 

Fernão de Magalhães. Anais da Faculdade de Farmácia do Pôrto. p. 33 -109. Pôrto 1942. (b) 
Robertus de Farvaques: Medicina Pharmaceutica, of Groote Schatkamer der Drogbereidende 
Geneeskonst. Isaak Severinus, Leiden 1741.  

245 ミイラの語源の問題について宗田一「阿蘭陀舶載薬の薬効等」『日本医事新報』第３６２
３号、１３８頁、１９９３年１０月２日（平成５年）参照。 

246 「人魚」海牛のポルトガル名（Trichechus manatus manatus, Trichechus manatus inunguis, 
Trichechus manatus senegalensis） 

247 当時のオランダ語文献には Amfioen、 Amphioen という語形が見られ、それは恐らくアラ
ビア語の afyumに由来するものと思われる。 
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248 宗田一の詳細な分析によれば、ビリリについて様々な説がある。宗田一『渡来薬の文化誌』
１２３～１４０頁。出島蘭館日誌のある記述によれば「ビリリ」は同名の魚の血（bloet van 
d’visch Biriri）であったかも知れない（NA, NFJ 92, DD 22.2.1679）。 

249 ポルトガル語の confeiçao de jacintos の発音が多少残っているようである。 
250 イストウラスにはポルトガル語の estoraque の影響が感じられる。 
251 「阿蘭陀加須波留秘方」（成田市、成田仏教図書館）、５～１４頁 
252 「カスパル伝薬方」文正壬年写（京大）、３～１３頁。「紅毛膏液」（東大総）、１～１２頁

「阿蘭陀加須波留伝膏薬方 附油薬水薬方」（杏雨書屋）、２０～２１頁 
253 「阿蘭陀加須波留秘方」６頁 
254  NFJ 65, DD 24.5.1652 
255 Wolfgang Michel, Elke Werger-Klein: Drop by Drop - The Introduction of Western Distillation 

Techniques into Seventeenth-Century Japan. Journal of the Japan Society of Medical History, Vol. 
50 (2004), No. 4, pp. 463-492. Wolfgang Michel: Gottfried Haeck's Botanical Research in the 
Vicinity of Nagasaki. Genbun Ronkyu - Studies in Languages and Cultures (Faculty of Languages 
and Cultures, Kyushu University), No. 21 (2005), pp. 1-20. 

256 富士川游『日本医史学』、２６３～２６５頁 
257 藤波剛一旧蔵 
258 「南蛮流外科書」巻下。「和蘭ステイヒン伝来 南蛮流外科書」１～１４頁（京大） 
259 海老澤有道『南蛮学統の研究』４９７～５１２頁、増補版、創文社、東京、１９７８年（昭

和５３年） 
260 NA, NFJ 64, DD 14.11.1650; NFJ 65, DD 24.5.1652; NFJ 66, 17.1.1653; NFJ 776 （送り状

Casteel Batavia, 11.7.1652）; NFJ 776（送り状 Casteel Batavia 11.7.1652）; NFJ 67, DD 
31.1.1654; NFJ 69, DD 16.2.1656など参照。 

261 阿知波五郎『近代医史学論考』上、３９～４６頁、思文閣出版、東京、１９８６年（昭和
６１年）。宗田一「南蛮医学から蘭方医学へ」薬事日報、第３４３９号（蘭学資料研究会
第６回大会講演要旨） 

262 それぞれの蘭館医についてはミヒェル「１７世紀の平戸・出島蘭館の医療関係者について」
参照。 

263 ヴォルフガング・ミヒェル「薬剤師ゴットフリード・ヘックによる長崎郊外の薬草調査に
ついて」『言語文化論究』２１号（２００５年）、１～２０頁。ヴォルフガング・ミヒェル
「シーボルト記念館所蔵の「阿蘭陀草花鏡図」とその背景について」『鳴滝紀要』、第１７
号、２００７年３月、９～３８頁。 

264  詳細について、ミヒェル「薬剤師ゴットフリード・ヘックによる長崎郊外の薬草調査に
ついて」及び「シーボルト記念館所蔵の「阿蘭陀草花鏡図」とその背景について」参照。 

265 川島恂二「新発見 河口良庵著「阿蘭陀語」帖から」『古河市医師会報』第２４号、１～
９頁、１９９２年１２月（平成４年）。川島氏にこの文書のコピーを譲って頂いた。ここ
に謝意を表する次第である。 

266 「蘭方草木能毒集」乾、坤（２冊）、写本、江戸中期、書写者不明、（佐藤潤平旧蔵、筆者
蔵） 
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【資料１】 年表：カスパル・シャムベルゲルの生涯  

１６２３年９月１１日 カスパル・シャムベルゲル（Caspar Schamberger）、
ドイツの商業都市ライプツィッヒッヒで「１１
時から12時の間」に生まれる。父は商人（Balthasar 

Schamberger）、母はマルタ・フィンジンガー
（Martha Finsinger）。 

１６２９・３０年 父バルタザール、死去。母マルタは再婚。 

１６３７年３月１６日 ライプツィッヒッヒ大学教授ヨーハン・ミヒェ
ル（Johann Michael）の勧めに従い、１３才のカ
スパルは外科医組合長クリストフ・バッハート
（Christoph Bachert）の見習いとなる。 

１６４０年 カスパル、見習期間を「名声と栄誉をもって」
終了し、さらにハレとナウムブルクへ修業に出
る。 

１６４２年 カスパル、家族の同意を得てリューベック、ケ
ーニヒスベルク、ダンツィヒ、スウェーデン、
デンマーク、そして最後にオランダへ。３０年
戦争中のこの行動範囲は、彼が一時的にスウェ
ーデン軍などプロテスタント部隊の軍医をつ務



 

 

- 102 - 

めた可能性を示唆している。 

１６４３年 シャムベルゲル、アムステルダムの連合東イン
ド会社（VOC）で外科医試験に合格し、３年間
の勤務契約に署名する。 

１６４３年１０月２４日 シャムベルゲル、旗艦マウリツィウス号の「３
人目の外科医」として東アジアへ出航する。 

１６４４年２月７日 マウリツィウス号は喜望峰で遭難。小島へ避難
したシャムベルゲルたちは数週間後別の船に救
助され、東への旅を続ける。その航海中に起き
た乗組員の反乱未遂事件は収まったが、カスパ
ルは重い熱帯病を患う。 

１６４４年７月３１日 バタフィアに到着する頃に、カスパルは回復し
た。 

１６４４年８月 シャムベルゲル、軍艦でインドのゴアへ向かう。
ポルトガルとのさまざまな交渉は成功に終わっ
た。 

１６４４年１１月 さらにセイロン、スーラト、ペルシアへ。ペル
シアでは艦隊はキシムに砲撃を加えたが、期待
通りの成果は挙がらなかった。その後、モルッ
カへ。 

１６４６年１月５日 シャムベルゲル、バタフィアへ戻る。 

１６４６年８月２３日 バタフィアから出発。これ以降３年間にわたっ
て、カスパルは東南アジアの VOC拠点を往復す
る船で勤務したと推測される。資料に見られる
地名として台湾及び中国があるが、当時、中国
への上陸は不可能だったので、中国近海の小島
でのジャンク船との取引を意味すると思われ
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る。 

１６４９年８月７日 次期出島商館長アントニオ・ファン・ブロウク
ホルスト（Anthonio van Brouckhorst）が台湾の拠
点ゼーランディア（Zeelandia）から長崎に到着。
シャムベルゲルもこの船に乗っていた可能性は
高い。 

１６４９年９月１９日 １６４３年に起きた「ブレスケン号事件」や１
６４７年の「フィアルホ事件」により悪化して
いた東インド会社と幕府との関係を修復するた
めに、特使アンドリアス・フリーセ（Andries Friese 

/ Frisius）一行がヨット船ロベイン号（Robijn）
で長崎に入港。 

１６４９年１１月５日 ファン・ブロウクホルストが出島商館長に就任。 

１６４９年１１月７日 阿蘭陀通詞の猪股伝兵衛と名村八左衛門が「剃
髪の男」を４名伴って商館長の部屋を訪ねる。
商館長は長崎奉行馬場三郎左衛門から、外科学
を教授するようにとの要請を受け、彼らに外科
医シャムベルゲルを紹介した。 

１６４９年１１月２５日 ブロウクホルスト商館長とフリーセ特使一行が
江戸へ出発。特使一行は１６名、商館長一行は
６名。毎年の商館長の江戸参府よりも西洋人の
人数が多かった。大坂までは船旅。 

１６４９年１２月１３日 大坂着。 

１６４９年１２月１９日 許可を得てから、一行は馬１２８頭と日本人随
員３１０名を伴って江戸へ出発。 

１６４９年１２月３１日 江戸着。３代将軍家光の病気のため、使節団の
謁見は何度も延期される。フリーセが持参した
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献上品の中には臼砲や薬もあったが、臼砲手ス
ヘーデル（Schedel）とは対照的にシャムベルゲ
ルには当初あまり注目が集まらなかった。 

１６５０年１月６日 大目付井上筑後守の要請で、オランダ人が持参
した薬を通詞が屋敷まで届ける。 

１６５０年１月２１日 幕府の侍医数名がオランダ人の宿（長崎屋）を
訪ねた。 

１６５０年１月２２日 幕府が「Vuerwercker」と「Coopman」、「Chirurgijn」
を江戸に残すよう要請。 

１６５０年２月６日 様々な病気に悩む幕府の関係者は長崎屋にいる
シャムベルゲルに目を向けるようになってい
た。この日の昼過ぎに「閣下の秘書官」が長崎
屋を訪ね、シャムベルゲルが肩の痛みを治す。
これが江戸でのシャムベルゲルの医療活動に関
する具体的な最初の記述。 

１６５０年２月１０日 夕方、小田原城主の稲葉美濃守が「腕の件」で
シャムベルゲルに往診させる。 

１６５０年３月１７日 シャムベルゲルが使節団らっぱ手を伴って大目
付の屋敷へ行く。 

１６５０年４月８日 家光がまだ回復しそうにないので、特使一行は
老中に謁見することになった。この日に「時服」
などの返礼の贈り物も受ける。 

１６５０年４月１６日 使節団が長崎へ出発。１０月まで江戸に残った
４名のヨーロッパ人は外科術（Schamberger）、
経理（Bijlevelt）、砲術（Schedel, Smid）を教授
する。 

１６５０年７月１０日 江戸にいるバイルフェルトから出島商館長宛の
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書翰。「シャムベルゲルは大目付の診察をきっ
かけに高級官吏を多く治療しており、薬品が必
要です。」 

１６５０年７月３０日 江戸からの書翰に薬品と珍品のリストがあり、
大目付がオランダから取り寄せるよう希望の
由。 

１６５０年１０月１５日 バイルフェルト一行が江戸を出発。 

１６５０年１０月２５日 バタフィアから来日したピーテル・ステルテミ
ウス（Pieter Sterthemius）が出島の新商館長に就
任。 

１６５０年１１月１４日 バイルフェルト一行が出島に到着。江戸での臼
砲の試射は大成功で将軍はたいそうご満足気の
由。シャムベルゲルにも多大な褒美があった。 

１６５０年１１月２４日 商館長の通常の江戸参府。オランダ人６名、日
本人２６名が随行。 

１６５１年１月５日 商館長ステルテミウス一行が江戸に到着。ステ
ルテミウスは直ちに通詞を大目付のところへ報
告に行かせた。 大目付はシャムベルゲルが再度
来ていることを聞くと、翌日屋敷に招いた。 

１６５１年１月６日 日の出から１時間後シャムベルゲルは大目付の
屋敷に赴いた。長い会話。 

１６５１年１月９日 大目付はシャムベルゲルを呼び、オランダ人が
持参した薬品のリストを作り、その名称を日本
の文字で記録させた。 

１６５１年１月２９日 シャムベルゲルはこの頃、大目付井上筑後守政
重の命令で老中、大名屋敷へ出かけ、病人を治
療した。 
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１６５１年３月２４日 城内で謁見。 

１６５１年４月２日 ステルテミウス一行が江戸を出発。 

１６５１年６月２日 江戸の大目付から大量の薬品を注文するリスト
が届く。手元にあるものは直ちに送り、残りは
翌年に回す。 

１６５１年８月３日 ポーランド王号（Koning van Polen）の上級外科
医、ドイツ・ヴィスハイム出身のヨーハン・ヤ
ーコプ・メルクライン（Johann Jacob Mercklein）
が到着。メルクラインはシャムベルゲルの同伴
者として長崎市内の患者の診察が許された。 

１６５１年１１月１日 アドリアーン・ファン・デル・ブルフ（Adriaen van 

der Burgh）が着任。１６５１年１１月１日から
１６５２年１１月３日まで商館長を務める。 

１６５１年１２月１２日 シャムベルゲルがバタフィアに到着。 

１６５１- ５５年日 その後は船医を務めたと思われる。日本、シャ
ム、トンキンへも何度か来航した。 

１６５５年１月日 シャムベルゲル、通常の帰還船団」でヨーロッ
パへ戻ったと思われる。 

１６５５年９月日 オランダ着。さらに数週間の旅をしてハンブル
ク経由でライプツィッヒヒへ。親族のほとんど
は死去したようである。祖父のみが健在。 

１６５８年１１月８日 在外勤務中かなりの財産を手に入れたシャムベ
ルゲルは外科医の職を捨て、より身分の高い織
物商人としてのキャリアを追求するために、ラ
イプツィッヒヒ市民権を取得。 

１６５９年１月２５日 商人の未亡人エリーザベト・ロスト（Elisabeth 

Rost, 1633-1661）と結婚。エリーザベトは出産の
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際、子供と共に死去。 

１６６２年９月２９日 元市議会議員の娘で１７才のレギーナ・マリ
ア・コンラート（Regina Maria Conrad, 1645-1684）
と再婚。６男２女をもうけるが、そのうち３男
１女は死亡。都心の三軒の家及びライプツィッ
ヒヒ市の面積の三分の一に相当する郊外の庭園
が示すように、シャムベルゲルは商人として次
第に莫大な資産を蓄積した。 

１６８５年８月１８日 オイフロズィーネ・クライナウ（Euphrosine 

Kleinau, 1645-1688）と再婚。 

１７０６年８月４日 ライプツィッヒヒ大学の学長をしていた長男ヨ
ーハン・クリスティアーン（ Johann Christian 

Schamberger）が死去。ヨーハン・クリスティア
ーンは大学の新解剖室（Theatrum Anatomicum）
の設置者として年代記に名を残す。 

１７０６年４月８日 「１７０６年４月１１日、日曜日：８３才、男
性、市民で商人のカスパル・シャムベルゲル氏
は木曜日、グリム街で死亡」（ライプツィッヒ
市の死亡録より）。肖像画付きの「弔辞」が印
刷される。 

１７０６～５０年  郊外にある住宅と土地の売却に対し異議申し立
てが出るなど。相続関係は非常に複雑。１８世
紀半ば以降、シャムベルゲル家の名はライプツ
ィッヒ市の文書には見あたらなくなる。 
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【資料２】 Ｃ・シャムベルゲルの『履歴』（１７０６

年刊）  

Stolberg-Stolbergsche Leichenpredigtsammlung, Nr. 19803 （Caspar 

Schamberger). Herzog August Bibliothek, Wolfenbüttel （Germany). 

 

Einen Gläubigen in seinem allezeit getrosten Muthe, Stellte bei Christlich-solenner 

Leichen-Bestattung Des Wohl-Ehrenvesten, Vor-Achtbarn und Wohl-Fürnehmen Herrn 

Caspar Schambergs, Fürnehmen Bürgers und berühmten Handels-Manns allhier, Den 

XI. April. A. MDCCVI. Der Hochansehnlichen Versammlung in der Academischen 

Paulinder-Kirche aus Jes. XLIII, 1-3. zu betrachten dar D. Gottlob Friedrich Seligmann, 

P.P. Consist. Assessor, und zu S. Thomas Pastor. Leipzig, gedruckt bey Johann Samuel 

Fleischern. 

 

Lebens-Lauff. 

Was des selig=verstorbenen Herrn Vaters Schambergs ehrliche Ankunfft, Christlich 

geführtes Leben und seligen Abschied aus dieser Welt betrifft, so ist folgendes annoch 

mit wenigen zu melden. Es ist nemlich Herr Vater Caspar Schamberg, alter Bürger und 

Handelsmann allhier, an das Liecht dieser Welt gebohren worden in unserm Leipzig den 
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11. Septembis zwischen eilff und zwölff Uhr, im Jahr Christi 1623. Sein Herr Vater ist 

gewesen Herr Balthasar Schamberg, gebürtig von Königsberg in Francken, Bürger und 

Handelsmann allhier, die Frau Mutter aber Frau Martha, gebohrne Finsingerin, Sein 

Groß=Herr= Vater Mütterlicher Seiten // [p. 2] war Herr Zacharias Finsinger, ebenfals 

Bürger und Handelsmann allhier. Die Frau Großmutter, Frau Magdalena, gebohrne 

Gerstenbergerin. Von diesen seinen Christlichen Eltern ist er alsobald den Tag nach 

seiner leiblichen Gebuhrt, nemlich den 12. Septembris in hiesiger S. Thomas-Kirchen, 

zum Bade der Wiedergeburth befördert, auch darauff von denselben zu allen gottseligen 

und Christlichen Tugenden, in der Zucht und Vermahnung zum HERRN aufferzogen 

worden. Nachdem Ihm aber sein Herr Vater Anno 1629, und also in dem sechsten Jahr 

seines Alters, durch einen frühzeitigen Todt entrissen worden, hat Ihn alsobald sein 

Herr Groß=Vater, vorerwehnter Herr Finsinger, nebst seiner Frau Mutter zu sich 

genommen, und alle Großväterliche Liebe und Treue an demselben erwiesen, biß Anno 

1631 ietzt=gedachte seine liewertheste Frau Mutter sich zum andern mahl mit Herrn 

Gottfried Stahlen, Bürger und Handelsmann verehlichet, und also dessen 

Stieffvöterlicher Vorsorge und Auffsicht die Aufferziehung dieses Kindes überlassen 

wurde. 

Ob nun wohl anhänglich dies seine liebwertheste Eltern, bey anwachsenden Jahren 

ihres Sohnes, // [p.3] einige Lust und Inclination zur Handelschafft bey ihme verspühret, 

so haben sie doch, wegen der damahligen Teutschen Krieges=Unruhe nicht vor rathsam 

erachtet, diese Lebens=Arth und Profession vor ihr Kind zuerwehlen, sondern ihn 

vielmehr, sonderlich auff Einrathen des berühmten damahligen Medici, Herrn D. 

Michelis, zur Chirurgie anführen zu lassen mit GOTT entschlossen, ihn auch zu dem 

Ende der treuen Anführung Herrn Christoph Bacherten, wohl=erfahrnen Chirurgie 

hiesiges Orts, den 16 Martii Anno 1637 überlassen, da er dann innerhalb dreyen Jahren 

solche gute Fundamenta in dieser Wissenschafft geleget, daß er zwar Anno 1640. von 

diesem seinem Lehr=Herrn seine Dimission mit Ruhm und Ehren erhalten, iedoch zu 

mehrerer Perfection und Excolirung seiner Kundst, bald darauff nach Halle und 

Naumburg gereiset, und noch gantzer zwey Jahr daselbst dieser Wiessenschafft mit 



 

 

- 110 - 

allem Fleiß obgelegen. 

Weil er aber in fremden Landen seinen Zweck, was rechtschaffenes in dieser 

chirurgischen Disciplin zu praestiren, am allerersten zu erlangen verhoffte, als begab er 

sich von dar aus, mit Consens und Einwilligung der lieben Seinigen, nach Hamburg, // 

[p.4] Lübeck, Königsberg in Preußen, Danzig, Schweden, und endlich in Dänemarck, 

von dar aber zurücke in Holland; Und weil er eine sonderliche Lust, Zweiffelsfrey durch 

Göttliche Direction, in Ost=Indien hinein zu gehen, und daselbst, was zur 

Vollkommenheit seiner Profession ihm noch mangelte, zu erlernen bey sich verspührte, 

hat er deßwegen by dem Ost=Indischen Hauße in Holland, und zwar insonderheit bey 

der Cammer von Amsterdam, gebührende Ansuchung gethan, ward auch alsobald von 

derselbigen, nach vorhergegangenen Examine und Approbation seiner guten 

Wissenschafft, auff drey Jahr in Pflicht und Dienste genommen, mit guter Gage 

wöchentlich versorgen, und auff das große Admiral-Schiff, Mauritius Eyland genannt, 

nebst einem alten Ober=Chirurgo und zwey Unter=Chirurgis zu gehen beordert, da er 

dann Anno 1642 den 24sten Octobris nebst fünffhundert Mann von Officirern, 

Soldanten und Matrosen durch den Canala, Engeland, Franckreich, Spanien, Portugal, 

und so ferner vorbey nach dem Capo bonae spei in Africa, und von dar nach Batavien in 

Asien, welches in die 3600 Meilen austräget, fortgesetzet, auch daselbst, wiewohl nach 

// [p.5] ausgestandenen zweymligen harten Sturm, Verlust des Schiffes und 

Lebens=Gefahr unter den wilden Innwohner, gefährlicher Rebellion auf dem Schiffe, 

zweymahliger hitziger und fast tödtlicher Kranckheit, unerträglicher Hitze und Durst, 

sonderlich unter der Linie, wegen Mangel frischen Wassers, und andern vielen 

Ungemach, den 31sten Lulii folgenden Jahrs, glücklich und gesund ans Land getreten. 

Worauff er mit einem Orlogs=Schiffe nach Goa, so achthundert Meilen von Batavia 

gelegen, von dar nach der Insul Ceylon, hierauff nach Surata, ferner in Persien, und so 

dann zurücke nach den Moluckischen Insuln, sonderlich nach Ternate, und andere 

angräntzende fremde Oerter gegangen, und auch daselbst den 5ten Januarii Anno 1646 

glücklich angeländet. Als er nun hierauff den 23sten Augusti ordre bekommen, mit der 

großen Ost=Indianischen Gesandtschafft nach der Insul Formosa, ingleichen den 
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Königreichen China, Japan, und endlich gar noch Jedso, nebst andern Orthen, 

abzureisen, hat er nicht allein solcher Ordre gehorsamst nachgelebet, und sich alsobald 

zu Schiffe begeben, sondern auch als er an letzt=gedachten Ote von vier Japanischen 

Medicis seiner // [p.6] Profession wegen examinirt, und seiner Chirurgischen 

Wissenschaft probat erfunden worden, die hohe Gnade erhalten, daß er wegen seiner 

Kunst und Operationum Chirurgicarum von dem Japanischen Käyserlichen Hofe 

selbsten, auch andern grossen Herren und vornehmen Standes=Personen, in manchen 

ereigneten Fällen zu rathe gezogen, auch wegen vieler glücklichen Curen mit hohen 

Privilegiis und Freyheiten, so wohl vor seine Person selbst, als die sämtliche 

Ost=Indianische Compagnie begnadiget, und endlich gar daselst eine Zeitlang zu 

verbleiben genöthiget worden. Und wiewohl er auff sein inständiges suchen, endlich 

wiederum die Dimission und zu seiner vorigen Europaeischen Compagnie zurücke zu 

kehren, Erlaubniß erhaltenk, ward er doch das andere Jahr darauff mit dem neuen 

Ober=Haupt wiederum an den Japanischen Käyserl. Hof auffs neue beruffen. 

Nachdem er nun solcher Gestalt zwölff Jahr in Ost=Indien unter denen Barbaren mit 

erwünschter Prosperität zugebracht, auch etlichmahl unterschiedliche Reisen nach 

denen Königreichen Japan, Siam, Tunquin, wie auch in Batavia gethan, und bey solchen 

Gelegenheiten die vornehmsten // [p.7] Königreiche, Länder und Städte in diesem 

Oestlichen Welt=Theile besehen, auch die Lini auff solcher Reise dreyzehen mahl 

passiret, und über neunzehen= bis zwantzigtausend Meilen herum gereiset, ist er endlich 

nach Verfließung solcher zwölff Jahre, im Monath Septembirs, welchen, als seinen 

Geburths=Monat, er allezeit vor glücklich gehalten, in Holland wiederum mit guter 

Gesundheit angeländet, und nach Verfließung etlicher Wochen über Hamburg auch 

wiederum in Leipzig bey den lieben Seinigen angelanget, auch zu seinem sonderbaren 

Torst und Freude seinen Mütterlichen Herrn Großvater noch am Leben angetroffen. 

Indem er aber auff seiner zwölff=jährigen Riese, und durch die der Ost=Indianischen 

Compagnie geleistete gute Dienste, in der handlung viel gelernet und erfahren, auch 

dadurch nebst der erlernten und so lange experimentirten Chirurgie einen ziemlichen 

Segen Gottes erlnget, hat er alsobald nach seiner Rückkunfft der Handlung obzuliegen, 
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und mit deso bessern Success derselben vorzustehen, sich mit GOTT zu verehlichen 

entschlossen. Dannenhero so hat er Anno 1659 sich zum erstenmahl ehelich verknüpffet 

mit Frauen Elisabeth, gebohrner // [p.8] Rostin, Herrn Johnn Christoph Dusels seligen 

hinterlassenen Wittwe, auch mit derselben zwey Söhne erzeuget, derer der erste 

alsobald nach de Gebuhrt, der andere aber bald nach der Frau Mutter seligen Hintritt in 

den Sechs=Wochen dieses Zeitliche gesegnet. Worauff er nach Verfließung anderthalb 

Jahres Anno 1662 sich zum andern mahl mit Christlichen Ceremonien ehelich 

beygeleget Jungfer Reginam Mariam, Tit. Herrn Friedrich Conrads, Vornehmen des 

Raths, Vorstehers des Hospitals zu S. Johannis, wie auch berühmten Handels=Herrn 

allhier, jüngste Jungfer Tochter, aus welcher Ehe er acht Kinder erlebet, nemlich sechs 

Söhne und zwey Töchter, davorn drey Söhne und eine Tochter bereits in ihrer zarten 

Kindheite dem Herrn Vater in der Seligkeit vorgegangen, der eine Sohn aber, nemlich 

Herr Caspar Christian Schamberg, Bürger und Handelsmann, wie auch Stadt=Fähndrich 

in Naumburg, hat erst Anno 1702, nachdem er vorhero aus der mit Frau Dorothea, 

bgebohrnen Leyserin, getroffenen Ehe, zwey Enckelin, davon aber nur eine Tochter, 

Nahmens Dorothea Maria, noch am Leben, dieses Zeitliche gesegnet, die übrigen aber 

so noch am Leben, sind // [p. 9] älteste Sohn, Herr Doctor Johann Christian Schamberg, 

Anatomiae & Chirurgiae Professor Publ. Ordinarius, wie auch der Medicinischen 

Facultät Assessor, aus dessen erster Ehe mit Tit. Frau Anna Susanna Falcknerin seliger, 

Tit. Herrrn Bürgermeister D. Johann Friedrich Falckners sel. jüngsten Jungfer Tochter, 

der Herr Groß=Vater nur eine eintzige, und noch dazu todt=gebohrne Tochter, aus der 

andern aber noch währenden Ehe, mit Frauen Catharinen Elisabeth Schacherin, Tit. 

Herrn Stadt=Richter D. Christoph Hartmann Schachers des Aeltern sel. Jungfer Tochter, 

acht Söhne und zwey Töchter, darvon aber nur drey Söhne, nemlich Caspar Friedrich, 

Christian Gottfried und Gothels Abraham, und eine Tochter, Christiana Elisabeth, noch 

am Leben, zu grossem und besonderen Vergnügen in seinem Alter erlebet. 

Ingleichen der jüngste Sohn, Herr Gottfried Christian Schamberg, Handelsmann 

allhier, so noch unverehlichet, und dann die Frau Tochter, Frau Johanna Dorothea, Tit. 

Herrn Johann David Nierts, Seiner Königlichen Majestät in Pohlen und Churfürstlichen 
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Durchlauchtigkeit zu Sachsen hoch=bestalt=gewesenen Kriegs=Commissarii, // [p. 10] 

Ober=Accis-Inspectoris und vornehmen Handelsmanns in Großen Häyn sel. 

hinterlassene Frau Witwe, aus welcher Ehe der Herr Groß=Vater sieben Kindes=Kinder, 

davon aber auch nur noch fünff Töchter, nemlich Jungfer Johanne Wilhelmina, Johanna 

Elisabeth, Johanna Friderica, Johanna Dorothea und Johanna Charlotta sich am Leben 

befinden, geyehlt. Inywischen da es dem gütigen Rahtschluß des himmlischen Vaters 

gefallen, unsern Selig=Verstorbenen zum andernmahl durch seliges Absterben dieser 

seiner andern Ehe=Liebsten in den betrübten Wittwer=Stand zu setzen, hat er sich zum 

driten mahl den 18 Augustie Anno 1685 in ein Christlich Ehe=Verlöbniß eingelassen 

mit Frau Euphrosinen, gebohrnen Kleinauin, Herrn Gottfried Schleichers, fürnehmen 

Handelsmanns sel. hinterlassenen Frau Wittwe, mit welcher er zwar eine vergnügte, 

iedoch gantz unfruchtbare und sehr kurtze Ehe besessen, indem ihm dieselbe den 21 

Maji Anno 1688 abermahl durch den zeitlichen Todt von seiner Seite gerissen. 

Was sonsten im übrigen des Selig=Verstorbenen viele und mancherley Glücks= und 

Unglücks=Fälle zu Land und zu Wasse, die mancherley // [p.11] Unpäßlichkeiten und 

Kranckheiten des Leibes, wie auch die Pflichten seines Christenthums betrifft, wird um 

so viel weniger hier weitläufftig zu beschreiben nöthig seyn, nachdem dieselbe theils 

bereits oben mit wenigen berühret, theils Männiglich dieses Orths, woselbst er sich nach 

seiner Zurückkunfft aus Ost=Indien nun so viel lange Jahre, die ihm der Höchste nach 

seiner väterlichen Güte gegönnet, beständig auffgehalten, sattsam und zur Gnüge 

bekandt. 

Nur seinen seligen Abschied aus dieser Welt noch mit wenigen zu berühren, so ist er 

bey zwey Jahren her mit unterschiedlichen Leibes=Schwachheiten, iedoch noch immer 

dergestalt befallen worden, daß er dabey den öffentlichen Gottesdienst nach seiner 

Gewonheit besuchen, und das eintzige Vergnügen seines Alters, vornehmlich das fast 

einige Plaisir in seinem von ihm selbst wohl angelegten Vorwercke, Sommer= und 

Winters=Zeit, dennoch genießen können; Allein nachdem er am verwichenen heiligen 

Oster-Feyertagen, als er am Palm-Sonntage vorher noch bey so guten Kräfften war, daß 

er bey öffentlicher Gemeine als ein würdiger Tisch-Gast seines Jesu, bey seiner Tafel 
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erscheinen können, einiger maßen von seinem auch sonst bißweilen // [p.12] ihn 

incommodirenden Podagra, beunruhiget worden, überfiel ihn bey der Abend-Mahlzeit 

am dritten heiligen Oster-Tage unvermuthet und plötzlich ein Affectus Apoplecticus, 

welcher sich auch Mittewochs darauff zwischen zehen und eilff Uhr Vormittags, noch 

hefftiger als vorher, wiederum einstellete, auch eine betrübte Würckung, nemlich die 

Lähmung der rechten Seite, und gäntzliche Prostationem omnium Virium nach sich ließ. 

Ob nun wohl mit den heilsamsten Medicamentis und guten Stärckungen diesem 

unvermutheten Anfall nach allen Vermögen begegnet wurde, so konte sich die einmahl 

allzusehr geschwächte Natur nicht wiederum recolligiren.  

Dannenhero, weil der Selige wohl merckte, daß sein Lebens-Ziel nunmehro da, und 

die Stunde seines Abschiedes und Himmels-Reise vorhanden, erwartete Derselbige 

dieses sein seliges Simeons-Stündlein2 nicht nur mit Geduld, sondern bereitete sich 

auch noch zu denselbigen, Christ-gewöhnlicher maßen, mit andächtigen Singen und 

Beten, in welcher seligen Vorbereitungs-Pflicht ihm so wohl sein Herr Beicht-Vater, als 

auch seine nahe Anverwandten, und andre Christliche Freunde allen möglichsten // 

[p.13] Beystand leisteten; Welches ihr andächtiges und ernstlich Thränen-Gebet der 

gütige Gott auch gar bald in Gnaden erhöret, und nachdem der Selige kaum zwey Tage 

auff seinem Siech- und Sterbe-Bette in solcher heiligen Arbeit, wiewohl fast ohne allen 

Schmertzen, die Ankunfft seiner Erlösers erwartet, hat ihn dieser endlich am 

verwichenen Donnerstage Abends drey Viertheil auf neun Uhr, mitten unter 

andächtigen Gebet und Singen der Umstehenden, sanfft und selig von dem Leibe dieses 

Todtes erlöset, als er in demselbigen von seinem Gott die sehr rare und nicht so 

gewöhnliche Gnade erhalten, daß seine Lebens-Jahre noch über Mosis ordentlich 

                                                

2  ルカの福音書（２、２５～３３）によれば、エルサレムに信仰深い人でシメオンという名の
人がいた。彼に「主のつかわす救主に合うむでは死ぬことはない」と聖霊が告げた。その後、
彼は幼子イエスに出会い、その子を腕に抱き言った「この僕を安らかに去らせて下さいむす、
私の目が今あなたの救いを見たのですから」。Simeonsstündleinは救世主との出会いと、それ
に続く安らかな死を意味するのだろう。 
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gesetztes Ziel hinaus gerücket worden,3 indem er sein Alter gebracht auff drey und 

achtzig Jahre, weniger fünff Monath. 

 

 

 

                                                

3  ここで言っているのは「モーゼの祈り」（詩篇９０）のことで、「われらの年の尽きるのは、
ひと息のようです。われらのよわいは７０年にすぎません。あるいは健やかであっても８０
年でしょう。」 
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【資料３】 Ｃ・ヘルス『外科学の試験』（１６４５年

刊）：目次  

Examen der Chyrvrgie, By een vergadert Door Mr. Cornelis Herls zal: in 

sijn leven Chyrurgijn der vermaerde Coopstadt Middelburgh in Zeelandt. 

Seer nut ende dienstelijck alle jonge Chyrurgijns ende insoderheyt die haer 

begeven na Oost ofte West-Indien. Den derden Druck, van veele fauten 

ghesuyvert. t’ Amsterdam [...] Broer Jansz [...] 1645. 

 

[Dat eerste Deel der Anatomie] 

CAP. I  Vande Definitie der Chyrurgie ende van hare afdeelinghe. 7 

CAP. II. Vande nutticheyt der Anatomie ende vande afdeelinge des menschen Lichaem 

int generael 11 

CAP. III. Vande afdeelinge in similare, dissimilare deelen, ende vande Huyt. 14 

CAP. IV. Van de membranen, van het vleesch ende musculen. 18 

CAP. V. Van de Fibren, senuen, aderen, ende arterien. 22 

CAP. VI. Van de beenen ende hare ’tsaem-voeginghe, van de kraeck-beenen, 

ligamenten, ende tendonen. 25 

CAP. VII. Van de generale afdeelinge des gheheelen Lichaems. 30 

CAP. VIII. Van de afdeelinge des hoofts ende van de uytvvendige beelen tot 

het beckeneel toe. 31 
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CAP. IX. Van de verdeelinge des beckeneels, van syn beenen ende commissuren.

 35 

CAP. X. Van de gehoudene deelen des hooftsende van de hersenen. 38 

CAP. XI. Van het cerebellum, vermiformis, rete mirabile, infundibulum, glandula 

pituitaria, conarium, nates, ende testes cerebri. 41 

CAP. XII. Van de seven paer senuen der hersenen. 44 

CAP. XIII. Van de aderen, arterien, die binnen het beckeneel loopen. 46 

CAP. XIIII. Van de afdeelinge des aengesicht, ende van het voorhooft. 48 

CAP. XV. Vande ooge ende haer afdeelinge.  51 

CAP. XVI. Van de membranen der oogen. 53 

CAP. XVII. Vande humeuren der oogen, vande seven musculen, aderen, arterien, 

vet ende clieren. 55 

CAP. XVIII. Vande neuse. 59 

CAP. XIX. Vande ooren ende hare afdeelinge, ende vande membrana 

tympanum. 62 

CAP. XX. Vande aengeboren lucht, ende vande hollicheyt inde ooren, ende 

vande senue des gehoots, aderen ende arterien. 65 

CAP. XXI. Vanden mont ende sijne afdeelinge. 68 

CAP. XXII. Vande kaec-beenen, aderen, arterien, senuen, ende glandulen.

 74 

CAP. XXIII. Vande inwendige deelen des monts, vande tanden, van het palatum 

vande fances vuula ende tonsillen. 76 

CAP. XXIV. Vande tonge ende haer musculen, ende van het os hyoides ende 

sijne musculen, voorts vande aderen, arterien, ende senuen binnen inden mont. 80 

CAP. XXV. Vanden hals, ende vande musculen die het hooft ende den hals 

bewegen. 83 

CAP. XXVI. Vande ligamenten, aderen, ende arterien des hals, oock vande 

wederkeerende senuen. 87 

CAP. XXVII. Vande beenderen des hals, ende van het rugge-marck. 90 

CAP.XXVIII. Vande senuen des hals. 93 
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CAP. XXIX. Vande inwendige deelen des hals, ende eerst vande aspera arteria, 

vande larinx ende sijne musculen. 95 

CAP. XXX. Van de epiglottis ende æsophagus. 99 

Dat tweede Deel der Anatomie: 

CAP. I. Vande afdeelinghe der borst, ende vande borsten der vrouwen. 101 

CAP. II. Van de musculen der borst. 106 

CAP. III. Van de beenderen der borst, ende eerst vande claviculen, ende Metaphrene.

 112 

CAP. IIII. Van de ribben, van het sternon ofte borst-been, ende van de 

cartilago ensiformis. 116 

CAP. V. Van de seven der metaphrenen, ende van de membrana pleura 118 

CAP. VI. Van de gehoudene deelen der borst, van het mediastinum, van den thymus, 

van de aspera arteria, ende van den aesophagus. 120 

CAP. VII. Vande loose ende het pericardium. 122 

CAP. VIII. Van het herte ende syn uytwendighe deelen ende oock inwendighe.

 125 

CAP. IX. Vande aderen binnen inde borst. 130 

CAP. X. Vande arterien binnen inde borst. 134 

CAP. XI. Vande senuen binnen inden borst. 138 

Het derde deel [der Anatomie]: 

CAP. I. Vande buyck, ende vande afdeelinge des buyckx. 139 

CAP. II. Vande musculen des buyckx ende witte linie. 141 

CAP. III. Vande musculen der lendenen. 144 

CAP. VI. Vande beenderen des buyckx.146 

CAP. V. Vande senuen des buyckx. 150 

CAP. VI. Vande uytwendighe aderen des buyckx. 152 

CAP. VII. Vande nytwendighe arterien des buyckx ende van het peritonæum

 153 

CAP. VIII. Van het omentum ende vande maghe. 156 
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CAP. IX. Vande darmen ende van het mesenterium. 159 

CAP. X. Van het pancreas, lever, galle, blase, milte, ende vas breve. 163 

CAP. XI. Vande vreteres ende nieren. 166 

CAP. XII. Van de blase. 168 

CAP. XIII. Vande aderen binnen inden buyck, ende eerst vande vane porta met 

haer verdeelinghe. 170 

CAP. XIV. Vande vena cava. 173 

CAP. XV. Vande arterie des buyckx. 176 

CAP. XVI. Vande senuen die inwendich inden buyck gevonden worden.

 178 

CAP. XVII. Vande vasa spermatica, testiculen ende prostates. 179 

CAP. XVIII. Vande mannelicke roede. 182 

CAP. XIX. Vande lijfmoeder ende haer appendentien. 184 

Dat vierde deel [der Anatomie]: 

CAP. I. Vande extremiteyten, vande afdeelinge des hants, int generael ende speciael.

 186 

CAP. II. vande beenen des hants int generael, ende vande beenen des opper-arms, ende 

onder-arms. 188 

CAP. III. Vande articulatie dese voorgaende beenen, en vande beenen van den carpus 

ende metacarpus. 190 

CAP. IIII. Vande beenen der vingeren, ende vande ligamenten deser 

voorgenoemde beenderen. 193 

CAP. V. Vande musculen des opper-arms. 195 

CAP. VI. Van de musculen der elleboghe. 199 

CAP. VII. Vande musculen die den onder-arm ende de hant roeren. 201 

CAP. VIII. Van de musculen des hants die musculi carpi ghenaemt worden.

 203 

CAP. IX. Vande musculen der vijf vingheren. 204 

CAP. X. Vande aderen, arterien, ende senuen des hants int generael. 208 
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CAP. XI. Vande voeten ende hare afdeelinghe, oock van het os faemoris. 211 

CAP. XII. Vande tibia. 214 

CAP. XIII. Vande beenen des voets. 216 

CAP. XIV. Vande ligamenten des voets. 218 

CAP, XV. Vande musculen der heupe. 220 

CAP. XVI. Vande musculen der knie. 223 

CAP. XVII. Vande musculen des voets. 226 

CAP. XVIII. Vande musculen der teenen. 229 

CAP. XIX. Vande aderen des voets. 231 

CAP. XX. Vande arterien des voets van boven tot beneden. 233 

CAP. XXI. Vande senuen des voets, van boven tot beneden. 235 

Dat tweede deel 

 CAP. I. Vande natuerelicke dinghen. 236 

CAP. II. Vande elementen. 238 

CAP. III. Vande temperamenten. 239 

CAP. IV. Vande partijen des lichaems. 241 

CAP. V. Vande humeuren. 243 

CAP. VI. Vande afdeelinghe der vier humeuren. 245 

CAP. VII. Vande spiritus ofte geesten. 249 

CAP. VII. Vande faculteyten. 250 

CAP. IX. Vande dinghen die aende natuerlijcke dependeren. 253 

CAP. X. Vande niet natuerelicke dinghen. 256 

CAP. XI. Vande dingen tegen natuere. 258 

Dat derde deel 

CAP. I. Vande tumeuren of apostemen  265 

CAP. II. Vande tumeuren of apostemen. 266 

CAP. III. Vande differentie der apostemen. 268 

CAP. III. Vande oorsaecken vande apostemen. 271 

CAP. V. Vande teeckenen ende tijden der apostemen. 273 
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CAP. VI. Vande termijnen der apostemen. 275 

CAP. VII. Vande curative intentien om de apostemen te cureren. 278 

CAP. IX. Vande repellerende, resolverende, ende maturerende medicamenten, hoe ende 

op wat manieren men die gebruycken moet om de voorgaende intentien te volbrengen.

 281 

CAP. X. Van het openen der apostemen. 285 

CAP. II. Vande cure der apostemen naer dat sy geopent zijn. 287 

CAP. XII. Vande phlegmone. 289 

CAP. XIII. Van het erisipelas. 296 

CAP. XIV. Van de oedema. 299 

CAP. XV. Vande wintachtige ende waterachtige geswellen. 302 

CAP. XVI. Vande ander soorten der geswellen onder het oedema begrepen.

 305 

CAP. XVII. Van den schirrus. 306 

CAP. XVIII. Vanden kancker. 311 

Dat vierde deel 

CAP. I. Van de wonden. 315 

CAP. II. Vande teeckenen der wonde, ende hare oorsaecken. 317 

CAP. III. Vande ghenesinghe der wonden. 319 

CAP. IIII. Vande derde intentie tot de cure der wonde. 322 

CAP. V. Vande vierde intentie te volbrengen tot de cure der wonde. 327 

CAP. VI. Om de vijfde intentie te volbrengen, namelick om de Wonde te genesen, ende 

toe te heelen. 329 

CAP. VII. Om de seste intentie te volbrengen, namelijck om de accidenten te 

genesen die by de wonden vallen. 331 

CAP. VIII. Vande extirpatien ende hoe die geschiet. 337 

CAP. IX. Van het trepaneren ende de wonde des hoofts met fracture. 339 

CAP. X. Van de gheschoten wonde. 346 
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Dat vijfde deel 

CAP. I. Vande ulceratien ende hare differentien. 353 

CAP. II. Vande differentien der gecomponeerde ulceratien. 357 

CAP. III. Vande oorsaecke ende cure der ulceratie, 359 

Dat seste deel 

CAP. I. Vande fracturen, vande differentien ende oorsaken tekenen der fracturen.

 361 

CAP. II. Vande genesinge der fracturen. 363 

Het sevenste deel 

CAP. I. Vande dislocatien, vande definitien, differentien, oorsaken ende genesinge der 

dislocatien. 367 

Dat achtste Deel 

CAP. I. Van de peste.  369 
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【資料４】 Ｗ・バイレフェルトの出納簿（１６５０年） 

Nationaal Archief, NFJ no. 1168 (b)   

 

Reeckeningh ende specificatie van d’ongelden gedaan bij den 

coopman Willem Bijlvelt met den vuerwerker ende chirurgijn 

mitsgaders noch een corporaal naar ’t afreijzen vanden gezande, 

ende ’t opperhooft d’Heeren Andries Frisius, ende Anthonio van 

Brouckhorst, ten begeren van den kaijzar ende de rijcks raden van 

Japan om eenige mortiers te schieten als andersints, in Jedo 

verbleven.do.    

Ao 1650 ady 16 April    

aen de volgende Japanders om redenen dat met bovensz vier 

Nederlanders in Jedo sullen verblijven voor hare te doenen dienst op 

nieuws door den E. Brouckhorst toegeleijt ende betaalt als te weten    

1 gesworen tolck Th: 100.-.-. 

1 onder bongioes ende 1 sackanen bereijder ijder Th 20 -.- "  40.-.-. 

6 dinaren waer onder kock en wasser van de Nederlanders à 15 Th 

ijdr "  90.-.-. 

9 Japanders hebben ontvangen  " 230.-.-. 

17 do   

aen 1 comptoirken om schrijff goet als anders in te bergen  Th: 2.5.-. 

20 catty bruijnne suijcker om bier van te setten " 2.-.-. 

1 catty note muscaten " -.5.5. 

aen de volgende Japanders om redenen dat met bovensz vier     
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Nederlanders in Jedo sullen verblijven voor hare te doenen dienst op 

nieuws door den E. Brouckhorst toegeleijt ende betaalt als te weten 

1 catty peper " -.2.4. 

1 @ grove kangangh tot vadoecken " -.3.5. 

 " 5.6.4. 

29. do   

aen partij fijoel blommen tot maeken van ciroop  Th: -.4.5 

2 catty witte suijker in de selve verbruijcken " -.2.3 

 "  -.6.8. 

ulto do   

aen 17 daghuren van norimondragers daar mede den tolck ende 

bongioes, met den chirurgijn bij verscheijde gebreeckelijcke 

personen om te genesen als anderssints dese verlopen halve maand 

dagelijcks sijn uijt geweest compt gezamentlijck Th: 2.9.3 

voor 9 daghuren van paarden, met den bongioes tot jdem, waar onder 

gereeckent vier, daar mede de Nederlanders door last van Sickingodo 

21e deser om van den kaijzar gezien te worden ten huijze van den 

raadsheer Sanneckesamme souden sijn gereden,dogh niet geschiet, 

echter moeten betaalt worden " 8.5.- 

 " 11.4.3 

ady. 5. Maij   

aen porceleijn voor de taefel Th: -.5.2. 

6. do   

aen 2 pampiere lantarens  " -.7.6. 

9. do   
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aen 20 catty suijcker om bier van te setten ende 1 balij daar toe " 2.3.5 

11. do   

aen 3 catty witte do ende 1 do toeback tot onthalingh van d’ 

besouck" " -.6.- 

16. do   

aen huer van 5 paerden daar de gereetschapen, ende ’t bosse kruijt 

van den vuerwercker mede op een ander plaats verzeeckerden ende 

brand vrij uijt onse herbergh sijn over gedragen " 1.5.- 

18. do   

aen 1 catty peper Th: .2.4. 

1 do canneel  " .8. 

 " 1.-.4. 

20. do   

aen Japans schrijff pampier " 1.5.6. 

28. do   

aen 12 paar taapjens voor de presente Nederlanders à 42 condr ’t 

paar " 5.-.4. 

29. do   

aen 20 catty bruijne suijcker om bier van te setten " 2.-.- 

ulto do   

aen 43 daghhuren van norimondragers met den chirurgen, 

vuerwercker, als anderen, nevens onsen tolck ende bongioes dese 

verlopen maand Maij, daar te doen hebben gehadt uijt geweest compt 

gezamentlijck Th: 7.-.6. 

6 paarden daghhuren met den bongioes ten eijnde voorz." " 6.-.- 
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  13.-.6 

5. Junij   

aen 50 dagen costgelt voor 19 soo Nederlanders als 

Japanders ’tzedert 16 april passado dat onse overhoofden bennen 

vertrocken, ende ons den waard Gennemondo4  geschaft heeft tot 

heden wij op ’s kaijzers tractement eijgen tafel hebben beginnen te 

houden, namentlijck   

4 Nederlanders à 15 ms ijdr ’s daaghs Th: 300.-.- 

1 tolck ende 1 bongioes à 5 ms ijder " 50.-.- 

13 dinaars, so van de Hollanders tolck ende bongioes als 2 

huerlingen tot hulp van de kocx daar onder gereeckend à 3 ms de 

man " 195.-.-. 

19 persoonen hebben in 50 dagen verteert  545.. 

_do   

aen 2 wilden eijndvogels Th: -.7.6. 

6 stx duijven " -.7.8. 

2 stx velthoenders " -.3.-. 

versche vis  " 1.3.5. 

kleijn gebeent " -.6.2. 

100 eijers " -.7.-. 

groente ende fruijt " -.7.-. 

sout ende 1 gantangh asijn  " -.1.1. 

1 balijtje soije " -.5.-. 

                                                

4  源右衛門殿 



 

 

- 127 - 

39 gantingh sackij " 3.9.- 

25 catty suijcker om bier te setten " 2.5.- 

2 rijff schotels " -.1.6 

1 copere jaquan " -.2.- 

houtscolen " 1.7.- 

50 bossen brandhout  " 1.7.- 

2 gantingh lamp olij " -.4.8. 

50 stx kaersen  " 2.7.5 

1 kitazol " -.1.4 

4 kopers nabij keteltjens " -.4.6 

  19.8.1 

6. do   

aen 4 stx duijven Th: -.5.2 

3 stx velthoender " -.4.5 

versche vis " -.9.1 

2 stx hoenders " -.2.6 

2 schaflepels " -.2.4 

1 grove kangangh om in de keucken te gebruijcken " -.3.5 

9 gantangh asijn " -.4.5 

 " 3.1.8. 

7. do   

aen 2 stx eijndvogels Th: -.6.8. 

2 stx veldhoenders " -.3.- 

versche vis " -.8.1 
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groente " -.3.-. 

 " .2.-.9. 

8. do   

aen 7 stx duijven " -.9.1. 

1 wilde eijndvoogel " -.3.- 

1 veldhoen " -.1.5 

100 stx eijeren " -.7.- 

2 stx tamme eenden  " -.5.- 

Japanse saccanen in een siouback " -.8.5 

groente ende fruijt " -.2.2. 

versche vis " 1.4.2 

 " .5.-.5. 

9. do   

aen 8 stx duijven Th: -.9.1. 

2 stx wilde eijndvogels " -.6.8. 

versche vis " -.6.5. 

5 stx hoenders " -.7.5. 

groente ende fruijt " -.3.7. 

sout voor de taefel " -.3.5. 

 " .3.7.1. 

10. do   

aen 7 stx duijven Th: -.9.1 

1 velthoen " -.1.5 

versche vis " -.9.4 
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groente " -.1.7 

houtscolen " 1.7.- 

brandhoudt " 1.7.2 

lamp olij " -.4.5. 

 " 6.-.4. 

11. do   

aen 2 stx wilde eijndvogels Th:- .7.6 

3 stx duijven " -.3.9. 

versche vis " 1.3.6 

groente ende fruijt " -.7.5 

   3.2.6. 

12. do   

aen 3 stx quartels Th: .4.2 

versche vis " -.8.1 

groente ende fruijt " -.5.1 

  1.7.4. 

13. do   

aen 1 wilde eijndvogel Th: -.3.8 

3 stx duijven " -.4.2 

versche vis " 1.9.5 

groente ende Japanse sackanen " 1.1.5 

100 eijers " -.7.- 

3 stx hoenders " -.4.5. 

   5.-.5. 
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14. do   

aen 2 stx wilde eijndvogels Th: -.7.6. 

5 stx duijven " -.7.- 

verse vis, oessters, en garnaat " 1.8.5 

groente ende fruijt " -.4.- 

1 balij sioije " -.7.6 

   4.4.7. 

15. do   

aen 2 wilde eijndvogels Th:- .7.- 

1 hoen " -.1.6. 

1 tamme eend " -.2.-. 

versche vis " 1.3.3. 

groente ende fruijt " -.6.- 

   2.9.9. 

16. do   

aen 2 stx hoenders Th:  -.4.5. 

versche vis " 1.7.4. 

groente ende fruijt " -.6.2. 

101/2 gantangh missouw " -.8.-. 

24 gantingh rijs " 1.-.-. 

39 gantingh sackij " 3.9.-. 

75 stx versche brooden à 2 condr ijder " 1.5.-. 

6 houte balies om voor de kock te gebruijcken " -.9.1. 

  11.1.7. 
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17. do   

aen 4 stx duijven Th: -.3.3. 

1 eijndvogel " -.2.-. 

1 hoen " -.1.5 

versche vis " 1.1.9. 

groente ende fruijt " -.2.5. 

   2.1.2. 

18. do   

aen 2 stx hoenders Th:  -.2.6. 

versche vis " 1.1.9. 

100 eijers " -.3.5. 

groente ende fruijt " -.6.2. 

   2.4.2. 

19. do   

aen 1 eijndvogel Th: -.2.6. 

2 stx hoenders " -.2.6. 

versche vis " 1.3.-. 

groente ende fruijt " -.4.5. 

  2.2.7. 

20. do   

aen 1 hoen Th: -.1.5. 

1 eijndvogel " -.2.6. 

3 stx duijven " -.3.9. 

versche vis " 1.2.5. 
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groente ende fruijt " -.5.9. 

11/2 gantangh witte missouw " -.1.3. 

   2.7.7. 

21. do   

aen 2 stx hoenders Th: -.3.-. 

1 eijndvogel " -.2.6. 

versche vis " 1.1.-. 

2 gantangh paddestoelen " -.2.1. 

groente ende fruijt " -.5.8. 

  2.4.5. 

22. do   

aen 1 wilde eijndvogel Th: -.3.9. 

3 stx duijven " -.3.9. 

2 stx tamme eijndvogel " -.5.2. 

versse vis " -.9.1. 

groente ende fruijt " -.3.2. 

5 gantingh asijn " -.2.5. 

1 balietje connemonne " -.3.3. 

   3.-.9. 

23. do   

aen 2 stx hoenders Th: -.2.8. 

versse vis " 1.1.-. 

5 gantingh soije " -.4.3. 

groente fruijt, ende witte miessouw " -.4.6. 
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 "  2.2.7. 

24. do   

aen 3 stx duijven Th: -.3.9. 

versche vis " 1.-.-. 

groente ende fruijt "  -.3.6. 

   

25. do   

aen 3 stx duijven Th:  -.3.9. 

1 hoen "  -.1.5. 

versse vis " -.5.7. 

100 eijeren " -.3.5. 

groente ende fruijt " -.3.-. 

1 vercken " 3.3.-. 

22 catty suijcker om bier te setten " 2.2.2. 

50 gantangh sackij " 4.4.-. 

30 gantingh rijs " 1.5.-. 

90 versche brooden " 1.8.-. 

toeback en tzia om de besouckende man me’t onthalden " -.3.8. 

90 stx kaersen " 3.5.5. 

5 gantingh lamp olij " 1.2.-. 

2 kocks messen " -.6.-. 

2 siften " -.1.5. 

170 bos brandhout " 5.1.8. 

’t verstellen van 22 pampire norimons " 1.6.-. 
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3 paar taapiens voor den chirurgijn "  1.2.9. 

  28.9.3. 

26. do   

aen 2 stx hoenders Th:  -.2.9. 

versche vis " -.5.4. 

groente ende fruijt " -.3.5. 

   1.1.8. 

27. do   

aen 1 hoen Th:  -.1.5. 

1 eijndvogel " -.2.6. 

3 stx duijven " -.3.6. 

versche vis " -.4.4. 

5 gantangh asijn " -.2.5. 

   1.7.7. 

28. do   

aen 1 wilde eijndvogel Th:  -.3.5. 

2 velthoenders " -.2.8. 

1 tamme entvogel " -.2.6. 

versche vis " -.6.7. 

groente ende fruijt " -.3.5. 

   1.9.1. 

29. do   

aen 1 eijndvogel Th: -.2.6. 

2 stx veldhoenders " -.2.9. 
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3 stx duijven " -.3.6. 

versche vis " -.3.9. 

groente ende fruijt " -.3.6. 

2 gantangh lamp olij " -.4.8. 

   2.1.4. 

ulto do   

aen 1 hoen Th:  -.1.4. 

5 stx duijven " -.6.2. 

versche vis " -.6.-. 

groente ende fruijt " -.2.-. 

18 stx versche brooden " -.3.6. 

9 gantangh sackij " -.9.2. 

6 catty suijcker om bier van te setten " -.6.-. 

  3.2.4. 

_do   

aen 26 dagen kostgeld voor 17 Japanders ’tzedert 5e tot dato dezer te 

weten   

1 tolck ende 1 bongioes à 3 ms ijder ’s daags Th: 15.6.-. 

4 dienaars ende 1 kock van de selven, 1 wasser, 1 kock en 4 dinaars 

van de Hollanders à 2 ms ijder "  57.2.-. 

4 huerlingen tot hulp van de kocx à 11/2 ms ijdr " 15.6.-. 

17 Japanders genieten aan kostgeld Th: 88.4.-. 

   

59 daghhuren van norimondragers met den chirurgijn, tolck ende Th: 10.6.3. 
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bongioes als anderen dese verlopen maand, daar te doen hebben 

gehad uijt geweest 

7 dagh huren van paerden tot jdem 7.-.-.  17.6.3. 

  106.-.3. 

   

1. Julij   

aen 3 stx hoenders Th: -.4.5. 

3 do  duijven " -.3.6. 

versche vis " -.4.6. 

groente ende fruijt " -.2.3. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

   2.2.- 

2. do   

aen 2 stx hoenders Th: -.2.8. 

1 eijndvogel " -.2.6. 

1 velthoen " -.1.4. 

versche vis " -.3.8. 

groente ende fruijt " -.2.-. 

   1.2.6. 

3 do   

aen 3 stx hoenders Th: -.4.8. 

1 velthoen " -.1.4. 

3 stx duijven " -.3.6. 

versche vis " -.5.7. 
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groente ende fruijt " -.2.9. 

100 eijers " -.3.6. 

   2.2.-. 

4 do   

aen 1 eijndvogel Th: -.2.6. 

4 stx duijven " -.4.8. 

2 stx hoenders " -.3.2. 

1 velthoen " -.1.3. 

versche vis " -.7.5. 

groente ende fruijt " -.3.4. 

102 bos brandhout " 2.5.9. 

22 korven houtscolen " 1.6.5. 

   6.5.2. 

5 do   

aen 1 vercken Th: 5.-.-. 

4 stx duijven " -.4.8. 

1 wilde eijndvogel " -.3.8. 

2 stx hoenders " -.2.8. 

1 tamme eijndvogel " -.2.-. 

versche vis " -.5.2. 

groente ende fruijt " -.2.6 

2 gantangh traan " -.4.8. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

   8.3.-. 
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6 do   

aen 3 stx hoenders Th: -.4.2. 

3 stx duijven " -.3.6. 

versche vis " -.4.8. 

groente ende fruijt " -.3.6. 

   1.6.2. 

7 do   

aen 2 stx hoenders Th: -.3.2. 

1 velthoen " -.1.4. 

versche vis " -.4.8. 

groente ende fruijt " -.2.8. 

5 gantingh asijn " -.2.5. 

8 gantingh sioije " -.4.5. 

   1.9.2. 

8 do   

aen 11 stx hoenders Th: 1.4.3. 

versche vis " -.5.3. 

groente ende fruijt " -.4.9. 

   2.4.5. 

9 do   

aen 2 tamme eijndvogels Th: -.5.-. 

versche vis " -.3.2. 

groente ende fruijt " -.1.2. 

20 stx kaersen " -.7.-. 



 

 

- 139 - 

100 eijeren " -.3.8. 

   2.-.2. 

10 do   

aen 2 stx hoenders Th: -.3.2. 

aen 2 stx eijndvogels Th: -.5.-. 

versche vis " -.4.9. 

groente ende fruijt " -.2.8. 

42 catty suijcker om bier van te setten " 4.2.-. 

  5.4.7. 

11 do   

aen versche vis garnaat, sekat, klipkons &a Th: 5.3.-. 

verscheijde groente " 1.7.-. 

miesouw ende connemonne " -.5.5. 

rijs ende boentjens, tot moetsjens " -.2.3. 

2 bereijde sioubacken " 2.4.5. 

5 stx veldhoenders " -.7.-. 

25 gantangh sackij " 2.1.3. 

7 stx stroomatten " -.1.7. 

  13.2.3. 

12 do   

aen 4 stx duijven Th: -.4.8. 

1 veldhoen " -.1.4. 

versche vis " -.6.5. 

groente ende fruijt " -.4.9. 
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2 gantangh lamp olij " -.4.8. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

100 bos branthout " 2.5.8. 

  5.5.2. 

13 do   

aen 12 stx hoenders Th: 1.6.8. 

3 stx duijven " -.3.6. 

50 stx eijers " -.2.-. 

versche vis " -.4.7. 

groente ende fruijt " -.3.3. 

22 korven houtscolen " 1.6.5. 

  4.6.9. 

   

14 do   

aen versche vis Th: -.4.5. 

groente ende fruijt " -.6.1. 

3 catty witte suijcker " -.3.5. 

4 stx kenippe pavilliounen voor de presente Nederlanders gegens de 

temtatie der muggen costen " 12.5.-. 

  13.9.1. 

15 do   

aen 8 stx eijndvogels Th: 1.7.-. 

versche vis " -.4.9. 

groente ende fruijt " -.4.9. 
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  2.6.8. 

16. do   

aen versche vis Th: -.3.7. 

groente ende fruijt " -.2.7. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

1 catty peper " -.2.-. 

  1.5.4. 

17. do   

aen 3 stx hoenders Th: -.4.5. 

versche vis " -.5.7. 

groente ende fruijt " -.3.8. 

  1.4.-. 

18. do   

aen 8 stx hoenders Th: -.9.6. 

4 stx duijven " -.4.8. 

groente ende fruijt " -.3.6. 

versche vis " -.4.5. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

100 eijeren " -.4.5. 

 3.4.-  

19. do   

aen versche vis Th: -.6.2. 

groente ende fruijt " -.2.1. 

40 gantingh arak om over te halen ende de besoucken Japanders " 10.-.-. 
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mede te tracteren, à 25 condr ijder 

1/2 catty canneel " -.8.-. 

2 catty swaarte grioffel nagelen " -.2.-. 

1 catty kalmus " -.-.8. 

2 catty schwaarte kardamon " -.1.2. 

3 kattij witte suijcker " -.2.3. 

  12.2.6. 

20. do   

aen 4 stx eijndvogels Th: 1.-.-. 

versche vis " -.5.8. 

groente ende fruijt " -.2.8. 

160 stx versche brooden " 3.2.-. 

94 gantangh sackij " 8.3.-. 

  13.3.6. 

21. do   

aen 8 stx hoenders Th: 1.1.2. 

versche vis " -.4.8. 

groente ende fruijt " -.3.5. 

5 gantingh asijn " -.2.5. 

2 do traan " -.4.8. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  3.3.8. 

22. do   

aen versche vis Th: -.5.1. 
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groente ende fruijt " -.3.7. 

50 eijeren " -.2.-. 

2 picol sout " -.4.2. 

  1.5.-. 

23. do   

aen versche vis Th: -.5.2. 

groente ende fruijt " -.4.5. 

120 bos branthout " 3.1.-. 

31 korven houtscolen " 2.2.5. 

  6.3.2. 

24. do   

aen 8 stx hoenders Th: 1.1.2. 

3 stx duijven " -.3.6. 

versche vis, groente ende fruijt " -.8.3. 

den schipper van de schutbarck ten respecte ons uijt Osacca comen 

besoucken, sijnen dienst gepresenteert en briven mede afgenomen 

heeft, vereert " 2.-.-. 

  4.2.1. 

25. do   

aen 4 stx eijndvogels Th: 1.-.2. 

versche vis " -.5.9. 

groente ende fruijt " -.4.7. 

100 stx eijers " -.6.-. 

  2.6.8. 
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26. do   

aen 14 stx hoenders Th: 2.1.-. 

3 stx duijven " -.3.6. 

versche vis " -.5.6. 

groente ende fruijt " -.3.8. 

100 eijers  -.4.-. 

 " 3.8.-. 

27. do   

aen 1 reijgertje Th: -.3.8. 

versche vis " -.4.9. 

groente ende fruijt " -.4.7. 

8 stx kennippe lijwaete katabers, aan de dienaars ten aanzien haar 

lange verblijfs alhier, vereert " 1-.-.-. 

  11.2.9. 

28. do   

aen versche vis Th: -.3.2. 

groente ende fruijt " -.5.4. 

5 gantangh asijn " -.2.5. 

  1.1.-. 

29. do   

aen versche vis Th: -.4.-. 

groente ende fruijt " -.4.1. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  1.5.1. 
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30. do   

aen 12 stx hoenders Th: 1.8.-. 

4 stx duijven " -.4.6. 

versche vis " -.4.1. 

groente ende fruijt " -.5.4. 

2 gantangh lamp olij " -.4.8. 

88 stx versche brooden " 1.7.6. 

58 gantingh sackij " 4.9.7. 

30 catty suijcker om bier te setten " 3.-.-. 

2 catty witte do in de kost te gebruijcken " -.2.3. 

1 nieuwe waeter balij, en verstellen van sommige oude " -.5.2. 

  14.1.7. 

ulto do   

aen 2 stx eijndvogels Th: -.5.-. 

verse vis " -.3.6. 

groente ende fruijt " -.4.3. 

  1.2.9. 

31 dagen kostgeld voor 17 Japanders ’tzedert primo tot dato dezer te 

weten   

1 tolck ende 1 bongioes à 3 ms ijdr ’s daaghs Th: 18.6.-. 

11 verscheijde dinaars à 2 ms ijdr " 68.2.-. 

4 huerlingen tot hulp van de kocx à 11/2 ms ijdr " 18.6.-. 

17 personen genieten voor 31 daegen aan kostgeld " 105.4.-. 
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74 daghhuren van norimondragers met den barbier, tolck, ende 

bongioes deze maand daar te doen hebben gehad uijt geweest, kompt 

gezamentlijck te belopen " 11.-.7. 

  117.7.6. 

ady pmo Augustij   

aen versche vis Th: -.5.-. 

groente ende fruijt " -.5.2. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  1.7.2. 

2. do   

aen 4 stx eijndvogels Th: 1.-.-. 

versse vis " -.3.7. 

groente ende fruijt " -.4.2. 

100 eijers " -.4.-. 

sout " -.1.6. 

  2.3.5. 

3. do   

aen 10 stx hoenders Th: 1.4.-. 

versche vis " -.5.-. 

groente ende fruijt " -.4.5. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  3.-.5. 

4. do   

aen 4 stx duijven Th: -.4.6. 
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versche vis " -.4.5. 

groente ende fruijt " -.4.2. 

  1.8.8. 

5. do   

aen versche vis Th: -.3.5. 

groente ende fruijt " -.5.2. 

1 bereijde siouback ende barckvraght waar mede den vuerwecker, 

nevens Sickingodo5, sijn tolck ende onsen meringe, ter plaatse daar 

zijn gereetschappen leggen, uijt is geweest " 1.4.1. 

  2.2.8. 

6. do   

aen de volgende Japanders voor hun te doenen dienst op’t aandrijven 

van den tolck Dimbe6 die sehgt hare verplichten tijt voor ’t jonghst 

genotene van den E. Brouckhorst den laasten der 6de Japanse mand 

ofte 29de Julij passado verstreecken is ende, noodwendigh nu 

wederom ander gewoonelijck loon hebben moeten, ten derde male 

betalt, als te weten   

1 onder bongios ofte waghter ende 1 Japansen kock ofte sackanen 

bereijdr à 20 Th: ijdr Th: 40.-.-. 

6 dinaren soo kock, wasser als andere van de Nederlanders ijder 15 

Thaijl " 90. -.-. 

8 Japanders uijt gereijckt " 130.-.-. 

                                                

5  筑後殿 = 井上筑後守政重 

6  猪股伝兵衛 
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13 stx hoenders " 1.9.5. 

versche vis " -.3.3. 

groente ende fruijt " -.4.6. 

5 gantangh asijn " -.2.5. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

120 bos brandhout " 3.-.-. 

 " 136.6.9. 

7. do   

aen versche vis Th: -.3.2. 

groente ende fruijt " -.5.3. 

2 gantingh lamp olij " -.4.8. 

  1.3.3. 

8. do   

aen 4 stx eijndvogels Th: 1.-.-. 

versche vis " -.4.1. 

groente ende fruijt " -.4.-. 

5 gantingh asijn " -.2.5. 

1 vercken " 4.9.6. 

  7.-.1. 

9. do   

aen versche vis Th: -.4.9. 

groente, fruijt ende zout " -.7.1. 

1 eet benten voor 10 persoonen " 12.5.8. 
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  13.7.8. 

10. do   

aen 13 stx hoenders Th: 1.9.5. 

versche vis " -.2.6. 

groente ende fruijt " -.2.9. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  3.2.-. 

11. do   

aen 4 stx eijndvogels Th: 1.-.-. 

versche vis " -.4.7. 

groente ende fruijt " -.5.7. 

2 houtte water scheppers " -.1.9. 

25 korven houtscolen " 2.5.-. 

  4.7.3. 

12. do   

aen versche vis Th: -.5.5. 

groente ende fruijt " -.4.4. 

  -.9.9. 

13. do   

aen versche vis Th: -.5.-. 

groente ende fruijt " -.4.3. 

6 paar taapiens voor den barbier en vuerwercker " 3.2.4. 

  4.1.7. 

14. do   
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aen 4 stx eijndvogels Th: 1.-.-. 

versche vis " -.3.1. 

groente ende fruijt " -.4.5. 

5 gantingh asijn " -.2.5. 

100 eijeren " -.4.-. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  3.1.1. 

15. do   

aen 5 stx hoenders Th: -.6.5. 

3 stx duijven " -.3.6. 

versche vis " -.2.5. 

groente ende fruijt " -.4.9. 

120 stx versche brooden " 2.4.-. 

35 catty swartte suijcker om bier van te setten " 3.5.-. 

4 catty witte do om in de kost te gebruijcken " -.4.6. 

1 catty peper " -.2.-. 

1 do noten muskaten " -.4.5. 

62 gantangh sackij " 5.9.-. 

  14.6.6. 

16. do   

aen versche vis Th: -.3.8. 

groente ende fruijt " -.5.1. 

2 gantingh lamp olij " -.4.8. 

  1.3.7. 
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17. do   

aen 10 stx hoenders Th: 1.5.-. 

groente ende fruijt " -.2.3. 

verse vis " -.4.1. 

  2.1.4. 

18. do   

aen 4 stx eijndvogels Th: 1.-.-. 

3 stx duijven " -.3.6. 

versche vis " -.3.5. 

groente ende fruijt " -.4.9. 

100 eijeren " -.4.-. 

sout " -.1.6. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

177 bos brandhout " 4.6.-. 

  8.6.-. 

19. do   

aen versche vis Th: -.4.9. 

groente ende fruijt " -.5.9. 

2 stx swartte katabers voor den corporaal Jan Smith om mede int 

kruijt te arbeijden " 1.5.-. 

  2.5.8. 

20. do   

aen 10 stx duijven Th: 1.1.-. 

versche vis " -.3.6. 
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groente ende fruijt " -.2.6. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  2.4.2. 

21. do   

aen 5 stx hoenders Th: -.7.5. 

versche vis " -.3.8. 

groente ende fruijt " -.4.7. 

  1.6.-. 

22. do   

aen versche vis Th: -.4.5. 

groente ende fruijt " -.8.8. 

  1.3.3. 

23. do   

aen 2 stx eijndvogels Th: -.5.-. 

versche vis " -.5.4. 

groente ende fruijt " -.3.4. 

100 stx eijers " -.4.5. 

  1.8.8. 

24. do   

aen 10 stx hoenders Th: 1.5.-. 

versche vis " -.5.1. 

groente ende fruijt " -.4.9. 

5 gantangh asijn " -.2.5. 

2 do traan " -.4.8. 
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20 stx kaersen " -.7.-. 

  3.8.7. 

25. do   

aen 2 stx duijven Th: -.2.4. 

versche vis " -.6.5. 

groente ende fruijt " -.4.7. 

  1.3.6. 

26. do   

aen 10 stx duijven Th: 1.1.-. 

versche vis " -.4.9. 

groente ende fruijt " -.5.-. 

30 korven houtscolen " 3.-.-. 

  5.-.9. 

27. do   

aen 12 stx hoenders Th: 1.8.-. 

1 eijndvogel " -.2.4. 

versche vis " -.5.4. 

groente ende fruijt " -.5.4. 

5 gantangh asijn " -.2.5. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  4.-.7. 

28 do   

aen versche vis Th: -.4.8. 

groente ende fruijt " -.3.6. 
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sout " -.1.6. 

50 stx eijeren " -.2.2. 

90 stx versse brooden " 1.8.-. 

50 gantingh sackij " 5.-.-. 

69 catty bruijne suijcker om bier te setten " 6.9.-. 

10 catty witte do om in de kost te gebruijcken " 1.1.-. 

  16.-.2. 

ulto do   

aen 31 dagen kostgeld voor 17 Japanders ’tzedert prmo tot heden te 

weeten   

1 tolck ende 1 bongioes ijder 3ms ’s daaghs Th: 1.8.6. 

11 verscheijde dinaars à 2ms ijder " 68.2.-. 

4 huerlingen tot hulp van de kocx à 11/2 ms ijdr " 1.8.6. 

17 Japanders genieten voor 1 maand costgelt Th: 105.4.-. 

223 daghhuren van norimondragers met ons deze verlopen maand 

augustij daar te doen hebben gehad uijt geweest "  42.5.2. 

40 do  paerden tot jdem "  40.-.-. 

   82.5.2 

  187.9.2. 

Adij pmo Septembr   

aen ’t volgende in vijff dagen dat buijten de stadt met de mortiers te   
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schieten bezigh sijn geweest door de dinaars als anderzints 

geconsumeert ende bij den tolck Dimbe7 meest uijt eijgen mottijff 

geordineert te weeten 

2 stx eijndvogels Th: -.5.-. 

versche vis " 5.9.5. 

diversche groente " 2.4.-. 

5 gantangh missouw " -.3.-. 

connemonne " -.6.-. 

3 gantangh sioije " -.3.5. 

   

3 do aen asijn Th: -.1.6. 

diverse fruijten toeback ende Japanse saccanen " 4.4.1. 

26 gantingh rijs " 1.1.5. 

58 gantingh sackij " 5.8.-. 

60 stx kaersen " 2.1.-. 

2 bier ende 2 asijn balijtjens ende 2 water scheppers " -.5.9. 

’t vermaken van 1 norimon " -.8.-. 

  25.1.-. 

2. do   

aen 5 stx hoenders Th: -.7.5. 

versche vis " -.3.7. 

groente " -.3.2. 

                                                

7  猪股伝兵衛 
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 " 1.4.4. 

3. do   

aen 4 stx duijven Th: -.4.8. 

4 stx eijndvogels " 1.-.-. 

versche vis " -.5.6. 

groente ende fruijt " -.4.5. 

2 gantingh lamp olij " -.4.8. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  3.6.7. 

4. do   

aen 18 stx hoenders Th: 1.9.5. 

versche vis " -.5.8. 

groente ende fruijt " -.5.3. 

  3.-.6. 

5. do   

aen versche vis Th: -.6.4. 

groente ende fruijt " -.6.8. 

150 bos brandhout " 4.6.-. 

  5.9.2. 

6. do   

aen versche vis Th: -.6.9. 

1 vercken " 8.6.1. 

groente ende fruijt " -.5.5. 

sout " -.3.2. 
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20 stx kaersen " -.7.-. 

50 eijers " -.2.5. 

  11.1.2. 

7. do   

aen verse vis Th: -.6.4. 

groente ende fruijt " -.6.1. 

  1.2.5. 

8. do   

aen versche vis Th: -.6.7. 

groente ende fruijt " -.6.6. 

2 gantangh asijn " -.1.-. 

  1.4.3. 

9. do   

aen 11 hoenders Th: 1.6.5. 

4 stx eijndvogels " 1.-.-. 

versche vis " -.6.5. 

groente ende fruijt " -.6.4. 

4 stx aerde schotels ende    

10 stx do koppen costen " -.2.8. 

34 korven houtscolen " 3.3.-. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  8.2.2. 

10. do   

aen versche vis Th: -.7.2. 
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groente ende fruijt " -.6.5. 

50 eijers " -.2.5. 

  1.6.2. 

11. do   

aen versche vis Th: -.7.2. 

groente ende fruijt " -.7.5. 

4 gantangh asijn " -.2.-. 

1 grove kangangh tot vadoucken " -.4.-. 

  2.-.7. 

12. do   

aen versche vis Th: -.7.3. 

groente ende fruijt " -.7.4. 

2 gantangh traan " -.4.8. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

’t vermaeken van 2 waterbalijs " -.1.5. 

  2.8.-. 

13. do   

aen 12 stx hoenders Th: 1.8.-. 

2 stx eijndvogels " -.5.-. 

versche vis " -.7.4. 

groente ende fruijt " -.8.-. 

wit taeffel sout " -.2.2. 

100 eijers " -.5.5. 

  4.6.1 
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14. do   

aen versche vis Th: 1.-.-. 

groente ende fruijt " -.5.4. 

5 gantangh asijn " -.8.7. 

4 gantangh sioije " -.7.5. 

  3.1.6. 

15. do   

aen 4 stx eijndvogels Th: 1.-.-. 

4 stx duijven " -.4.4. 

versche vis " -.8.7. 

groente ende fruijt " -.7.-. 

106 stx versche brooden " 2.1.2. 

28 catty swartte suijcker om bier van te setten " 2.8.-. 

3 catty witte do in de kost verbruijcken " -.3.3. 

1 catty peper " -.2.4. 

nagelen ende kanneel " -.2.-. 

57 gantangh sackij " 5.7.-. 

  14.4.-. 

16. do   

aen 7 stx hoenders Th: 1.-.5. 

versche vis " -.5.-. 

groente ende fruijt " -.5.4. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  2.7.9. 
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17. do   

aen versche vis Th: -.4.7. 

groente ende fruijt " -.7.4. 

2 gantangh mostaart saat " -.1.5. 

1/2 catty toeback " -.1.8. 

sout " -.1.6. 

2 gantingh traan " -.4.8. 

  2.1.8. 

18. do   

aen 4 stx eijndvogels Th: 1.-.-. 

cleijn gebeente " -.3.-. 

versche vis " -.5.7. 

groente ende fruijt " -.6.5. 

tsja  -.6.-. 

  3.1.2. 

19. do   

aen 13 stx hoenders Th: 1.9.5. 

versche vis " -.4.1. 

groente ende fruijt " -.7.9. 

3 gantangh asijn " -.1.5. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  4.-.-. 

20. do   

aen 3 stx duijven Th: -.3.6. 
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versche vis " -.4.5. 

groente ende fruijt " -.7.7. 

50 stx eijers " -.2.8. 

135 bos brandhout " 3.9.-. 

  5.7.6. 

21. do   

aen 3 stx duijven Th: -.3.6. 

versche vis " -.4.7. 

groente ende fruijt " -.6.4. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

 " 2.1.7. 

22. do   

aen 4 stx eijndvogels Th: 1.-.-. 

versche vis " -.4.9. 

groente ende fruijt " -.6.7. 

  2.1.6. 

23. do   

aen 14 stx hoenders Th: 2.1.-. 

versche vis " -.1.5. 

groente ende fruijt " -.2.9. 

  2.5.4. 

’t volgende op moere sijnde de plaats daar de mortiers geschoten 

bennen, heden gegasteert, namentlijck   

versche vis Th:  1.2.7. 
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groente " -.4.4. 

16 gantingh rijs " -.9.-. 

30 stx kaersen " 1.-.5. 

2 lantarens " -.6.-. 

7 vellen olijpapier " 1.2.5. 

3 bos blauw touw " -.2.-. 

  5.7.1. 

  8.2.5. 

24. do   

aen 4 stx duijven Th: -.4.4. 

versche vis " -.5.9. 

groente ende fruijt " -.7.1. 

2 gantingh asijn " -.1.-. 

2 gantingh traan " -.4.8. 

  2.3.2. 

25. do   

aen versche vis Th: -.6.-. 

groente ende fruijt " -.5.9. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

  1.8.9. 

26. do   

aen 4 stx eijndvogels Th: 1.-.-. 

4 stx duijven " -.4.4. 

versche vis " -.4.4. 
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groente ende fruijt " -.6.8. 

25 mandekens houtscolen " 2.5.-. 

  5.-.6. 

27. do   

aen 3 stx duijven Th: -.3.3. 

versche vis " -.5.5. 

groente ende fruijt " -.6.9. 

sout " -.1.6. 

50 eijeren " -.3.-. 

  2.-.3. 

28. do   

aen 3 stx duijven Th: -.3.3. 

versche vis " -.5.2. 

groente ende fruijt " -.6.8. 

  1.5.3. 

29. do   

aen 7 stx hoenders Th: 1.-.5. 

4 stx duijven " -.4.4. 

versche vis " -.4.7. 

groente ende fruijt " -.5.5. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

1 gantangh sioije " -.1.-. 

  3.3.1. 

ulto do   
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aen 3 stx duijven Th: -.3.3. 

versche vis " -.5.9. 

groente ende fruijt " -.6.5. 

120 stx versche brooden " 2.4.-. 

70 gantangh sackij " 7.-.-. 

23 catty bruijne suijcker om bier te setten " 2.3.-. 

4 catty witte do in de kost verbruckt " -.4.4. 

verscheijde specerijen " -.3.-. 

60 stroosacken om van derselfs gebrande as loogh te maken tot 

wasschen van ’t lijwaat " -.6.-. 

’t vernieuwen van 4 lantarens " -.3.-. 

  14.9.1. 

_do   

aen 30 daagen kostgeld voor 17 japanders ’tzedert prmo tot dato 

deser te weeten   

1 tolck ende 1 bongioij ijder 3 ms ’s daaghs  Th: 18.-.-. 

11 verscheijde dinaars à 2 ms ijdr  "  66.-.-. 

4 huerlingen tot hulp van de kocx à 11/2 ms   " 18.-.-. 

17 japanders genieten aan kostgeld Th: 102.-.-. 

   

194 daghhuren van norimondragers met ons dese verlopen maand 

daar te doen hebben gehad uijt geweest Th: 50.3.5. 

16 do paarden tot jedem " 116.-.-. 

  66.3.5. 
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  168.3.5. 

ady pmo Oktobr   

aen 15 stx hoenders Th: 2.1.-. 

3 stx duijven " -.3.3. 

versche vis " -.5.3. 

groente ende fruijt " -.6.9. 

 3.6.5.  

2. do   

aen 5 stx eijndvogels Th: 1.2.5. 

versche vis " -.4.8. 

groente ende fruijt " -.5.3. 

60 stx eijeren " -.3.5. 

1 gantangh mostaart saat " -.-.5. 

2 gantangh traan " -.4.8. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

130 bos branthout " 4.1.-. 

 " 7.9.4 

3. do   

aen versche vis Th: -.5.6. 

groente ende fruijt " -.6.8. 

10 paar taapiens voor de prezente Nederlanders à 65 condr " 6.5.-. 

 " 7.7.4. 

4. do   

aen versche vis Th: -.5.5. 
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groente ende fruijt " -.6.7. 

10 stx aerde koppen " -.2.-. 

sout " -.2.6. 

41 mandekens houtscolen " 4.1.-. 

 " 5.7.8. 

5. do   

aen 8 stx hoenders Th: 1.2.-. 

3 stx duijven " -.3.3. 

versche vis " 1.1.3 

groente ende fruijt " -.6.5. 

100 eijers " -.6.-. 

5 gantangh asijn " -.2.5. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

 " 4.8.6. 

6. do   

aen 4 stx duijven Th: -.4.4. 

5 stx eijndvogels " 1.2.5. 

versche vis " -.6.-. 

groente ende fruijt " -.7.8. 

taeffel sout " -.1.-. 

 " 3.1.7. 

7. do   

aen 3 stx duijven Th: -.3.3. 

versche vis " -.7.1. 
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groente ende fruijt " -.6.9. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

2 gantangh traan " -.4.8. 

 " 2.9.1. 

8. do   

aen 11 stx hoenders Th: 1.6.5. 

3 stx duijven " -.3.3. 

versche vis " -.5.9. 

groente ende fruijt " -.7.7. 

2 gantangh sioije " -.2.-. 

 " 3.5.4. 

9. do   

aen versche vis Th: -.5.6. 

groente ende fruijt " -.6.5. 

 " 1.2.1. 

10. do   

aen 4 stx eijndvogels Th: 1.-.-. 

3 stx duijven " -.3.3. 

versche vis " -.4.6. 

groente ende fruijt " -.5.3. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

 " 3.-.2. 

11. do   

aen 12 stx hoenders Th: 1.8.-. 
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3 stx duijven " -.3.3. 

versche vis " -.7.6. 

groente ende fruijt " -.6.3. 

50 bos brandhout " 1.6.-. 

 " 5.1.2. 

12. do   

aen versche vis Th: -.5.3. 

groente ende fruijt " -.7.8. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

 " 2.-.1. 

13. do   

aen 3 stx duijven Th: -.3.3. 

versche vis " -.5.6. 

groente ende fruijt " -.7.-. 

1 gantangh traan " -.2.4. 

 " 1.8.3. 

14. do   

aen versche vis Th: -.5.7. 

groente ende fruijt " -.7.5. 

112 stx versche brooden " 2.2.4. 

60 gantangh sackij " 6.-.-. 

26 catty swartte suijcker " 2.6.-. 

17 catty witte do " 1.8.7. 

verscheijde specereijen " -.2.-. 
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tabak " -.2.-. 

20 stx kaersen " -.7.-. 

 " 15.1.3. 

aen 14 daegen kostgeld voor 17 Japanders tzedert primo tot dato 

dezer namentlijk   

1 tolck ende 1 bongioes ijder 3 ms ’s daaghs Th: 8.4.-. 

11 verscheijde dinaars à 2 ms ijder " 30.8.-. 

4 hulpers van de kockx à 11/2 ms ijdr " 8.4.-. 

17 Japanders genieten ’tzamen Th: 47.6.-. 

   

19 daghhueren van norimondragers met ons dese verlopen 1/2 maand 

dar te doen hebben gehaden uijt geweest Th: 15.6.5. 

6 paerden tot jdem  6.-.-. 

  21.6.5. 

  69.2.5. 

aen de volgende droguen als andersints door den chirurgijn in ’t 

bereijden sommiger medicijnen tot gerijf van de gerecomandeerde 

patienten gedurende on aan wesen in Jedo verbruijcken, namentlijck   

voor droge kruijden, worttels ende zaaden Th: 2. 6. 7.  

3 gantangh liqueren arack " -. 7. -.  

grioeffel nagelen " -. 3. -.  

wit ende geel wacx " 1. 5. -.  

quick silver " -. 7. 5.  

swavel ende l ootwit "  -. 2. 9.  
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walvis been " -. 3. 1.  

31/2 @ lijwaat tot pleijsters ende windels " 1. 5. 2.  

eenige aerde flessen, kopiens, pottjens ende vuijsters " 1. 4. 4.  

1 keteltje ende 1 sits " -. 3. 1.  

 9.7.9.  

_do   

aen 7 huerlingen die op volgende wijze, so tot hulp van de kocx als 

boodschappen ende ander werck te doen, gestadigh binnens huijs in 

dienst gehad hebben te weten   

2 do  voor 182 dagen ’tzedert 16 april tot dato deser à 1 ms ’s daaghs 

ijdr ende kost " 36.4.-. 

1 do voor 181 dagen ’tzedert 17 april passado tot heden à 2 ms ’s 

daaghs op eijgen kost " 36.2.-. 

1 do voor 73 dagen ’tzedert dato voorsz tot 28 Junij dat vertrocken is 

à 2 ms ende jdem " 14.6.-. 

1 do voor 147 dagen ’tzedert 21 maij verleden tot heden à 2 ms ende 

als voorn " 29.4.-. 

2 dos voor 132 dagen ’tzedert 5 Junij tot dato derer à 1 ms ijder 

ende ’s Comps kost " 26.4.-. 

 143.-.-.  

Voor dat eenmal met den bongioes en tolck in de badstooff geweest 

hebben  1.6.6. 

aen den tolck van Sickingodo8 ten respecte dat ons niet alleen voor  26.3.2. 

                                                

8  筑後殿=井上筑後守政重 
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sijnnen Hr maar oocq in andere occasien meer door gaans 

oprechtelijck vertaalt, ende Dimbis9 bedriegereijen sinwijlen 

voorgecomen ende herstelt heeft tot een gedenck teijcken ofte foeij 

vereert vier koebans 

voor 2 groote pampire mantels voor de Nederlanders Th: 3.6.-. 

8 cleijne dos voor de dinaars à 6 ms jder " 4.8.-. 

4 kitazollen à 3 ms ijder " 1.2.-. 

5 kattoene banden tot binden van ’t slaapgoet à 6 ms ijdr " 3.-.-. 

12 groote vellen geolijt pampier à 12 Condrijn ijder " 1.4.4. 

80 cleijne doos à 9 condrijn ijder " 7.2.-. 

65 @ fijnne matten om de kannassers als anders in te packen " 7.8.-. 

338 bossen so groot als cleijn, blauwe kennippe touw om de bagagie 

mede te binden " 18.-.6. 

80 bossen stroo touw kosten " 1.7.-. 

5 houte balijtjens om drank als anders in te bergen " 1.-.-. 

1 norimon daar den coopman Bijlevelt in afreijzen sal " 10.-.-. 

10 personen die den zelven uijt Jedo tot in Fussima sullen dragen à 

Th: 5.- ende 11 ms tot een kattoene rock ijder kompt samen " 61.-.-. 

5 dos welcken ’t medicamend kisjen, dranck als eenige cleijnicheden 

voor den Gouvernr Sabrossijmondo10 sullen dragen à 28 ms ijder " 14.-.-. 

                                                                                                                                          

9  猪股伝兵衛 

10  馬場三郎佐衛門殿 
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21 bagagie paarden, die verbonden zijn ons van hier tot in Fussimij 

te voeren （16 waren ruijm genoch gewest, sulcx den tolck Dimbe11 

sonder daar tegen te cunnen, voor 5 op steeckt ofte die tot zijn 

particuliere koopmanschap af tebrengen à Th: 11 ijder  " 231.-.-. 

aen de waardin voor de tzia de luijden ons comende besoucken 

geschoncken vereert " 5.-.-. 

idem de dienstboden van den huijze naar gewoonte " 10.-.-. 

  380.8.-. 

Bedragen d’ ongelden in Jedo gevallen  Th: 2786.3.4.   

Onkosten op de landwegh   

15. do   

in Cauwasakij aan den Jedozen waard die ons tot daar toe neffens 

sijn broeder geconvoeijeert ende een maaltijt bereijt heeft 1 koeban 

ende 1 Jtsebo Th: 9.8.9. 

aan den huijs heer daar ’tselfde nuttighden 2 Jtsebos " 3.3.1. 

aande toonbor makers welcke ons uijt geleijdeden ende een siouback 

vereerden 2 jtsebos " 3.3.1. 

aan 8 dinaars tot koopen van strooschoenen voor 6. daagen à 100 

kasjens de man ’s daghs " 7.6.8. 

  24.1.9. 

16. do   

in Toska voor avondmaal naghtlogijs en vroughkost Th: 16.4.7. 

in Oijsso voor middaghmaal " 8.2.4. 

                                                

11  猪股伝兵衛 
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  24.7.1. 

17. do   

in Odoura voor avondml, naghtlogijs en vroughkost Th: 18.1.3. 

in Sacka voor tzja " -.8.-. 

op Fackone voor middaghmaal " 9.8.9. 

8 paarden daar mede van Odoura, over Fackone tot in Missima  zijn 

gereden à 43 condr ijder " 3.4.4. 

8 huerlingen die de norimon als voorn gedragen hebben " 2.6.6. 

aen 4 wildschutten welcke ons beneffens den waard van Missima in 

Jammanacka quamen verwelcomen ende met eenich wildbraad 

beschencken vereert " 1.6.5. 

  36.5.7. 

18. do   

in Missima vor avondml, naghtlogijs en vroughkost Th: 16.4.7. 

voor oovervaren van de revier Fussicauwa " 1.6.5. 

in Kambara voor middaghmaal " 8.2.4. 

  26.3.6. 

19. do   

in Jeserij voor avondml, nachtlogijs en vroughkost Th: 18.1.3. 

in Ocabe voor middaghmaal " 9.8.9. 

aan 52 personen die ons door de revier Sijengauwa geholpen hebben 

betaalt " 2.6.3. 

  30.6.5. 

20. do   
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in Canaija voor avondml, naghtlogijs en vroughkost Th: 16.4.7. 

in Foeckeroij voor middaghmaal " 8.2.4. 

voor ’t passeren van de revier Tenrio " -.9.6. 

  25.6.7. 

21. do   

in Fammamats vor avondml, naghtlogijs en vroughkost Th: 16.4.7. 

voor vraght van 10 barcjens die ons met paerden en bagagie van 

Maijsackij tot Araij gevoert hebben betaalt " 2.1.-. 

in Araij voor middaghmaal ten aanzien van extraordinarie ont haal " 11.5.5. 

  30.1.2. 

22. do   

in Ackasackij voor avondml, nachtlogijs en vroughkost Th: 16.4.7. 

in Akasackij voor middaghmaal " 9.8.9. 

aen de dienaars tot strooschoenen voor 5 dagen " 6.4.-. 

in Mia voor avondmaal ende ’t schepen van de bagagie " 13.1.6. 

voor vraght van 4 barcken daar mede van Mia naar Quano gevaren 

sijn " 13.8.5. 

8 gantingh sackij om onderwegen te orboren " 1.-.4. 

  60.8.1. 

23. do   

in Quano voor vroughkost ende dat aldaar in de naght aan quamen Th: 13.1.6. 

in Jssiakuts voor middaghmaal " 9.8.9. 

 " 23.-.5. 

24. do   
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in Sickenosiso voor avondml, nachtlogijs en vroughkost Th: 16.4.7. 

in Sacka voor tzja " -.8.-. 

in Minakuts voor middaghmaal " 9.8.9. 

  27.1.6. 

25. do   

in Koesats voor avondmal, naghtlogijs en vroughkost Th: 16.4.7. 

in Fussimij voor middaghmaal ende eenige Sacanen12 " 13.2.-. 

voor vraght van 3 barcken van Fussimij tot Osacka  " 11.5.9. 

9 gantangh sackij in de barcken genuttight " 1.-.8. 

  42.3.4. 

Belopen de gastos op d’ landwegh  3.5.1. 

Volgen die in Osacka, ende de provisie tot de voordere reijs in de 

barck gedaan   

29. do   

aen ’t koost van de paerdeknechts naar gewoonte vereert Th: 3.3.2. 

idem de norimondragers, die ons tot het jonghste bij geweest ende de 

hulpende hand met ’t packen en schepen van de nootwendigheden 

geboden hebben tot een afscheijd " 9.9.5. 

voor 3 stx fabitas tot 1 vlagh met naeijen ende spil " 16.6.6. 

aen den waard Jebiaseroeijmondo13 voor dat 4 dagen ’t zijne huijze 

gelogieert ende gegeten hebben 14 koebans " 92.7.5. 

                                                

12  （酒）肴 

13  海老屋四郎右衛門殿 
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aen de dienaars van den huijze tot een foeij vereert " 9.9.5. 

voor vraght van een groote barck, die ons uijt Osacka tot in 

Nangasackij sal brengen " 130.-.-. 

6 veer barckjens die de bagagie ende provise uijt ’t logiement aan 

boord gebraght hebben à 66 condr  ijdr " 3.3.2. 

 Th: 265.9.5. 

Om in de barck te gebruijcken ende te nuttigen   

400 gantingh witten rijs in 10 balen à Th: 2.- de baal Th: 20.-.-. 

200 gantingh grauwen do in 5 balen à Th: 1.7.5. de baal " 8.7.5. 

20 balien sackij à Th:  1.9.- ijder " 38.-.-. 

15 wilde eijndvogels à 35 condr ijder " 5.2.5. 

20 tamme dos à 26 condr ijder " 5.2.-. 

30 duijven à 1 ms ijdr " 3.-.-. 

20 hoenders à 16 condr ijder " 3.2.-. 

100 stx gezoute cleijn gebeent " 1.5.-. 

400 eijers à 65 condr ’t hondert " 2.6.-. 

500 gezoute snouckjens " 2.-.-. 

900 gezoute ende gedrooghde sardijn " 1.3.-. 

15 gezoute steenbrassens à 19 condr ijder " 2.8.5. 

10 gedrooghde ende gezoute konincks visschen " 1.5.5. 

20 gedrooghde schelvissen " 4.-.-. 

7 gesoute songuats vissen14 " 1.5.4. 

                                                

14  正月用の塩漬けの魚 
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10 gedrooghde salmen " 1.-.-. 

500 peren " 3.6.- 

250 vijgen " 1.8.-. 

aan kastanien ende mikans15 " 1.1.9. 

aan rapen en radys " 3.6.7. 

aan worttelen en ajuijn " 1.4.5. 

aan limoenen en oradinappelen " -.6.8. 

aan mostaart zaad ende eetstockjens " -.6.7. 

10 potjens wit ende 3 balen ordinarie sout " -.7.5. 

10 catty witte ende 25 catty swarte suijcker " 3.6.-. 

aan verscheijde specerijn " -.4.4. 

10 catty kudde booter " -.6.-. 

40 bossen gedrooghde jrico16 à 9 condr ’t bos " 3.6.-. 

5 catty walvis vleijs " -.5.-. 

20 bossen ofte 400 stx catsuwo17 à 28 condr ’t bos " 5.6.-. 

20 bossen gedrooghde aobij à 28 condr ’t bos " 5.6.-. 

15 stx gezoute aobijs18 costen " 1.2.-. 

150 stx gedrooghde ael " -.6.-. 

3 balijtjens corangij " -.3.9. 

                                                

15  蜜柑 

16  いりこ 

17  鰹 

18  アワビ 
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aan koboe19 " 1.5.5. 

aan saneen " 1.3.8. 

aan warrabij20 " -.6.1. 

aan jmongarra, tosacka ende kampiauw21 " -.5.4. 

aan kicorangij ende matsenorij22 " -.5.4. 

aan Japanze peeper " -.1.8. 

aan wassabij " -.9.-. 

aan koeso en joebis23 " -.2.8. 

aan matstakkij en citackij " 2.1.2. 

aan aonorij, en amanorij " -.8.3. 

aan awomamij, en kromamij24 of groen en swartte boontjens   

voor gomma en kis25 " -.2.1. 

5 bossen jammaimo26 " -.8.5. 

25 gantangh sateijmo " -.4.2. 

35 stx faas27 " -.8.-. 

                                                

19  昆布 

20  蕨 

21  いもがら（芋幹）、鶏冠海苔、かんぴょう（乾瓢） 

22  きくらげ（木耳）、松海苔 

23  葛、湯葉 

24  青豆、黒豆 

25  胡麻、くず（木酢） 

26  山芋 



 

 

- 179 - 

aan gombo28 en gedrooghde gember " -.7.8. 

15 stx granaat appels " -.9.5. 

aan conjack, foe29 en toost " -.3.2. 

aan koeromij, ende assanomij " -.1.4. 

4 balien miesouw à Th: 1.2.5. ijdr " 5.-.-. 

35 gantangh sioije " 2.5.3. 

25 gantangh asijn " 1.-.8. 

250 stx radys connemonne30 " 1.8.-. 

100 stx rapen connemonne " -.8.5. 

350 stx naranske31 ofte miloen connemonne " 6.8.-. 

voor tabak en tzja " 1.7.-. 

5 gantangh traan " 1.5.-. 

voor brandhout " 8.-.-. 

voor houtscolen " 7.5.-. 

15 bossen gedrooghde zeekat à 19 condr ’t bos " 2.8.5. 

500 moetsjens " -.8.3. 

7 ijzere kookpannen " 2.6.3. 

4 sackij keeteltjes " -.9.5. 

                                                                                                                                          

27  はす（蓮） 

28  牛蒡 

29  麩 

30  香の物 

31   奈良漬け 
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5 treften " -.7.6. 

3 roesters " -.6.5. 

2 paar fifasjes32 ofte tangen " -.1.-. 

2 asscloppen " -.3.-. 

5 kopere jacquans33 " 2.2.5. 

9 nabij34 keteltjens " 2.1.2. 

2 trechters en 2 raspen " -.4.4. 

6 copere scraflepels " -.4.5. 

1 stel tabacx gereetschap ende kopere pijpen " -.4.5. 

6 kocx messen ende vorcken " -.8.8. 

2 kopere lampen met hun lantarens " 1.3.5. 

3 verlackte ijssere blaeckers " -.5.8. 

30 aerde piringhs   

30 cleijnne ende groote koppen   

20 do schotels   

3 do rijff schootels  costen " 1.7.6. 

6 aerde potten om nat en smerige eetwaren in te bergen " -.3.8. 

1 tzja benten35 " 5.3.5. 

1 verlackte siouback " 5.1.-. 

                                                

32  火箸 

33  やかん（薬罐） 

34  鍋 

35 茶弁当 
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2 sackij schaaltjens met haar voetjens " -.4.5. 

2 houtte verlackte lampetten " -.6.5. 

20 stel eet gereetschapen om vor de dienaars uijt te eeten " 2.3.-. 

2 verlackte rijs dosen met hun pollepels " -.4.9. 

4 recht banckjens om sackanen op te snijden " -.4.5. 

9 houtte poddecksels " -.3.5. 

3 haere ende 5 bamboese teemsen  -.2.8. 

1 groote houtte kist om ’t kocx goet en ander rommelyck in te bergen " -.6.-. 

15 houte waeter scheppers " -.3.-. 

26 diverse houte balijs tot verscheijde gebruijck " 3.2.9. 

5 houtte sonjack backen " -.4.-. 

1 grove kangangh tot vaedoucken " -.3.5. 

6 aerde vuijsters " 1.8.2. 

voor besems swavelstocken schulpen lepels ende miessouw stampers " -.9.8. 

30 enckelde geboorde matten voor de dienaars om op te slaapen " 2.8.5. 

voor verscheijde versche vis op ’t vertreck gecoght " 5.1.4. 

  239.2.1. 

  505.1.6. 

ady 14. November   

aen verscheijde eetwaren onderwegen in de barck gecoght Th: 6.6.5. 

aen de cockx wasser, en vordere dinaars tot een afscheijt vereert " 9.4.6. 

aen den tolck Dimbe door genochsame persuatie hem in Jedo geleent 

ende op zijn ernstigh en lamentabel versouck, van dat soo lanch 

booven heeft moeten blijven bij ’t opperhooft den E. Sterthemius " 50.-.-. 
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vergunt te moogen behouden 

  66.1.1. 

Bedragen de ongelden int geheel  Th: 3709.2.4. 

Hier affgetrocken ’t gunt den Keijzer tot soulagiment ofte 

onderstandt heeft gelieven te verleenen " 941.6.-. 

blijft ten lasten van de Compe in dese extraordinarie dienst aan ’t 

Japanse hoff gedaan, nogh resteren Th: 2767.6.4 
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【資料５】 １６５１・５２年度の出島商館日誌に記載

された注文  

Nationaal Archief, NFJ no. 65: Dagregister (Adriaen van der Burgh), １６
５１年１１月１日～１６５２年１１月３日 

 

１６５２年５月４日： 

Vrijdagh weer ende wind als vooren op heden quamen veel vaertuijghen met rijs 

geladen ter baije uijt diversz bij gelegene quartieren waren mede besich in’t translateren 

van de geeijschte Rariteijten tegens ao aenstaende soo voor sijn maijtt eenighe Rijxraden, 

des Commissaris ’tzickingodo 36 selfs als voor andere ende verscheijde groote 

personagies geeijscht welck werck mede uijt oorsaecke hier vooren verhaelt geen eerder 

voortganck had konnen nemen bestaende inde navolgende goederen A ende vorders niet 

gepasseert. 

 

Eijsch van diversche Rariteijten ende goederen door den groot Commissaris 

Inoije ’tzickingodonne op 26e Februarij 1652 voor sijn Keijserlijcke maijtt37 van Japan 

in Jedo voor hem selfs ende voor verscheijde japanse groote Heeren ao 1653 gedaan 

ende wij deselve te versorgen ten hoochsten gerecommandeert tot welck wij 

schriftelijck voor eenige in Jedo hebbe moeten verbinden te weten. 

voor gemelte t’zickingodonne wegens sijn maijtt ende sijn selven. 

 10. Pl swaarte mumie 

                                                

36  Chikugo-dono、大目付井上筑後守政重 

37  Keijserlicke Majesteit、皇帝陛下 = 将軍 



 

 

- 184 - 

 10. catty lanck Rosijn 

 20. stucx coquos de maldiwa 

 2. Pl38 swaarte belilie voor desen bij den E. Coijett39 aengebracht 

 2. Pl swaarte op rechten ende onvervalschten eenhoorn soo eenichsinsts 

becomelijck is 

 20. stucx gecoleurde dreum deeckens 

 eenige isere Rincketten gelijck in Tontonkurijn gebruijckt sijn met een 

persoon hem des verstene ofte ten minsten een pertinente beschrijvinge daer van. 

 5. stuxc goede neusbrillen van soodaninge Fatsoen ende groote als voor desen 

bij den Commissaris ’tzickingodonne geeijst sijn ende een modell mede gegeven is. to 

ouderdom van 60. à 70. jaaren. 

 3. stuxc fijne lees glaasen. 

 5. stuxc glasse ventoosen ofte chirurgijns laat coppen [//] 

 20. stucx hollandts wit sijde pluijs felp daer van de pluijs een duijm breet 

lanck is 

 5. stucx seer fijne ende kurieus geschilderde seijlonsz matjes van 3. ellen 

lanck ende 11/2 elle breete ofte daar ontrent 

 2. kleijne fleskens magisterij corallarn. 

 10. stucx bereijde swane vellen 

 2. stucx cleijne ordinarie chirurgijns verbindt ende salbs dosen over al met 

copere banden curieus beslagen 

                                                

38  Picol / Pikol / Pikul. 1 Pikol = 120-22 ned. pond = c. 61 kg 

39  Frederick Coijett（出島商館長、１６４７・４８年、１６５２・５３年） 
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 2. à 3. stucks meereminnen tanden 

 1. catty oliphants smeer 

 1. Galle uijt een olijphandt 

 2. stucx disteleer koven met haere helmen, om olij vitriolij, sulphuris, sterck 

water ende dergelijcke te disteleren 

 2. stucx schoone kijckers daermen 2. à 3. mijl veerheijts sien can.  

 Eeninge Sumatrasz vogel veeders uijt den staert ofte vleugels soodanich als 

den E. Coijett voor desen gebracht heeft. uijtermaten gerecommandeert ende begeert. 

 Eenighe Flessen met ingezoute kappers. 

 Eeninge soldaten ofte crijchspluijmen van alderhande coleijren, de welcke 

over 5 à 6. jaaren als ernstich sijn geeijscht doch niet becomen. 

 Eenige melck steenen, twelck steenen soude sijn, die een sogende vrouw, 

wanneerse die om haar hals dragende overvloet van melck, soude doen hebben ende 

hooch gerecommandeert. 

 4. stucx gemaeckte ijsere handen met schroeven, ende door cust als natuurelle 

gemaeckt, daermen een gouwer om te vechten ende een penne om te schrijven kan in 

stellen ende gebruijcken sijnde 2. rechter ende 2. ’slinncker handen. ende het een paer 

costellijcker ofte curieuser als het ander 

 2. stucx gelijck gemaeckte beenen, om als vooren bij verlies vande naturelle 

coste eer uijt curieusheijt te gebruijcken 

 Eeninge stucken bloetsteen, die tot stelpingh van ’t bloeden werden gebruijckt 

 48. à 50 stucx schoone sabel vellen, over twee jaaren al geeijst 

 2. à 300 stucx kleijne maarter vellekens als vooren geijscht 

 6. stucx schone lange pistoolen, om to het paardt rijden te gebruijcken, seer 
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curieus van slot werck ende laden met snaphanen ende nacht slooten daeraen gelijck 

desen jaare sijn Maijtt vereert sijn. 

 4. stucx kleijne pofferkens als vooren met snaphanen ende nacht slooten 

eeven soodanich ten waere curieuser. 

 3. stucx fijn hollandts bedde tijckt. 

 3. stucx Rhenoceros hoorens, die de bast affgeschraft sijnde ofte door 

gesneeden, vol swaerte stippels verthoonen. 

 Een boeck tracteerende vande ontledingh der menschen met de Figuren 

daerinne gestelt inde portugeessche tale 

 Eeen kruijdt boeck daer de figuren na’t leven affgeset sijn oock in de 

Portugeess tale ende eeninge Historien soo van oorloge als andersints in voorsz tale 

 Een catty Rhenoceros smeer 

 Eeninge weer glaeskens om in camers te gebruijcken waer door de koude ofte 

hette van het, weder kan onderscheijden werden 

 Een gantsche ontbedingh van een mensch sijnde den werck van cooper hout 

ofte eenge andere materie na gebotst soo dat men alle menschelijcke pertijen leden ende 

ingewanden persfect connen sien so t mogelijck is. 

 

Voor den Raetsheeer Ando Oekiosamma40 

 5. à 6. stucx schoon rondt groot ende ongeschent bloet corael van 3 à 4. maas 

swaerte. 

 Eenige masen swaerte momie 

                                                

40 安藤右京様 =安藤右京進重長 
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 Eenige hollandtsz aerde wecxe kopjens ende potjens 

 Een persiaans goutlaken met seer cleijn bloemwerck 

 1 stuck bourat   } 

 1 stuck camelot } van leever coleur 

 

Voor deen Heer Kaijnokammisamme41 de soon van den oppersten Rijcxraadt 

Isijensamma42 

 1. terrestre ofte aertsglobe soo groot als te becomen is 

 

Voor Matsendijro deosamma43 oud oom van den tegenwoordigen keijser een man 

van groot vermogen 

 10. stucks goede neusbrillen met haer huijskens van 50. à 60. jaren 

ouderdoms. 

 4. stucks seer schone verrekijckers 

 2. stucks schoon roodt rondt bloet corael van 3 à 31/2 maas swaerte 

 2. à 3. stucx bereijde indische vellen gelijck uijt Goa comen 

 1. stuck wit sijde pluijs felp. 

 2. stucks cleijne persiaensz doosjens van een span lanck ende 1/2 breet sonder 

nader opening daer van te hebben 

                                                

41  甲斐守様 

42 伊豆様 = 松平伊豆守信綱 

43 松平出羽様 = 松平出羽守直政 
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Voor Sakaije Simosasamma44 oud oom van den rijcxraad Sakaije Entasamma45 

 15. stucks schoone St. Thoomeess Rochevellen 

 2. à 3. stucxs schoon rondt bloet corael van 2. maas swaerte 

 2. à 3. stucks bereijde jndische leere vellen 

 

Voor de Heer van Ouwarij ofte Ouwarijsamme46 out Oom vanden tegenwoordigen 

Keijser 

 10. catty amandelen 

 5. à 6. stucxs schoon groot bloet corael van 4. à 5. swaerte 

 4. à 5. stucxs goede neusbrillen van 50. à 60. jaren ouderdoms 

 Eenige seer rare christalijne glaesjes meest schels gewijse 

 

Voor Sakaije Ontasamma een der Rijcksraden 

 15. stucxs St. Thomeese Rochevellen 

 2 à 3. stucxs wit zijde pluijs felp 

 2 à 3. stucxs schoon rondt bloet corael van 3. à 4. ms swaerte 

 

                                                

44  酒井下総様 

45 酒井雅楽様 = 酒井雅楽頭忠世 

46 尾張様 
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Voor de Heer van Kunukunij ’s Keijsers oud Oom47 

 2 à 3 stucxs hollandtsz Compaskens 

 

Voor Inaba Minosamma Heer van Odaura48 ende namaethschap van den Keijser 

 2. stucxs dreum dekens ende 

 3. stucxs wit zijde pluijs Felp 

 

Voor image ofte Mamusdonne49 

 2 à 3. stucxs schoon roodt bloet corael van 3 à 4 maas swaerte 

 

Voor desselfs soon sijnde schoon soon van den groot Commissaris ’tzickingodo 

 3. à 4. stucxs schon rondt bloet corael van 2. à 31/2 maas swaarte 

 

Dese narvolgende voor ’t zickingodonne boose50 ofte japansche meester 

2. Catty mastic     2. Catty Radix gentiane 

10. do therebentijn 1. Catty Colophonia 

1. do boomtjes holwortel 1. Catty radicx consolida 

                                                

47 紀伊国 

48 小田原の主稲葉美濃様 = 稲葉美濃守正則 

49 ？殿 

50  bôzuは「坊主」、井上筑後守政重の侍医藤作 
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1. do roode Roosen       1. pl swaerte Cantharides 

5. do bolus Armenus       1. Catty Flor. melliloten 

2. pl swaerte saffraen      10. pl swaerte Olije van nagelen 

2. Catty gom. ammoniacum 3. pl amandel Olije soet en bitter 

1. do gom. Galbanum     2. pl Olije van vitriol 

2. do gom. Opoponac       2. Cattys Ossensmeer 

1. do Aloes hepatica      10. Catty Olije van Olijven 
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【資料６】 「阿蘭陀外科医方秘伝」  

写本、江戸期、書写者不明、書写地不明、故佐藤文比古蔵 

 

 
図１２  「阿蘭陀外科医方秘伝」巻末 

 



 

 

- 192 - 

阿蘭陀外科醫方秘傳  

寛永二十癸、未、暦従阿蘭陀國韃靼國江商賣致、渡海舩被放、悪風日本陸奥

國南部浦着岸、則國主南部山城守殿ヨリ阿蘭陀人上下十人召捕、江戸江被指

上催。因茲其年長崎ニ誥罷有催、阿蘭陀カヒタンヱン
官名

サラキ
人名

51ト申者、江戸江

被召竒52双方様子具御全儀被為成、阿蘭陀人ニ紛伏無之被達上聞。催右十人之

者、カヒタンヱンサラギニ被為下、阿蘭陀國江御返シ被為成、催此為御禮、

慶安二己丑暦六月、阿蘭陀國ヨリ使者渡リ申、其年之カヒタンボロンコス
人名

同道

ニテ江戸江下、    大献院様江御目見仕、催此時為御用石［//］火失打ユリヤン
人名

53、外科カスハル54兩人ノ上手召連、下一年在江戸庚寅九月十八日ニ江戸發足、

十月朔日ニ大坂着、同廿二日ニ長崎江下着仕催奉行井上筑後守殿内森田権兵衛

通事猪股傳兵衛、カスハル同道ニテ参候。翌年辛卯暦九月廿日ニ阿蘭陀國江

帰帆ス。日本二三年逗留、外科之致傳受候云々［//］ 

 

                                                

51  Jan van Elseracq 

52  = 寄 

53  Jurian Schedel 

54  Caspar Schamberger 
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阿蘭陀外科醫方秘傳之書  

一 夫人間之五體ニウモルト云血ノ名四ツ有。一ツニハサンキ
血ナリ

二ツニハ コレラ
ウスキ血ナリ

三ツニハヘレマ 四ツニハマレンコンヤ右四色之サンキト云ハ血ノ事成。コレ

ラト云ハ血ノ上 澄
ウワス
薄血也。ヘレマ

血水也
ト云ハ血ノ内ニ有水也。マレンコンヤト

云ハ血ノヲリ之右ヲ地水火風ノ性ト云也。サンキト云血ノ性ハ熱ニシテ濕也。

コレラト云血ノウハスミノ性ハ熱ニシテ燥也。ヘレマト云血ノ水ノ性ハ寒ニ

シテ濕也。マレンコンヤト云血ノヲリハ性ハ寒ニシテ燥也。然ニ右四色ノ血

何モ五體ニ相應スル時ハ無病。大過不及有時ハ諸病モ發瘡、腫物モ出来ル也。

右四色ヲ損傷モノハ風寒、暑、濕、飲食或ハ淫事過シテ、腎水衰ヘ心火タカ

ブリ、或ハ金瘡打身、或ハ遠行ナトシテ血［//］ヲコタリ气血不和合シテ必発

ル。其源ヲ能問明可療治也。 

一 熱濕ヨリ生ル腫物ハ色赤シテ甚痛強
サンキト云血ヨリ発ル ヘイヒリト云テ熱ノ事也

シ55。 療治ニ日先初テ発時ハ神薬56ヲ付

テ良。押薬ノ性ハ寒燥ニシテ、シムル性ノ薬付ヨ。其子細ハ寒ノ以テ熱ヲサ

マシ、熱ノウモルヲ押留、燥ヲ以テ身ヲ強。濕ヲ燥シサテシムル性ニテ惣テ

血ノヨラスヤウニスル也。 

熱ノ腫物押薬 

一 ヲヲリヨロサアト
一厘イバラノ油

 

一 ヲヲリヨヒヨウラス
コマヒキグサノ花アブラ

 

                                                

55  Phlegmone. Paré V, Ch. VII, 326-328参照。  

56  Paré: “med. repercussif” 
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一 ヲヲリヨソレトロン
小茄子ノミアフ

 

一ヲヲリﾖロウリイニ
太 タ ブ ト モ

 

右四味温テ塗付、其上ニエンフラスト
黒ツツノミノ油

テヘンシイフンヲモメンニ伸テ打、其

上ヲ巻テ置ナリ。一日ニ二度宛付替ル、若不散［//］時ワ熱寒等分ニ合[セ]付

ベシ。タトヱバ 

一 ヲヲリヨロサアト 

一 ヲヲリヨヒヨウラス 

一 ヲヲリヨソラトロン 

一 ヲヲリヨロウリイニ 

一 ヲヲリヨカモメリ
野菊花アフ

 

一 ヲヲリヨカ
ヤシ等

ラアブ 

右六色等分ニ合セ温塗付テ、其上ニヱンフラストテヘンシイフン、ニヱンフ

ラストテヤキロンヲ等分ニ合、木綿ニ伸テ付、其上ヲ巻テ置ナリ。是ニテ散

カ膿カヲ見ルニ散サウ成時ハ、散薬57付テ散シ。膿サウ成時ハ、膿薬58ヲ付テ

膿セ針ヲ刺ベシ。針目ニシメイチヤヲ指入、蓋ニヱンフラストムズラキニブ

スヲ打也。メイチヤニハインクヱントアボストロウルンヲヌリ付テ指[入]也。

                                                

57  Paré: “med. Resolutif” 

58  Paré: “med. Stupefactif” 
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膿血抜クシテ後腫物ノ穴浅ナリタラハ、インクヱントテイゲステイホンヲホ

ツリシモメンニ浸シ腫物ノ口ニ付、其上［//］ニヱンフラスト
膏薬ン名

テヤハルマヲ木

綿ニ伸テ打也。 

一 寒燥ノ腫物散薬ノ性ハ熱燥也。燥ヲ
マレンコンヤト云血ヨリ発 フリウトテ寒ノ事

以テ身ヲカカヱツヨリシテ熱ヲ以テ冷

血ヲ温メトカシ薄ナシテ散ナリ。 

寒燥ノ腫物散薬 

一 ヲヲリヨカラアブ
ヤシヲ

 

一 ヲヲリヨカモメリ
ノギク

 

一 ヲヲリヨシナモミ 

一 ヲヲリヨロウリイニ
太タブ

 

一 ヲヲリヨミニヨウカス 

一 ヲヲリヨロサアト
イバラ

 

右各合温ヌリ付テ、其上ニヱンフラストメリロウトヲ木綿ニ伸テ付ル。其上

ヲ巻テ置也。寒ヨリ生ル腫物ハ身色ニシテ、余リ無痛自然ト腫上ル物也。右

ノ療治ニテモ不散時ハ必膿也。［//］ウミタルトキハ焼針ヲ立テ良。寒ヨリ発

ル腫物膿タルシルシニハ、ユビニテ強押テ、シルニ指ニ付テ上ル。是ヲ膿タ

リトスル右ノ如焼針立テメイチヤ右同前ナリ。 
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一 風气ヨリ生ル腫
ヘンテト云風事

物ハ、59手ニテイロヒテミルニ和ニシテスキ通リ光有。金ニ

テ打テ見ルニ､風ノ吹音有。押テミルニ、風ノ吹通ルヤウニ病人モ覚ルナリ。

療治ニ曰是モ冷血之温解ス療治シテヨシ。先下地ヲ強クアリニテ洗テ付リス

リニハ 

一 ヲヲリヨロサアト
イバラ

          一 ヲヲリヨカモメリ
ノギク

 

一 ヲヲリヨイノント          一 ヲヲリヨレリヨウロン 

一 ヲヲリヨロウダ           一 ヲンドロヘツテ 

右各合ヌリ付テ、其上ニヱンフラストムスラキニブスヲ木綿ニ［//］伸テ付其

上ヲ巻テ置也。サテ下シヲ用テ下スベシ。下シハ大黄粉ニシテ貮分欠湯ニ入

一夜置テ、翌朝温テ白砂糖ヲ三分程入テカキ交テ用也。ウム事ハナケレトモ

若膿タル時ハ、焼針立ヘシ。ランセイタヲ不可立。其子細ハ血走ルモノ也。

大事ノ腫物血走ベキト思ニワ何時モ焼針良。口開テ後療治同前。 

一 痰ヨリ生シタル腫物ハヱイリウノ如ク
ヘレマト云ハタンノ事也。ヘレマト云血水ヨリ発

腫上リ少堅シテ急ニ痛事ナシ療治ハ

温テ散之薬方 

一 ヲヲリヨアルドミジイヤ       一 ヲヲリヨレリヨウロン 

一 ヲヲリヨロウリイニ
太タフ

         一 ヲヲリヨロサアト
イバラ

 

                                                

59  Ventose. Paré V, pp. 344-346参照。 
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右各温テ塗付。其上ニエンフラストテヘンシイフン、ヱンフラストゲリシウ

ン［//］各等分ニ合付。其上ヲ巻テ置也。一日ニ一度、二日三度宛付カヱル散

マテ付ル。若不散シテ膿サウニ有、是時ハウミ薬ヲ付ヘシ。薬方  

一 ヰンクヱントハシリコン腫物惣躰ニヌリ付。其上ニヱンフラストムズラキ

ニブスヲ木綿ニ伸テ打也。膿タル時ハ焼針立テ良。其後療治同前 

一 アツフステイミト云ハ癰ノ事也。クチタル血損シタル血ヨリ発。初ハ粟粒

ニシテ痒シ。其間ハ病人ユダンスルモノ也。此腫物ニワカニ痛出大キニ、色

ドリ腫ヒロガルモノ也。療治ニ曰、先下地ニインクエントバシリコン塗付、

其上ニヱンフラストムズラギニブスヲ木綿ニ伸テ付、其上ヲ巻テ置也。イツ

マデモウムマデ如此付ル。膿ダラハ針ヲ刺膿ヲ抜ヘシ。又クサリノ様子ニヨ

リ［//］切テトリ、切テトリタル跡ニハホツリ木綿ニインクヱントアストロウ

ルン、インクヱントバジリコン等分ニ合浸メ付、其上ニムズラギニブス付ル

ヤウヤク取テ、赤肉ニインクヱントテイゲステイホント云肉アケヲホツリ木

綿ニ浸シテ付。其上ニヱンフラストテヤハルマヲ木綿ニ伸テ付ル。愈肉八九

分目ヨリテヤハルマ計付テ愈ス。 

 右初発ニ痛強ハ油薬ヲ付ル油薬方 

一 ヲヲリヨロウサ
イバラ

          一 ヲヲリヨレリヨウロン 

一 ヲヲリヨミニヨウカス        一 ヲヲリヨカモメリ
ノギク

 

一 ヲヲリヨサルフレウラ        一 ヲヲリヨイノンド 
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右温テ癰ノ廻リニ付テ、右ノ如膏薬付ル癰疸、疔瘡押散ントセハ誤リ有ヘシ。

只引上ケテ陽分ニテ潰、燗サセテ療治スヘシ。［//］ 阿蘭陀ハ腫物ニシテ薬

ヲモ不付子細アリ。 

一 カランゲイシヨト云ハ疸ノ事也。是モ癰同前腫平ニシテ内ニ発ヲ疸ト云癰

ヨリ大事ナリ。療治ニ曰成程温テ陽分ニ引上ヘシ。 

薬方 ヰンクヱントハシリコンニ 干鮭
カラサケ

ノ皮香色ニイリ、粉ニシテ加巴豆上皮

去テスリ碎テ加ヲヲリヨミニヨウカスヲ少加テ煉付テ、其上ニヱンフラスト

ムスラキニブス木綿ニ伸テ付ル。イツマテモ膿マテ如此膿タル時ハ、針ヲ刺

テ膿ヲ拔也。様子次第ニ切テモ取ナリ。其後療治同前。 

一 アフセスト云ハ疔瘡ノ事也。大形面手足ニ発。其形大豆粒ニシ膿ヲイタダ

キ出ル。是モ初発ニ痒物ナリ。後痛事タヱカタシ气ヲ失程毒血也。針タチワ

リミルニ底ニ堅リタル膿アルヲ取出シテ、其跡ニインクヱントアボヒストロ

ウルン［//］ヲホツリ木綿ニ浸押込、其上ニヱンフラストムスラキニブスヲ付

ルナリ。サリナカラ面ニ発疔ニ針ヲスベカラズ。心経肝経ニ発疔抔ニ針スレ

ハ血走テ不止故ニ死也。
カナル

和成療治ノ仕様ハ、先白キ物ヲイタタキ出ル。其白

キ物ヲソツト切テステインクヱントハシリコンヲホツリニ付テ下地ニ付テ、

其上ニヱンフラストムスラキニフスヲ付ルナリ。 

一 カンゲレナト云ハ麻木ト云テ身内イツクニテモシビレナヱテ覚ナキ事ナリ。

是ハ心ノ臓ヨリ血ヲ惣身ヱクバル。然ニユキナトヲフミ冷堅リ、此血ヲ順事

ナラズ、其シビルル取死。故ニ不覚或ハ腫物ナドニ強押薬ヲ付レハ、是モ右

ノ血順事ナラズ右ノ如也。又心血ハ順行スレトモシビルル事有。毒熱ニテ其

所ニヲホハレキユル故也。是ハ肉ノ消ル故也。又ハ毒ナト付タル［//］取打タ
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ル所毒腫癰疔或ハ、切継
ツキ
タル所、或ハ又強結

ツメ
シタテヲキタル所心血通事不成、

故ニシビルルナリ。筋切テ血不通所モ同前ナリ。右是ヲカンケレナト云也。 

一 右熱ノカンゲレナハ色紫色ニシテ痛モ不覚。是久クツモルトキワ不引シテ

黒成ナリ。ヱズチヨメト云テ、其所クサリ死ル也。 

一 右寒ノカンゲレナハ色カワラヅ白シテ押テモ不覚。其所シタルリ計  覚ル療

治ハ、成程温ル薬ヲ付テヨシ。 

一 ヲヲリヨミニヨウカス
山蚯蚓

       一 ヲヲリヨロウリイニ
太タフトモ

 

一 ヲヲリヨホッス           一 ヲヲリムスカアダ
肉荳蒄

 

右各等分ニ合温テ付テ、其上ニヱンフラストヲシコロ
熱ナリ

シヨンヲ木綿ニ伸テ付

ル。或ハヱンフラストメリロウト
大熱ナリ

モ良。或ワ生タルケタモノ温ナル内ニ皮ヲ

ハキ身ヲ付ル。又強サスル事良。［//］ 

一 筋切タル時ワ疵ノ養生シテ筋ヲ継
ツキ
血ノ通ヤウニスベシ。 

一 大熱ニテシビレ不覚 所
トコロ
有ハ先針ニテタチワリ覚ノ有所追切テトリ血ヲ出

シ、塩、水、醋、右三色温洗テサテインクヱントヱジブシヤクン
冷也

ニタバコノ

モミシル合テ付ル。其上ニ付ル薬ハ、 

 唐大豆ノ粉、大麦ノ粉、小麦ノ粉、大麦ノ内ニ有黒。右四色等分ニ合、水、

砂糖、醋、此三色ニテ煉合付ルナリ。是ニテ熱ノウモルヲカカヱルナリ。 
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一 右ノ薬ヲ水ト醋ト蜜ニテ煉付ハ寒ノウモルヲ押散スナリ。葵、茨
イケ
ノ花ノ煎

汁ニテ合付ハ、ホメキヲ止ル。腫ヲヘラス所ヲ拍ル野菊ノ花ノ煎汁ニテ合付

ハ、散ス也。葵、唐葵 ノ煎汁ニテ合付ハ膿ナリ。ア［ラ］クニテ合スレハ、

濕痰ノ腫物ヲ燥スルナリ。［//］ 此薬薄付ハ散シ厚付レハ膿ナリ。又アラク

粉ニシテ付レハ、散シ。コマク粉ニシテ付ハ、膿ナリ。 

右ノシヒレ成程早ク養生シテモゼヒ薬ニテ不治 腐
クサリ
行ハ、痛所ヲ切テトリ跡

ヲ金療ニテ治スベシ。サナクバ何程モクサリ行ヘシ。 

一 ハナリシヨト云ハ標疽ノ事ナリ。指サキ爪ト肉トノ間ヨリ出タル血ノ上澄

燥熱ノ腫物ナリ。其儘置ハ筋骨マデ腐ルナリ。殊外痛物ナリ。療治曰初ハ成

程シムル薬ヲ付テシメテヨシ。玉子ノ白味ニヲヲリヨロサアト、車前草ノシ

ボリ汁右合付ル。又ジヤクロノ入膏薬モ良。サテ下シヲ用テ痛止ル物ナリ。

若其ニテモ痰不止シテ膿タル時ハ焼針ヲ立テ膿ヲ拔事良。其子細ハランセイ

タニテ破タルハ肉余リテ療治ナリ。［//］ガタシ故ニ焼針ヨシ。 

一 コレラト云ハ血ノ上スシヨリ出来タルヲ云。是ワ熱ニシテ燥也。皮層ノ上

ニ出ル草瘡ノ類ナリ。余腫不上色ハ赤ク黄色也。押テシルニヲサヘタル時白

クナリ。ハナセバ跡本ノ如赤シ腫ハ皮ニ付タル物ナリ。強熱有テホメクナリ。

ホソキ物ニテ突如有痛散ヤウニテ能散ナリ。薬方  醋ニ水ヲ入、花ノ水、

車前水、葵ノ水。右各合付テ散ナリ。又色ハ右ノ色ニシテ廻リニ粟粒ノ如吹

出潰モアリ、不潰モアリ。又赤しシテキビノ皮ノ如シテヒロガルモアリ。不

潰ニ愈ルハ血ノ上澄。熱ヨリ生ル潰テヒロガルハ、血ノ上澄ニ血ノヲリネバ

キ血交タル故也。少肉ニカカリキビノ皮如吹出破ヒロガルハ、血ノ上ズミニ

濕痰ノ交リタルナリ。付薬ハ寒ニシテ燥薬ヲ付テヨシ。イングヱントルフン

［//］カンフラトンヲ大ニシテ、インクヱントヲヲリウンヲ小ニ合付テ良。 
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一 アカブソト云腫物ハ水腫物ノ事也。ホウルスト云筋ヨリ汁出ル穴アリ。是

ヨリ水少宛出皮ノ間ニタマリ積リ腫物ニ成冷タル所ヱ積。此シルシハ和ニシ

テ色不変押テ見ルニコタヘズ。押ニニグルヤウニ有無痛。打テ見ルニ水ノ入

テ有物ヲ打ヤウニ有。夜トモシ火ヲ病人ノソバニ置スカシテミレハ、スキ通

リテミユル。是大形老人ニ多有。冷テ痰多故ニ出来ルナリ。惣身 筋々或ハキ

ンニ出来ルナリ。痰ニ風カ水カ如何様交テ出ルナリ。何ニモ勝方ヲ其名ニ定

ルナリ。風ノ腫物ヨリ水ノ腫物ハヲソク腫上ルナリ。 

療治ニ曰、大小便ヨリ下シテ良。付薬ワ熱ニシテ燥薬付ワ散ナリ。［//］紫子

ヲ煎シテ海綿カ又ラシヤノ切ニ浸シテ付ル又イノントノ油ニテ紫子ヲ煎右ノ

如ク付ル又イラ草ノ実、カラシ、イワウ、カル石、クンロク香。各二匁宛蝋

油ヲ入テインクヱントニシテ付ル。又、タブノ実粉ニシテ、胡椒粉ニシテ各

二匁、タブノ実ノ油蝋加減ニ入インクヱントニシテ付ル。内薬ニ山帰来煎用

テヨシ。 

一 アルニヤ60ト云ハキン玉ニ出来ル腫物ナリ。此類色々ノ証有ト云トモ大形血

ヨリ出来ルナリ。ホメキ61熱スルニワ押薬ヨシ。是ノ醋ニ寒ノ草ノ汁何ニテモ

合付ル。又方玉子ノ白黄トモニ車前草ノ汁ニツキ合木綿ニ浸シ付ル。其ヨリ

モ散薬付テ良。成程不膿ヤウニシテ散シタルカ良。若其上ニテモウミサウニ

有ハ、ウミ薬ヲ付テウマセ膿タル時ハ、腫物ノ口ヲ開、如常療治シテヨシ［//］

大熱故ニカンゲレナニナシテ冷タル時、熱ヨリ発タルカンケレナノ養生シテ

ヨシ。 

                                                

60 Paré VI, Ch. XIV-XV, pp. 403-411参照。 

61  (ド) Ｈonig、蜂蜜 



 

 

- 202 - 

一 ヲモキ物ナトヲ持或ワチカラワザナトシテ、小腹
ホカミ
ノウスキ皮キンニ入腫物

ニ成。又ハ此皮切テ腹腸キンニ落入腫物ニ成事モアリ。此シルシハ押テ、シ

ルニ 逃
ニゲル
ヤウニシテ和ニ成。ウツムキニネテ押入レハ引込。又立テ情ヲ出セ

ハ本ノ如出ル物ナリ。血ヨリ出ル物ハ押テモ不逃ニ療治ハ腹腸ヲ引込調テ、

其跡ニ腸ノコヌヤウニキン膏薬打テ袋ヲシテキンヲ入上ニ引上ケヘシ。馬ニ

ノル事 力
チカラ
、能ヲ忌物ナリ。 

一 マレンコンヤ
血ノヲリナク

ヨリ出ルシイロ62ト云腫物ハ、濕痰ト交リ出ル事モ有。又別

ノ腫物ナレトモ、強押薬ニテ押堅テシイロニ成モアリ。其時ワ堅メ不痛濕痰

ニ交テ出ル出時ハ、身色ニシテ冷シ。［//］押テシユヒテミルニ覚有時ハ療治

有。病人不覚時ハ療治難成。 

右押テ覚有ヲ療治ノ仕様ハ、先多子入ル事悪シ。食物ハ熱温ノ物良能血出来

ル物ヲ食シテヨシ。悪物ハイリ物、焼物、押薬モ悪シ。付薬ハ和成、散薬良。

唐葵ノ根煎鶏［?］ノ内油ニ合付ル。又方、 

 メリロウト  十五匁       テヤキロン  十匁 

 牛ノ内油   十匁         雉ノ内油   十匁 

 アヒルノ内油 十匁 

白蝋加減ニ入インクヱントニシテ付ル。膿事ハナケレトモ若ウミサウニ有、

是時ハ 

                                                

62  Paré V, Ch. 22-23, pp. 360f. 参照。 
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一 唐葵ノ根              一 百合草根 

一 日本人彡63             右三色ヲ水ニテ煎［//］ 

一 小麦粉      一 麻仁粉      一 ブタノ内油 

各合テ付ル膿ダラハ口ヲ開テ腫物ノ療治シテヨシ。 

一 カンコロウ64ト云腫物ハ血ノヲリノコガレタルヨリ出ルナリ。腫テ堅丸シテ

色ハ薄黒物ナリ。早ク廣クホメキ痛物ナリ。初発ニハイカニモ小ク大豆程ニ

出来。廻リモ廣座取廻リニカニノ足ノ如ク血タマリタル筋出ル。又此筋不出

モ有大事ノ腫物ナリ。切破リ廻リニ焼金ヲ當療治シテ良。 

一 アネウリツマ65ト云腫物ハ心経腫ノ事也。心経腫ト云ハ心ノ臓ヨリ血ヲ惣身

ヱ渡ス、其血筋ニ出ル腫物ノ事ナリ。此ノ筋ノ名ヲアルデリヤト云。内外ノ

二色有。外ヨリトトコヲリテ腫物ニ成ト云ハ、針ナドニテ突カ或ハ又何ゾテ

切カ打カ杯シテ上下膿腹ハ治スレトモ其筋不治ニヨリテ、［//］其所ニ血流ア

ツマリテ此腫物ニ成也。又内ヨリ滞テ腫物ニナルト云ハ、強力熊ナトシテ心

経損タル所ニ血流積テ此腫物ニ成也。右何モ心ノ臓ノ血筋ニ滞故ニ不膿前ニ

針ヲ立ハ血不止シテ死ナリ。此腫物無痛ウミモセス、上ノ皮ウスク成テ張破

リ血出ル時ハ、療治難成膿ニナレハ、療治安シ内ヨリ出来タルハ押テシルニ

膿有ヤウニ和ニ色モ不変 ■
[虫食い]
ヲドルヤウニ成。心モ有又突カ切カ打カナトテ

上ハ直レ ■
[虫食い]
。其筋計不治滞タマリタル時ハ、猶以テ難見知前々 ■

[虫食い]
出来ヤウ

                                                

63  人参 

64  Paré V, Ch. 24-29, pp. 371-375参照。 

65 Paré V, Ch. XXX, pp. 371-375参照。 
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ヲ能々聞合分別スベシ。右ノ腫物不破以前ニ付ル薬ハ強押薬良。性ハ寒燥ニ

シテ強シムル薬良。 

一 柘榴皮66              一 コノテ栢葉  実トモニ 

一 血碣                一 玉子ノ白身［//］ 

右合テ付ル 

     又方 

一 車前水              一 蓮葉水 

一 柘榴皮               一 コノテ柏ノ葉  実トモニ 

右是ヲ合テモ付ルイカニモ凉シメテシムル薬良。其子細ハ雪ヲ重テ右ノ腫物

ニ置替。置替シテ愈タト云リ右破テ血出ル時ハ、心ノ臓ノ血筋ノ水上ヲ糸ニ

蝋ヲ引針ニ通シ、血筋ノ下ヲ通シ上ニハ木綿ヲタタミ置テ、結シメテ血筋ノ

血ヲ止テ、猶強薬ニシメサセテ、血ノ通ナキヤウニシテサテ、血ノ通ナキ時

カノトドコヲリタマリテ有所ヲ立ワウタマリタル血ヲコトコトク出シ、跡ニ

ホツリモメンニ 

一 アゼヘレ  大          
アセイン醋事。金ソウ門ニ云アゼヘレノ木ノ皮云 

  一 乳香   ［//］ 

丹凡ヤキテ粉ニシテ、少加右ワリタル所三盃入、上ニ玉子ノ白身ニ玉子ノ売

粉ニシテ、コノテ栢ノ実粉ニシテ合付。其上ニ木綿ニ醋ヲ浸シ巻ナリ。脇ヨ

リ膿ノ出ルマテ手ヲ不付ニ置。其後膿少宛脇ヨリ出ル時、右ノ薬ヲ其儘置脇

ヨリ拭取テ、玉子ト醋ニ付タル木綿ハ日々ニ付カヱ、下ニ付タル薬ハ自落ル

                                                

66  Cortex Granati 
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マテ置。自落タル時ハ、愈肉上リ悪物少モ不残ナリ。愈薬ヲ付テ愈ス其時、

件ノシメテ置タル糸ヲ取也。切疵ノ時モ血筋切テ血止リカネル時ハ、右ノ如

シテ血ヲ止テ療治シテヨシ。［//］ 

 

 

金瘡       ハルスヲンドト云ナリ  

一 ハルスヲンド瘡治不成疵ハ、心ノ臓、肝ノ臓、腎ノ臓、肺ノ臓、脾ノ臓、

胃ノ腑、膽腑、大腸、小腸、膀胱、胸ト腹トノヘダテ皮息ノ通咽呂并頭ノ鉢

打割脳ヲ包薄ヨウ切タル疵右何モ難治。但手浅シテ能々養生シタラハ生ル事

モ有。多分ハ死ヘシ。 

一 骨杯切 離
ハナレ
タルトキ、其骨ノ直ニツカルテハナシ骨ニ似タル堅肉ノ兩方ヨ

リ出合骨ヲカラミ付ルナリ。此骨ノ出来やウハ頭ノ骨ハ三十五日ニ出来ル。

鼻ノ骨ハ十日。アバラ骨ハ廿日程ニハ出来ルウテモモ脚ノ骨ハ大形廿日ニハ

出来ル物也。併療治ニヨルヘシ。［//］ 

一 切疵初テ療治ノ仕ヤウハ、先焼酒ヲ熱ワカシテ、ヨキカゲンニカンヲ作リ、

木綿ヲユテシテタデ洗ニ洗テ、タマリタル血ナドヲ指ニテ、能ノケテ疵ヲキ

レイニシテサテスウベキ。疵ナラバ、切針ニ麻ノ糸ヲ通シ、其糸ニ蝋ヲ引先

疵ノ真中ヲ一針スウテ、脇ハ疵ノ長短ニヨリテ間ヲ五分程宛置スウナリ。糸

ノ結ヤウハ、疵ノ上ニムスバズ疵ノ脇ニムスビテ置サテ、又右ノ燒酒ニテス

ウタル上ヲ洗テ付薬ハ、玉子ノ白身ヲ取テヤシヲノ油ヲ等分ニ合、ネハリナ

キヤウニ能々マゼ合、ホツリ木綿ヲ疵ノ長サニコシラヘ右ノ玉子ニ浸、疵ニ

付テサテ、又常ノ木綿ヲ疵ヨリ少長ク廣切テ二重ホド右ノ玉子ニ浸シホツリ
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ノ上ニ付テ、其上ヲ酢ニ水ヲ合木綿ニ浸蓋
カブセ
、其上ヲ巻ナリ。冬ハ一日ニ一度、

夏ハ一日ニ二度、宛［//］ 宛薬ヲ付替ル。疵ニ風ノ不中ヤウニスルナリ。如

此五日モ七日モ薬ヲ付テサテ腫モヘリ大形愈肉見タル時ワ、糸ヲケタノ間一

間宛置テ切テ抜也。其後残糸ヲ皆々切テ抜也。糸ヲ皆取テ後付薬ニハ玉子黄

計ヲ取テヲヲリヨテレメンテイナ、ヲヲヲリヨイツヘリコン各等分ニ合右ノ

如ホツリニ浸シテ付ル仕掛右同前為也。同前サテ愈肉八九分目ニ上リタル時

ハ、ヱンフラストテヤ
冷 也
ハルマヲ木綿ニ伸テ打也。若疵痛有ハ疵ノ廻リニ花ノ

水ヲ塗付テヨシ。 

一 打疵碎
クタケ
タルニワ玉子ヲ不可付。打疵碎タル疵ニハ、初ヨリテレメンテイナ

ヲ温メテホツリ木綿ニ浸シテ付テ、其上ニハ玉子ヲホツリニ付テ付。其上ニ

ハ酢ニ水ヲ合木綿ニ浸シテ付ルナリ。廻リニハヲヲリヨロザアドヲヌリ付ル。

［//］ 

一 血ヲ止ル事67。アルデリヤト云ハ心経ヨリ出ル血ナリ。此血色少薄シテ上々

ノ紅ノ如シ。出ルニ走リトブスヘヤト云ハ肝経ヨリ出ル。此血ハ色コクシテ

出ルニ、シヅカニ流ネバキ血ナリ。右止ヤウ四色アリ。一色ハ疵ヲ焼酒ニテ

洗ヌウテ止ル。二ツニワ打破リ肉タタレタルヲバ切テ捨、ウサギノ毛ヲ細ニ68

ミ、乳香、アゼベレノ木皮粉ニシテ合、疵ノ口ニホツリニ付テツクル。血止

テ後ハ玉子ノ白ヲ木綿ニ浸付テ、其上ニ酢ニ水ヲ合木綿ニ浸蓋包縫置ナリ。

右ニ云アねウリツマノ血ヲ止ル薬モ良。三ツニハ血筋ヲ縫事右ニ云心経ノア

                                                

67  Paré, VII, CH. VII, pp. 440f. 参照。 

68  刻か 
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ネウリツマノ血ヲ止ル如シ。四ツニハ血ノ出ル口ヲ焼止ル事。是ハ腐タル所

ヨリ血出ルヲ焼テ止リ、血モ止物ナリ。焼タル跡ニハ丹凡ヲ焼テ粉ニシテ捻

リ掛ルホツリヲ蓋ニシテ愈迄置ナリ。血ヲ止テ三日置テ、［//］其後疵ノ養

生スルナリ。但是ハ古流ナリ。當流ニハ右ノ如ニ焼酒ヲ温テ血ノ止ルマテ洗。

若焼酒ナキ時ハ、酒ニテ洗。兩酒共ニナキ時ハ血止右ノ如シ。手ニ血止石ヲ

ニギラセテヨシ。血止石ハブルウトステント云石ナリ。口傳  一名血石也。薬

店ニアリ云。 

一 鼻血止ヤウハコノテ栢ノ葉粉ニシテ玉子売ヤキテ粉ニシテポウデポスタ干

シテ粉ニシテ玉子ノ白身ト車前水ト合鼻ニホツリニ付テ入ル血止石ニギラセ

テヲクナリ。 

一 ネルボノ疵四色有。ネルボト云ハ髓筋69ノ事ナリ。 

髓筋ト云ハ筋ニ血モナク堅筋也。頭ノ髓ニ通ル故ニ療治ムツカシ。此疵ニ四

色有ト云ハ、先一ツハネルボ突疵。二ツニハ、ネルボ横ニ半分切タル疵。三

ツニハネルボ皆切タル疵。四ツニハネルボ立ニ割タル疵。右此四色ナリ。右

四色ノ内ニモ突疵養生難成。［//］其子細ハ疵ノ口小ク内ヘヒビキ、痛ニヨリ

危サテ、半分切タルモ残、半分ヨリ髓ヘヒビキ有ニヨリアヤウシ立ニワリタ

ルワ膿出安ニヨリ養生安シ。皆切タルハ猶養生安シ髓ヘヒビキナキ故ニ治安

シ。ネルボ突疵養生ノ事早愈薬不可付、和ニシテ膿ヲ吸出ス薬付ヘシ。譬ハ 

一 テレメンテイ[ナ]  一 松ヤニ  一 蚯蚓油  一 蝋 

                                                

69  Paré, VIII, Ch. 38, 39 T. II, pp. 111ff.参照。 
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此分煉合インクヱントニシテ付ヨ。玉子ノ黄少入テ可ナリ。是ハ膿ヲ吸出ス

為ナリ。若痛モ不止、膿モ不出ハ、ネルボ見ユル程口ヲ立ニ開テ膿ヲ出シ、

玉子ノ白黄トモニ二度程付テ、其後インクヱントテイゲステイホンヲ付ル。

是ニテ愈ルナリ。ネルボ半分切タル時モ右ノ薬付テヨシ。 

第一ノ薬ニワテレメンテイナヲ疵ニ付テ、其上ニワ玉子ツブシ［//］木綿ニ付

テ付廻ニハ 

一 ロウサノ油  一 蚯蚓ノ油 

塗付テヨシ。上ノ方ニハデヘンシイブンニテセキテ置ナリ。是ニテモ不治痛

フカク髓ヱ通ジ、或ハ気ヲウシナイサウニ是有バ、早クネルボヲ切離スヘシ。

ネルボ切タルトキハ、筋ノ兩口ヲ合セヘシ。此筋ヲヌウ事ハ悪シ。肉計ハヌ

ウベシ。疵ノ大キサ程ニシテテレメンテイナヲ付ヨ。其上ニハ玉子ヲ木綿ニ

付テ付。其上ニハ酢ト水ト合木綿ニ浸シテ包テ置ナリ。 

一 髓筋ニ膿ノ出来サル間ハ燥ス薬ヨシ。膿出来テカラハ不使。髓筋不見時ハ、

其疵ニ油使テモ不苦。髓筋ノ見ル時ハ、疵ニ油ヲ不使。油ヲ使ヘハ腐ルナリ。

油不使シテ不可時ハ、クサラカサヌ薬ヲ其油ニ加テ付ヨ。廻ニハ痛ヲ止髓筋

ヲ拘ル使ト成。［//］油ヲ付ヨ。故ニ 

ロウザノ油、蚯蚓油付テ良。髓筋切割タル時ワ、能々巻ヘシ。惣別髓筋ノ疵

ハ早不可直。只不膿ヤウニ痛ヲ和ゲタルガヨシ。其上テモ膿出来ルニ於テハ、

吸出ス療治スヘシ。髓筋ノ見ユル時、醋ヲ不可使、食物モ少ヒカヱテ大麦ノ

粥ナド、米ノ粥ナト用テ良。一七日過テカラヒヨコ用テ良。 

一 髓筋ノ疵薬ハ痛ヲ止膿ヲ吸出シ、能加減ニ熱ニシテ燥性有。性ノウスキ薬

吉。能加減ニ熱ニシテト云ハ、余リ熱ナラハ痛重ナリ。但大熱ノ物成トモ深
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疵ノ底マデトトキ、底ノ膿ヲ引出ス薬ハ可使。燥性有薬ヲ使。子細ハ疵ノ所

ヱアツマル悪物ヲ押ヘ、腫物ニ不成ヤウニスル。其ウエ髓筋ノ性ハ 生
シヤウ
［//］

徳
トク
性ナレハ、同性ノ薬ヲ好ム。ネルボハ燥性ナレトモ、ソレヘ集ル口濕ノ物

成。故ニネルボ湿ニ成腐事モ有。故ニ燥薬ヲ使同清ムル性有薬良。膿ヲ吸出

ス薬ヲ使。子細ハ膿髓筋ニ有ハ、痛重リ気ヲ失腫腐リ杯有。故ニヨリテ使也。

情ノ薄性ノ薬ト云ハ能深、髓筋マデモ行性ノ有薬ナリ。其子細ハ髓筋ハ生徳

堅物ニテ肉ノ下ニカクレ居ニヨリテ髓筋ノ底迄届薬ヲ使。髓筋ノ疵ニ腐性有、

薬不可使。此症疵ホメカバヨク加減ノ押薬散シ薬ヲ付ヨ譬ハ、玉子ノ白、ロ

ウザノ油ニ合付ヨ。惣別髓筋ノ疵ニ熱ニシテ濕ノ薬。又ハウマセ腐ル性ノ薬

不可使。譬ハ水油、小麦粉、葵、唐葵、内油。其外ノリノ如クナル薬不可使。

其子細ハ皆膿性ノ薬ナリ。其上ウルヲス薬ナレハ、髓筋ノ性ニ不合生スルキ

湯モ不使。［//］其子細ワホメク所ヲ和レトモ、生徳寒ニシテ濕ノ物ナル故ニ

髓筋ニ不合。水ハ不及云ニ髓筋ニ薬ヲ付ルトキハ温テ付ヨ。 

一 頭ノ疵ノ事、是ハ三色有、或ハ切疵・突疵・打疵右三色也70。三色ノ内ニモ、

骨碎タルカ頭ノ鉢打クホムルカ髓ヲ包薄ヨウ痛カ色々有。鉢ノ割タルカ不割

カヲ知事ハ、疵大キナル時ハ見ユル。疵小キ時ハサグリヲ入テ見ニ別ノ所ト

チガイ同シヤウニナリ。少高カヒキクカ或ハアラクシテトカク違ナリ。但ノ

コギリ歯ノ有所ハ、鉢ノワレタルニテナキ事モ有ベシ。ノコギリ歯ノナキ所

ナラハ、鉢ノ割タルシルシナリ。又時ニヨリ余リ割目ホソキ時ハ不知事有。

又無疵ニ鉢ノ割事有。其験ハ度々吐シ目赤シテ目ヲマハス事有。此病ハ牙ヲ

カミナラス事［//］不成。亦ワラ葉一筋ニテモクイ切コト不成。亦牙ニ糸ヲ一

                                                

70  Paré, VIII, Ch1, T. 2, p. 1参照。 
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筋掛テ引張。其糸ヲタタクニヒヒキ有ナリ。其ヒヒキデ痛ア ■
[虫食い]
所割タル験

ナリ。亦カヤノ実ナドヲ喰割ルニヒヒク所有、則割タル験ナリ。但カヤウナ

ルシルシ一ツニテハ難知、故ニアマノ験ヲ以テ知ナリ。亦験一ツモ無シテ鉢

ノ割事アリ。譬ハ外高所ヨリ落カ或ハ大キナル木石ナドニテワタルルカ ■
[虫食い]
。

其打タル人殊外強力。此ヤウ成推ヲ以テ知事モ有。其所ニ乳香、蝋、ロウダ

ノ油。右煉合カミヲソリテハ膏ヲ温テ一日付テ、翌日取、見ニ割タル所ハヨ

ノ所ヨリ燥ナリ。別ノ所ハウルヲヒ有ナリ。 

一 頭ヲ打ニ打タル所ハ不損ニ、其ウラ割テ損ル事有。譬ハ頭ノ後ノ方打テ、

前ノ方ノ骨割、右ヲ打テ左割ナドス［//］事アリヤ否ヤト問ニ、有ト云人アレ

トモ、併中ニノユキリ歯有ニヨリテ無ニ極ル。其子細ワ鉢ハ骨一ツニアラズ

ノコキリ歯ヲ以テツヅキタル骨也。故ニ、中ニノコキリ歯アリ、故ニ打タル

所ノヒビキ別ノ所ヘ續事不成。中ニノコギリ歯ナキ同骨一ツノ内ナラバ、割

ル事モ有也。亦鉢ノ前ヲ打テ後ヘタヲレ後ヲ打割事有。其ハヒビキデ割ルニ

アラズ別ニ打割同前ナリ。又ハ前ヲ打テ後ノ方痛事有。是ワ鉢ノ割タルニア

ラズ唯ウタレタル情ニテ内ノ後ノウスヨウノ肝経切血出腐リ膿ニ成。髓ヲ腐

シ死事有人ヲトキテミルニ内ノ方ノ骨割テ上ニハ疵モ無テ有タル者有ト阿蘭

陀人云傳タリ。 

一 頭ノ薄ヨウニ疵有シルシノ事髓ヲ直ニ包ヲウスヨウト云。其上ヲ包ヲウス

皮ト云。此ウス皮切ルカ突カナレハ、［//］頭痛深アハヲ吐。是ハ髓ヨリ胸腹

ヘ行髓筋有故ナリ。頭ノ脳ニ痛アルワ吐逆スル。又時ニヨリ腋痛ナリ。是皆

髓筋ノアル故ナリ。此外右ノ薄皮痛時ハ、腹中弱不食ニシテ食不消無カナヘ

タル如シテ内クルシミユルヤカナラズ寝入事不成、目赤腫テクラキヤウニ心

有、熱気アリ、鼻耳口ヨリ血出ル。舌ハ黒シシヤクリ有ハ悪性ナリ。多分死
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也。髓ヲ直ニ包薄ヨウニ當時ハナヲ強シ薄ヨウ損ヌル時ハ、ヤガケ髓モ損ル

ナリ。故ニ悪性多有、或ハ口ゴモル、或ハ目ヲマワス色々無物ナド目ニ掛家

ナト上下ニ成ヤウニ見ル。或ハ振イ或ワ殊外強サムガル。其子細ワ髓痛ニヨ

リ髓シジム。故ニ半身ナユル事モ有。色々多シカヤウノ悪性ハ薄ヨウ切カ損

ルカノ時ニワカニ出来ナリ。右ノシルシ皆々一度ニ有ニアラズ、時ニヨリテ

［//］拾ヲノ物三ツ四ツ有事モ有。亦皆々有事モ有。 

一 頭ノ髓ノ薄皮薄ヨウニ膿アリ。験ノ事上ノ薄皮ト鉢トノ間ニ膿有時ワ鉢浅

黄色ニシテ、其膿有所何トヤラン悪クヲホユル。時ニヨリ鼻耳口ヨリ膿出ル。

其トキ膿有所ニ早口ヲ開ヨ口ノ開ヤウハ、膿アル所マテ届ク程ナリ。又薄ヨ

ウノ肝経切ルトキハ希ニタスカル。但性強人ニテ、鼻耳口ヨリ膿ノ分皆出タ

ラハ、若生ル事モ有也。又外ノ疵ニウミ出来テ外ノ口セバクシテ膿外ヘハ不

出シテ、ノコギリ歯ヨリ内ヱウミノ入事モアルナリ。 

一 頭ノ疵ノゼンアクノ事頭ノ疵ワヨソトチガイ少ノ疵ニテモ大事也。但薄皮

サヘ不損ハ能養生シタラハ生ルヘシ。薄皮ソンヅル時ハ死ルヘシ。頭ノ疵ノ

時熱気サシ悪性出来［//］疵ノフチ燥ヒキクシテ色悪ワ死ル験也。頭ノ疵又髓

筋ノ疵ノトキ、強悪。寒セバ気ヲ失験ナリ。又トキニヨリ死ル験ナリ。又シ

カト不寝入。亦永ク深ク寝事悪シ。又殊外寝入テヲコシテモ覚サル程ニ寝入

冷汗ヲカクワ死性也。頭ヲウタレテ血出、其血ハ止レトモ余ノ悪性不直気ヲ

失ヒ吐逆ナト有時ワ死ル験ナリ。頭ノ疵十四日マデ無悪性シテ、次第ニ能成

行若悪性出来テクルニ於テハ、薄皮ノ下ニ膿有験也。故ニ死ル性ナリ。 

一 頭ノ疵養生ノ事切レタル日血多不出ハ、其日モアクル日モウデヨリ血ヲ取。

其子細ワ血ヲ少シテ疵ノ所ヱ血ノヨリ腫物ニ不成タメナリ。毎日腹中下ル加

減良。若腹中結タラハサシ下シ良。毎朝花ノ漬物食シテヨシ。是ワ血ヲ涼シ



 

 

- 212 - 

メ血ヲ［//］厚ナシテ疵ノ所ニヨセマシキタメナリ。血薄ケレハ血ヨルニヨツ

テ也。併ニ下ルカ吉ト云テ下シヲ不可用。下シヲ使ハ多分吐逆スルニヨリテ

不使。頭ノ疵ニ吐逆スル事悪シ。朝食前ニヒザヨリコブラノ方ヲヒザヨリ下

ヘサスリ下ス事吉。亦其所ニ不切ニスイフクベシテ良。イジキニモスイフク

ベシテ良。是ハ血ヲ下ル為ナリ。食物ハ常ヨリモ少。食物ハ消安物良。初ノ

時冷食吉、熱ノ物悪シ、寒ノ物ヲ食スル事ハ血ホメキヲ押ヱン為也。此類ハ

大麦ノ粥、チサ、梨子マルメイラジヤクロ此類ナリ。其後ハヒヨコ山ノ小鳥

菓子ニハコヘントロマルメイラナド用テ良。必々吐逆セザルヤウニ肝要ナリ。 

一 頭ノ疵ノ病者アマリウゴキハタラキスル事悪シ。頭ハナヲウゴカサヌガ吉。

［//］フス時ハ疵ヲ下ニナスヤウニシテフシテヨシ。者ノ居ル所カシマシキ事

悪シヲドロカサルヤウニスヘシ。气事悪シ。病者アマリ物云事悪シ。アマリ

永フス事悪シ。又アネイラザルモ悪シ。食後ニ寝入ル事悪シ。病者ノ居所ハ

能減ニ温カナルカ吉。寒ケレハ悪シ。アマリ温ナルモ悪シ。時ニヨリ疵腫物

ニ成事有、タトヘハ空ノ加減悪故ナリ。其國アマリ熱キカ、其家居アマリ熱

カ、或ハ包スゴスカ、或ハ熱ノ薬ヲカ、或ハ疵ヲ強巻カ、或ハ余寒カ、或ハ

食ヲヒカヘサルカ、或ハウゴキ働カ、或ハ殊外腹ヲ立ルカ右ノ類悪キナリ。 

一 頭ノ疵ニ房事以之外悪シ。月水有女近キ所ニヨセズ ■
[虫食い]
ノ衣類ニテ疵ヲ不可

包疵包タル物ヲ月ノ當ル所ニ置ベカラズ。疵悪成物ナリ。［//］ 

一 女ノ頭ニ疵有時若其女ニ乳呑子有ニ於テハ十四五日ノ間乳ヲノマセマジキ

ナリ。乳ヲノマスレハナメキ、ヨソノ血集リクタビルル物ナリ。殊ニ余ノ情

気故ナリ。 

 



 

 

- 213 - 

阿蘭陀外科カスハル  十七方  

一 ヱンフラストテヘンシイフント云膏薬ハ、諸ノ腫ノ熱ヲサマシ腫ヲヘラシ痛

ヲ止ル也。悪血ヲ押散シ悪血ヲヨセス。 

 一 ヱンフラストテヤキロンハ堅リヲトカシ疵ヲヌウテ、其上ニ付テヨシ。 

一 ヱンフラストムスラキニフス悪風ヲフセキ腫ヲヘス、但ウマデ不可腫物ハ早

膿ナリ。 

一 ヱンフラストテヤハルマ諸ノ愈膏薬ナリ。［//］古瘡古疵数年不治ヲ愈ス。 

一 ヱンフラストテヤホンホリコ是モ一切ノ愈膏薬也。皮ヲ生ス 

一 ヱンフラストガラサデイヤ是ハ疵ニヨシ。腫物ニモヨシ。愈膏薬ナリ。 

一 ヱンフラストデミニイヨ是モ諸ノ愈膏薬ナリ。皮ヲ生ス 

 一 ヱンフラストメリロウト是ハ冷テ痛所ニ良。筋気、中風、脚気ニ良。手足打

折或ハクジキタルニヨシ。 

一 ヱンフラストヲシコロシヨン是ハ堅ヲ解シ冷テ痛ニ良。筋気、脚気、中風ニ

ヨシ。骨打折クジキタルニヨシ。 

一 ヱンフラストゲリジウン是モ骨ヲツキ手足クジキタルニヨシ。［//］堅リヲ解

シ腫ヲヘラスヲシコロシヨンヨリモ能□膏薬□。 

一 イングヱントアルフンカンカンフラトン是ハ熱ヲサマシ痛ヲ止テ腫ヲ押散ス

草瘡下、疸瘡ヲ治諸ノ愈膏薬ナリ。 

一 インクヱントアホストロウルン是ハ諸ノ膿血ヲ吸取肉ヲ上ルメイチヤニスリ

テ指ナリ。 
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一 インクヱントバジリコン是ハ諸ノ腫物ウマセニ使吸破リウミヲ吸肉ヲ上ル。 

一 イングヱントステヘクン是モウミヲ吸愈ス草瘡ニヨシ。 

一 インクヱントヲヲリウン是ハ諸ノ腫ヲ散、打ミニモクジキタルニモ付テヨシ。

草瘡ニカンフラトント合スリ付テヨシ。 

一 インクヱントデアルテイヤ是ハ筋気、脚気、中風、不仁ヲ治下地ニ能々スリ

付。其上ニシテリロウト或ハヲシコロシヨンヲ付テヲクナリ。［//］ 

一 インクヱントヱジブシヤクン是ハ諸ノ腐ヲ止洗薬ニ少入テ洗テヨシ。 

           右十七方能終 

 

外ニ 

一 インクヱントウヱツト是ハ右カンフラトンヨリモ能ク何ノ熱物ニモ付ヨ毒ノ

虫獣喰付痛ニ良。 

一 インクヱントスタンコロスト是モ熱ノ物ニ付ル愈膏薬。 

一 イングヱントヒリイド是ハ疵ヲ二十四時ニ愈ス妙膏。［//］ 

 

阿蘭陀膏薬煉様  

冷 ヱンフラストデヘンシイブン 

一 サントロルウフルメリ         十匁 

一 ロザアロンロウブルン         十二匁 

一 カンフラ               二匁 
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一 セイラ                一斤半 

一 ヲヲリヨロウリイニヨ         六十目 

一 ハルアロンロウリイニヨ        八匁 

一 ホウルスアルメニヤ          八匁 

一 メリロサアロン            六十目 

右各煉合使［//］ 

温 ヱンフラストテヤキロン  

一 ムカギヌンノ油            三斤 

一 ジイタルジリウンアンゼントン     一斤半 

右煉合使 

熱 ヱンフラストムズラキニブス  

一 ムカキヌンノ油            六十目 

一アモニヤリン             五匁 

一 ガルバヌン              五匁 

一 ヲホチリン              五匁 

一 サガペニ               五匁［//］ 

一 コロウチ               二匁 

一 セイラ                百四十目 

一 テレメンテイナ            二十目 
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右煉合使 

冷 ヱンフラストデヤハルマ  

一 ジイタルジリウンアンゼントン     二斤半 

一 アゼトトウナノ油           二斤半 

一 アヲグゾニホツスイネ         二百八十目 

一 ヒチリヨウルンアルビ         四十目 

一 アミアツウストン           四十目 

右煉合使［//］ 

寒 ヱンフラストデヤボンホリゴ  

一 セイラ               五十目 

一 セルウサ              十匁 

一 トシイヤ              十匁 

一 ボロンペイヲステ          百目 

一 トウセス              十匁 

一 メイラ               十匁 

一 ヲヲリヨウンソウニ         十七匁 

一 ホルトカルノ油           六十目 

右煉合使［//］  

熱 ヱンフラストガラサデイヤ  
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一 セイラ               四十目 

一 コルホウニヤ            四十目 

一 セイベヱルジネ           四十目 

一 テレメンテイナ           二十目 

一 メイラ               三匁 

一 マステキス             三匁 

一 ヘルテ               三匁 

右煉合ル時ホルトカルノ油少入ル 

寒 ヱンフラストテミニイヨ［//］ 

一 ミニイヨ              一斤 

一 ホルトカルノ油           二斤 

一 セイラ               半斤 

一 テレメンテイナ           四十目 

一 ホロンヘイヲステ          二十目 

右煉合使 

大熱 ヱンフラストメリロウト  

一 スミツメリロウト71         六十目 

                                                

71  (ラ) Summ. Meliloti  
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一 ホロウリスアプセンテ        三匁 

一 ヲヲリヨカモメ           三匁 

一 セイモンヘイヌコレツベ       三匁 ［//］［//］  

一 ハクシロウリ            三匁 

一 ラアデキスアルテイヤ        三匁 

一 シピリイリデス72           二匁五分 

一 スピカナルデ             二匁五分 

一 カネイラ               二匁五分 

一 ガラアブ               二匁五分 

一 セイモンアミヨス           二匁五分  

一 アンモアシ              十匁 

一 ゴメペテリ              五匁 

一 ステラスカラミイタ          五匁 

一 カルタモン              二匁五分 

一 テレメンテイナ            十匁［//］  

一 ヒイクスセイカ            十二匁 

                                                

72  Radix Cyperiと Radix Iridis という２成分が「シピリイリデス」として一つにまとめられてい
る。 
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一 コルホウニヤ             十二匁 

一 セイベヱルジネ            四十目 

一 セイラ                八十目 

一 ヲヲリヨスピカ            二十匁 

一 ヲヲリヨマヨラナ           三十目 

一 マヨラナ               三匁 

右煉合使 

熱 ヱンフラストヲシコロシヨン  

一 セイラコ               六十目 

一 コルホウニヤ             六十目［//］  

一 アモニヤリン             二十目 

一 マステキス              二十目 

一 チヤン                二十目 

一 ウコン73               二十目 

一 ガルバヌン              二十匁 

一 メイラ                二十匁 

一 テレメンテイナ            二十匁 

                                                

73  鬱金 
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右煉合ルトキホルトカルノ油ヲヨキ加減ニ入 

温 ヱンフラストゲリジウン  

一 ラヒスカラミナリス          十匁 

一 ジイタルジリウンアンセントン     三十匁［//］ 

一 メイラ                二匁 

一 カンフラ               一匁五分 

一 マステキス              四匁 

一 セルウサ               五匁 

一 トンイヤ               五匁 

一 セイラ                二十五匁 

一 テレメンテイナ            十匁 

一 トウセス               四匁 

一 セイベヱルジネ            二十目 

右煉合ル時ホルトカルノ油ヲヨキ加減ニ入 

寒 インクヱントアルフンカンフラトン［//］ 

一 ヲヲリヨロサアロン          百十匁 

一 セルウサ               四十目 

一 セイラブランコ            三十匁 

一 カンフラ               二匁 
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右煉合後ニカンフラヲ入ル 

冷 インクヱントアホストロウルン  

一 アモニヤリン             十四匁 

一 テレメンテイナ            十四匁 

一 コルホウニヤ             十四匁 

一 セイラ                十四匁 

一 ジイタルジリウンアンゼントン     九匁［//］ 

一 ボロンペイヲステ           六匁 

一 メイラ                六匁 

一 トウセス               六匁  

一 ガルバヌン              四匁  

一 ヒチリヨウルン            五匁  

一 ベルテ                二匁 

一 ホルトカルノ油            半斤 

一 アシン                五合 

右煉合使 

熱 イングヱントバシリコン  

一 セイラ                半斤 ［//］  

一 チヤン                半斤 
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一 コルホウニヤ             二斤 

一 ホルトカルノ油            二斤 

右煉合使 

寒 イングヱントステペクン  

一 ホルトカルノ油            半斤] 

一 ソラトロン              半斤 

一 セイラフランコ            百廿目 

一 セルウサ               二十匁 

一 ニギレアルビ             十匁 

一 ホロンヘイヲステ           十匁［//］ 

右煉合使 

温 インクヱントヲヲリウン  

一 セイラマレイラ            六十目 

一 ホルトカルノ油            一斤半 

一 テレメンテイナ            二十目 

一 コルホウニヤ             三十目 

一 マステキス              十匁 

一 メイラ                十匁 

一 サフラン               廿目 
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右煉合使［//］ 

熱 井ンクヱントデアルデイヤ  

一 ホンテヘツテ             二十匁 

一 カアノヘツテ             二十匁 

一 タムヱンテヘツテ           二十匁 

一 ヲヲリヨホツス            二十匁 

一 ヲヲリヨアニイジ           二十匁 

一 ヲヲリヨカモメリ           十匁 

一 ヲヲリヨロウリイネ          十匁 

一 ヲヲリヨロンブレイカラロン      十匁 

一 ヌヘカスノアブラ
油
           五匁  

一 ヲヲリヨベイダラ           五匁［//］ 

一 ヲヲリヨテレメンテイナ        五匁 

一 セイラ                半斤 

一 アラキ酒               十五匁 

右煉合使 

冷 井ンクヱントヱジブシヤクン  

一 ヘルテ                五十目 

一 アルウヱ               十匁 
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一 ホウネキ               百四十目 

一 アシン                七十目 

右煉合使  ［//］ 

 

外ニ  

寒 インクヱントウヱツト  

一 ムスクス    サマシテ入      五分 

一 カンフル      同        一匁二分 

一 セルウサ               六十目 

一 大楓子油               五匁 

一 ヤシホノ油              五十匁 

一 ホルトカルノ油            五十匁 

一 セイラブランコ            二十匁 

右煉合使 

寒 インクヱントスタンコロスト  

一 ミイニヨ               四十目 

一 セイラ                二十目［//］ 
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一 キリン血74              五匁 

一 ミニイヨ               五匁 

一 ヤシヲノ油              二十匁 

一 アヲグゾニホツスイネ         二十匁 

一 ホルトカルノ油            三十匁 

右煉合サマシテ玉子ノ黄二ツ分入交合龍脳麻香株メ少宛入ル 

インクヱントヒリイド 廿四時膏ト云是也。 

一 カンフル    株メ後ニ入      四匁 

一 カンフラ     同         十匁 

一 セルフサ               十匁［//］  

一 コルホウニヤ             十匁 

一 アヲグゾニホツスイネ         十匁 

一 カミイザ ホツリ刻テ         十匁程 

右煉合使 

疵膏薬妙方  

一 セイラフランコ            十六匁 

一 ホルトカルノ油            三十四匁 

                                                

74  麒麟血、(ラ) Sanguis Draconis 
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一 テレメンテイナ            八匁 

一 ミイラ                四匁 

右四味煉合疵ニ付ハ肉ヲ上ケ愈ス［//］ 

 

阿蘭陀薬 違様 井上筑後守殿 上写  

一 ミイラ  

落馬何モ打身ノ時、四五分ネバネバネバト酒ニテスリ用。其上ニ酒ヲ醉程ノ

マセテヨシ。打タル所ニモ酒ニテスリ付テ良。此ミイラ、ヲクリカンキリト

スヘルマセイテト三色合、醋ニ入用テ打身ニナヲナヲヨシ。切疵ニハ此ミイ

ラヲステヘクント云膏薬ニ交テ付テヨシ。 

一 ヘイシムレル  

痔有人不断身ニ添持テヨシ。粉ニシテ少シ宛酒ニ入用五體ニ有砂ヲ下シテヨ

シ。血止ニ第一良。下血ニモ用ヤウ同前。［//］ 

一 スクシイネ  

熱気有テ鼻塞耳塞タルトキ、是ヲ粉ニシテ火ニクベ、其煙ヲハナニアテ耳ニ

アテスルニ風ヲ去ナリ。スクシイネト、ハルサモヘラヒヤ、ヌントウセス此

三色合耳不聞キ耳ヲフスベテヨシ。能風ヲ去ナリ。石淋ニハスクシイネヲ粉

ニシテ、アニイジノ油ニテ用ヨシ。 

一 バルサモ  

切疵、突疵、諸ノ疵薬ナリ。又筋痛ニ、是ヲ成程温、筋ノ上ニ付テ吉。疼歯

ニ良。耳痛ニモヨシ。蓮瘡ノ跡、焼目ノ跡、切疵ノ跡、光リ有テ見苦キ所有

ハ、針ニテカキキリ血ヲ出シ、此油ヲ付ヨ。光失テモトノ肌ニナルナリ。 
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一 ヲヲリヨテレメンテイナ［//］ 

五體ニカゼ入腫物トモ不知立居モ、不成事有テ甚疼痛スルトキ、是ヲ温メス

リコミテヨシ。同ハ琥珀ノ油ト合付ハナヲナヲヨシ。石淋・淋病ニハ、此油

トヲクリカンキリト醋ト合用ハ、石下リ小便通ルナリ。 

一 コンヘキシイヨアルカルモス  

長病ニテ煩ツカレテ草臥寝起モ不可弱リタルモノニヨシ。強ヨハリタル者ニ

ハ四五分用テヨシ。大熱気又寒ヨリ起リタル熱気ニモ用テヨシ。風ニアタリ

タルニモ用テヨシ。労療ニモ用テヨシ。但花ノ水ニテ用也。又気力ツキタル

モヨシ。懐妊ノ女ニ悪シ。 

一 テリヤグン   

毒解ニ用、毒虫、毒魚ニ所傷ニ付テ、其上ニ膏薬付ニ吉。［//］ 

息タヱマシキトキ用テ良。腹痛ニ用。但酒カ茴香ノ油ニテ用テヨシ。月水ト

トコヲリタルニ用。懐妊ノトキ腹中ニテ子死タルニ用ハ子下リ安シ。懐妊ニ

ハ不用、小児ニモ不用。又頭ノ脳痛ニヨシ。 

一 メテリダアテ  

是モ右同能ナリ。懐妊小児ニモ用テ不苦ナリ。大熱気、寒ノ熱気ニ温酒ニテ

用熱ノ指出一時前ニ用也。 

一 キリシタルンタルタリ  

淋病ニ良。能粉ニシテ酒ニテ用。一度ニ弐匁程モ用。小児ニワ四五分用。寒

腹セク時用テヨシ。 

一 ヲビタンデサレトン  

腹中痛血ヲ下ス者ニ夜是ヲ用テ良。［//］ 
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一度ニ五厘程湯ニテモ酒ニテモ用。又ヨルネイリカスルモノニモ五リン程酒

ニテ用テヨシ。 

一 マテヨカナノ木  

湿気腸満有テ腹腸五躰腫ル事アリ、此木ヲ粉ニシテ二三匁モ見計テ酒ニテ用

ル。黄疸ニモ用ヤウ同前。脾胃弱シテ食不進トキ用テ良。朝毎ニ痰出ニヨシ。 

一 コンタラヱルバ  

大熱気身ノ内ニ有テ外ニ出カ子苦キトキニ、粉ニシテ四五分酒ニテ用テヨシ。

疱瘡身内ニ有テ出カネルトキ右ノ如用テヨシ。其外何ニテモ内瘡出カ子苦ト

キ、此木ヲ粉ニシテ袋ニ入二三日酒ニツケヲキテ、其汁ヲ朝毎ニ用ハ内瘡不

残出ルナリ。［//］ 

一 ラジスヘヨニヤ  

驚風ニ良。四五分粉ニシテ乳ニテ用、砂糖ニテモ用。子共不断クビニカケ手

ニカケシテ、居ハキヤウフウウスクナル也。キヤウフウ常ノ養生ニハ、上ノ

琥珀ヲヤイテ、ケムリヲカガセテヨシ。キヤウ風有子ニハ琥珀ノ油ヲ鼻ノ下

ニ不断ヌリテヨシ。 

一 ハルサモヘラヒヤヌン  

筋気脚気ニテ手足不自由ナルモノニ琥珀ノ油、丁子ノ油、此ハルサモヘラヒ

ヤヌン三色合温テヌリ付テ吉。一度ニ多ハ不付、何モ熱ノモノナリ。又此ハ

ルサモヘラヒヤヌンニ乳香、伽羅、麻香、鯨ノ糞。右合香玉ニスルナリ。 

一 テレメンテイナベネジヤ  

疵切口ニ玉子ノ黄ト合付バヤガテ肉生ス。又テレメンテイナ、［//］八匁、白

蝋、八匁、能加減ニ煉合諸腫物ニ付吉。 

一 メテリチイクンノ木  
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石リン、淋病又腰ノセク時、此木ヲ粉ニシテ水ニ入置ハ水青クナル其トキ用

テヨシ。 

一 サルサヘレイラノ木  

唐瘡ニ妙薬ナリ。此木ヲ八匁ニ水二升入、一升ニ煎朝トク用テ、イカニモ温

汁ヲキテヨシ。晩ニ寝サマニモ右同前ニ用。唯湯毎ニ用鹽ノカラキモノ不食、

山皈来加テナヲヨシ。唐瘡ニハ夜晝三十日ホド呑スル。其間病人風ヒカヌヤ

ウニシテヨシ。古瘡手足ニ有テ治ガタキニヨシ。五躰不断痒ニヨシ。  

一 アヒン   

身ヲ強ルニ用。但多不用多用ハ頭乱スルモノナリ。［//］ 

女ヲ游時コレヲ少シ用ハ、身ツヨマルナリ。是ワ黒坊ノ國ニテ用ル薬ナリ。

第一腎薬ナリ。酒ニテ用ナリ。水ニテ用テハ、何ノ役ニモ不立。腹ナド下リ

不止、トキ玉子ヲ生ヤキニシテ此アヒンヲ小豆一粒ホド用ハヨリヤマルナリ。

アヒン用テ酢ノ气ヲ禁スル也。 

一 ビリリ  

毒解シ酒ニテ用。諸ノ毒虫・毒魚ニササレハマレナトシテ腫イタムニ酒ニテ

コレヲネバネバトスリテ痛所ニスリ付テ良。赤ハラナト腹シブリ腹虫、霍乱、

産後ニ腹セクニモ大豆粒ホド酒ニテスリ立用ハ忽ニヨシ。跡腹、セキヤミ、

古血ハ碎テ下ルナリ。積ニモムネ虫ニモ下血ニモ湿気ニテ五躰腫ルニモ右ノ

如用テ良。一七日［弐］七日用ル内ニ青物ト酢禁物也。冷ヨリ発タル腹中ハ

晝ヨリモ夜シゲク通其時ハ酒ニテ用。［//］ 

熱ヨリ発腹中ハ夜ヨリモ昼シケク通其トキハ湯ニテモ水ニテモ用ナリ。 

一 コンヘキシヨジヤシントウルン  



 

 

- 230 - 

テンカンクツテ或ハ風ニ逢タル者ニヨシ。目ヲマハシ気ヲ失ヒタルモニニア

グハビイテマテリヨウリト云、酒ヲ呑汁ニシテ用。此酒ナキトキワ常ノ酒ニ

テモ用。女ヲ遊事深シテ身ツカレ草臥タルトキ用テヨシ。75 

一 ヘイダラバザル  

虫霍乱、熱気、毒解シ、痰セク時水ニテスリテ用。気付ニハヨシ。諸病ノ薬

ナリ。但産前後ニモ不用。疱瘡。疥ノ序ヤミノトキコクスリテ呑セテヨシ。

労療ニモ用テ吉。 

一 コキニヨ   

［//］  第一子共ニ吉。腹下ル時水ニテスリテ用ル。又赤腹ニモ良。ナメ腹

ニモ良。痔ニモスリテ付テ吉。諸ノ熱気ヲサマス也。小児ノ赤腹ニハ水ニテ

スリテ用、ヘソノ廻リニ付テ吉。小児頭草ニ水ニテスリ付ル。走草ニハ水ト

醋ト合スリテ付ル。 

食違ニモ水ニテスリテ用。キンノ腫ニモ水ニテスリテ付ル。霍乱ニハ酒ニテ

スリテ用。マムシニササレタルニハ、水ニテ胸悪嗽者ハ醋ニテスリ温メテ用。

後ヲ火ニテアブルヲコリニモ水ニテスリ用。イキアイ誥76タルニハ、花ノ水ニ

テスリテ用。下腹ニワ焼酒ニテスリテ用結ルニハ水ニテスリ用。冷ニハ酒、

熱ニワ水ニテ用。 

一 ウンカウルノ  

第一毒解ナリ。水ニヲボレタルニハ水ニテスリコクシテチヨリ［//］ 

                                                

75  「阿蘭陀外科外療集」：「レシイネガラハ」  

76  詰か。 
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一ツ程用ハ腹中ノ水皆々吐出。痰セクトキモ水ニテスリ用。産前後ニモ用。

何モ熱ヨリ発タル煩ニハ用テ良。 

一 テレヤカ   

此煉薬第一毒解ナリ。悪風ニアタリ身冷タルニモ、気違ニモ、水腫ニモ、頭

風ニモ、腹痛ニモ、小便結ルニモ、月水トドコヲルニモ、胎内ニテ子死タル

ニモ、寝汗出ルニモ、毒矢ニ中ルニモ、毒虫・毒魚・毒獣ニ所傷ニモ、何ニ

モ一二匁湯ニテ用テヨシ。 

 

水戸中納言様小姓 足ノ療治  

一 ヲヲリヨアネテイネ、         少ウン、痛止イノント、 

一 ヲヲリヨカモメリ、          熱、筋ノタメノギク、 

一 ヲヲリヨロウリイニ、         同、ヒクタン、同［//］ 

一 ヲヲリヨカリヨヒクロウルン、     同、丁子ノ事、同 

右四色ハサジ一ツ宛 

一 ヲヲリヨテレメンテイナ、       大熱、筋ノタメ 

一 ヲヲリヨスクシイネ、         同、同 

一 ヲヲリヨヘイダラ、          同、湿气去 

一 ヲヲリヨヱネペレ、          同、筋ノ為 

右四色ハ四滴程宛 

右八色合温テスリ付其上ニ付ル膏薬ワ 
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 メリロウト、 

 サダレ
方未習

ノン、 

 ムズラキニブス、 

 ヲリスゴロ ■
[虫食い]
ニ、 

方未習 

 

稲葉美濃守殿 筋痛ノ時療   ［ //］  

一 ヲヲリヨテレメンテイナ 

一 ヲヲリヨロウリイニ 

一 ヲヲリヨカリヨヒリロウルン 

一 ヲヲリヨホツス 

一 ヲヲリヨヘイダラ 

一 ヲヲリヨカモメリ 

右合温テ塗付テ良。 

インクヱントデアルデイヤ 

一 シミラネ、              草ノ実 

一 ヘネゲレテセ、            同 

一 ラアデキスサルデイ、         葵ノ根［//］ 
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一 アヲグゾニホツチイネ 

一 新キホツトル 

一 ゴメペテレイネ、           木ノ脂 

一 ゴメアモニヤクン、          同 

一 セイラ、               加減 

右各煉合筋和ケ堅リヲ解ナリ。 

 

井上筑後守様坊主衆療治  

一 ヲヲリヨ
ヲヲリト云ハ油ナリ

ホツス 

一 ヲヲリヨテレメンテイナ 

一 ヲヲリヨロウリイニ 

一 インクヱントデアルデイヤ［//］ 

右合ヌリ付其上ニムスラギニフスヲ付ルナリ。右ノ療治皆々快気被成ニヨリ

テ仕掛書留置者也。 

 

井上筑後守殿 御用被召上薬物之事  

一 ミイラ、              ネダニ目ガヘ 

一 ヘイシムレイルアバラ骨一ツ、    代四十三匁 
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一 ヒクリ、   一筒、        代五匁 

一 琥珀、    一袋、        一斤ニ付百廿目 

一 バルサモ、フラスコ一ツ、      ネダン目ガヘ 

一 ヲヲリヨテレメンテイナ、      代一匁ニ三匁ニ下宛 

一 コンヘキシヨアルカルモス、     ヲランダカイモト百目 

                    上ケアネダン五十目 

一 コンヘキシヨシヤジント、      ヲランタカイ八十目 

                    上ケアネタン四十三匁 

一 テリヤグン、            ヲランタカイ三十目 

                    上ケアネダン十五匁 ［//］ 

一 メテリダアテ、           ヲランタカイモト廿五匁 

                    上ケア直段十五匁 

一 キリシタルンタルタリ、       ヲランタカイ四匁 

                    上ケアネタン同 

一 アグハビイテマテリヨウリ、     ヲランタカイ三十五匁 

                    上ケアネタン二十五匁 

一 ヲビタンテサレトン、        ヲランタカイ十匁 

                   上ケアネタン七匁 
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一 バルサモヘラヒヤスン、       ヲランタカイ三十五匁 

                    上ケアネタン十七匁 

一 テヘンシイブンヒキヨウナス 一本、 ヲランタカイ十匁 

                    上ケアネタン七匁 

 

右此書物者阿蘭陀外科メステルカスハル入津ノ時、江戸江罷下諸大名衆御療

治無比類手柄多依有是、長崎御奉行馬場三郎左衛門殿、因仰編一冊指上申書

物之写也。予求得也。雖秘蔵深依為執心免赦之者也。直子之外、相傳有間敷

者也。 

于時慶安三年寅九月日 
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【資料７】 初期カスパル流文書に見れる西洋医学の専

門用語  

（オ）オランダ語、（ス）スペイン語、（ド）ドイツ語、（ヒ）ヒン
ズ語、（ポ）ポルトガル語、（ラ）ラテン語 

 

用語 備考 

アカブソ (ラ ) Hydrops; (オ ) waterhoofd; (ポ ) 

hidrocéfalo 

アシン (オ) asijn; (ラ) Acetus 

アゼトトウナノ油 (ポ) acetona; (ラ) Oleum Olibanum 

アツフステイミ (ラ) Apostema 

アネウリツマ (ポ) aneurisma; (ラ) Aneurysma  

アヒン  (ヒ) aphim, afim, afyun  

アフセス (ポ ) abcesso; (ラ ) abscessus; (ス ) 

abscess 

アミアツウスト (ラ) Alumen ustum 

アモニヤクン ( ラ ) Ammoniacum = Gummi 

Ammoniacum 

アルウエ (ラ) Aloë 

アルデリヤ (ポ) (ラ) (ス) arteria 
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アルニヤ (ポ) hérnia; (ラ) Hernia 

アヲグゾニホツスイネ (ラ) Axiungia Porci 

アンモアシ (ポ) Ammoniaci  

イストウラスカルミイテ (ポ･ラ) Styrax calamita 

インクエントアストロウルン (ポ･ラ ) Unguento Apostolorum; (ラ )  

Unguentum Apostolorum 

インクエントウエツト ( ポ ･ オ ) Unguento witte; ( ラ ) 

Unguentum album; ( ポ ) Unguento 

Branco 

インクエントスタンコロスト (ポ･ラ) Unguento 未定  

インクエントテイゲステイホン (ポ･ラ ) Unguento Digestivum; (ラ ) 

Unguentum Digestivum 

インクエントデアルテイヤ (ポ･ラ ) Unguento de Altheae; (ラ ) 

Unguentum de Altheae 

インクエントハシリコン (ポ･ラ) Unguento Basilicum / Basilicon 

(ラ) Unguentum Basilicum 

インクエントヒリイド ( ポ ･ オ ) Unguento jicht? = ( ラ ) 

Unguentum Nervinum 

インクエントエジブシヤクン (ポ･ラ ) Unguento Aegyptiacum; (ラ ) 

Unguentum Aegyptiacum 

インクエントヲヲリウン ( ポ ･ ラ ) Unguento Aureum; ( ラ ) 

Unguentum Aureum 

イングエントアルフンカンカンフ
ラ 

(ポ･ラ) Unguento Album Camphoratum; 

(ラ) Unguentum Album Camphoratum 

イングエントステヘリン (ポ ･ラ ) Unguento Stipticum; (ラ ) 

Unguentum Stipticum 

ウモル (ラ) humor; (ポ) humór 

ウンカウルノ (ポ ) unicórnio; (ラ ) unicornus; (オ ) 

eenhoorn  
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エキスタラキルイバアルホ (ポ) extracto ruibarbo; (ラ) Extractum 

Rhabarbari 

エンフラストガラサデイヤ (ポ･ラ ) Emplastro Gratia Dei; (ラ ) 

Emplastrum Gratia Dei  

エンフラストゲリシウン (ポ ･ ラ ) Emplastro Griseum; (ラ ) 

Emplastrum Griseum 

エンフラストテヘンシイフン (ポ･ラ ) Emplastro Defensivum; (ラ )  

Emplastrum Defensivum [rubrum] 

エンフラストテヤキロン (ポ･ラ ) Emplastro Diachylon; (ラ ) 

Emplastrum Diachylon [simplex] 

エンフラストテヤハルマ (ポ･ラ ) Emplastro Diapalmae; (ラ ) 

Emplastrum Diapalmae 

エンフラストテヤホンホリコ (ポ･ラ) Emplastro Diapompholigo;s (ラ) 

Emplastrum Diapompholigos 

エンフラストデミニイヨ (ポ･ラ ) Emplastro de Minio; (ラ ) 

Emplastrum de Minio 

エンフラストムズラキニブス (ポ･ラ) Emplastro Mucilaginibus; (ラ) 

Emplastrum Mucilaginibus 

エンフラストメリロウト (ポ･ラ ) Emplastro de Meliloto; (ラ ) 

Emplastrum de Meliloto 

エンフラストヲシコロシヨン (ポ･ラ ) Emplastro Oxycroceum; (ラ ) 

Emplastrum Oxycroceum 

カアノヘツテ (ラ) Axungia canis; (オ) hondevet 

カネイラ (ポ) Canela; (オ) Kaneel 

カランゲイシヨ ( ポ ) carangueja, caranguejo; ( ラ ) 

cancroma 

ガラアブ (ポ) Cravo; (ラ) Carophyllum 

カルタモン (オ) Kardamon; (ラ) Cardamomum 

ガルバヌン (ラ) Galbanum 
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カルモスアルマテカ ( ラ ) Calamus aromaticus, Calmus 

Aromaticus; (ポ) Calamo aromatica 

カンゲレナ (ポ) (ラ) Gangrena 

カンコロウ (ポ) cancro; (ス) cancer; (オ) kanker 

カンフラ (ポ) Cânfora; ; (オ) Kamfer 

キリシタルンタルタリ (ラ) Cristallum Tartari (Cristalli Tartari) 

コキニヨ (ポ) coquinho; (ラ) Oleum Palmae 

ゴメアモニヤクン (ラ) Gummi Ammoniacum 

ゴメペテリ (ラ) Gummi Bdellium 

ゴメペテレイネ (ラ) Gummi Bdellium 

コルホウニヤ (ラ) Colophonia 

コレラ (ラ) cholera; (ポ) cólera 

コレラ (ラ) Cholera = Erysipelas?  

コロウチ (ラ) Crocus [Orientalis]（鬱金） 

コロウクスヲエンタリス (ラ) Crocus orientalis;  

コンセルハブキニス (ラ) Conserva Bucinis 

コンタラエルバ  ( ポ ) Contrayerva; ( ラ ) Radix 

Contrayerva 

コンヘキシイヨアルカルモス (ラ) Confectio Alkermes 

コンヘキシヨジヤシントウルン (ラ) Confectio Hyacinthorum 

サガペニ (ラ) Sagapenum 

サフラン (ラ) Safran 

サルサヘレイラノ木 (ラ) Lignum Salsaparilla 

サンキ (ラ) sanguis; (ポ) sangue 

サントロルウフルメリ (ラ) Santalum rubrum 

シイロ (ラ) Scrirrhus; (ス) escirro 

ジイタルジリウンアンゼントン (ラ) Lithargyrium [?] 

シミラネ (ラ) Semen Lini 

スクシイネ (ラ) Succini 
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ステラスカラミイタ (ポ) (ラ) Styrax Calamita 

スピカナルデ (ラ) Spica Nardus 

スヘヤ (ポ) veia 

スミツメリロウト (ラ) Summ. Meliloti  

セイベエルジネ (ラ) Sevum Hircinum; (オ) Bokke vet 

セイモンアミヨス (ラ) Semen Ammios 

セイモンヘイヌコレツベ (ラ) Semen Foenugraci 

セイラ (ラ;ポ;ス) cera、蝋 

セイラフランコ (ポ) Cera branco; (ラ) Cera alba 

セイラマレイラ (ポ) Cera maleira; (ラ) Cera flava 

セルウサ (ラ) Cerussa 

ソラトロン (ラ) Solatrum = Solanum, Uva lupina 

タムエンテヘツテ (オ) tamme eende vet; (ラ) Adeps Anatis 

チヤン (ラ) Pix nigra 

テリヤクン、テリヤグン (ラ) Theriacum, Teriacum 

テレメンテイナ (ポ ) terebinto, terebintina; terementina 

(ラ) Terbentina, Termentina 

テレメンテイナベネジヤ (ポ ･ ラ ) Termentina Venetia; (ラ ) 

Terebentina de Venetia 

テレヤカ (ポ) teríaca; (ラ) Theriaca 

トウセス (ラ) Thus, Thuris, Tutia 

トシイヤ (ラ ) Tutia, Tus, Thuris (Arbor thuris 

olibanum); (オ) Thus, wierook 

ニギレアルビ (ラ) Nigella albi 

ネルボ (ポ) nervo; (ラ) nervus 

ハウテコブラ (ポ) pau de cobra 

ハクシロウリ (ラ) Bacca Lauri 

ハナリシヨ (ポ) Panarício; (ラ) Panaritio 

ハルアロンロウリイニヨ (ラ) [Oleum] Baccarum Laurinum ? 
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バルサモ (ポ) balsamo, (ラ) balsamus  

ハルサモヘラヒヤヌン (ポ･ラ ) Balsamo Peruvianum; (ラ ) 

Balsamus Peruvianus 

ハルスヲンド (オ) hartwond ?, (ド) Herzwunde ? 

ヒイクスセイカ (ラ) Ficus sicca 

ヒチリヨウルン (ラ) Vitriolum 

ヒチリヨウルンアルビ (ラ) Vitriolum album 

ビリリ Billili（語源不明） 

ブルウトステン (オ) bloedsteen; (ラ) Lapis Haematitis 

ヘイシムレル (ポ) Peixe mulher 

ヘイダラバザル (ポ) Pedra Bazar; (ラ) Petra Bezoar 

ヘネゲレテセ 未定 

ヘルテ、ベルテ (ポ) verde; (ラ) Viride aeris, Aerugo 

ヘレマ (ラ) phlegma; (ポ) fleuma 

ヘイビリ (ラ) febris; (ポ) febre 

ホウネキ (ド) Honig; (オ) honing; (ラ) mel 

ホウルス (ラ) Bolus 

ホウルスアルメニヤ (ラ) Bolus Armeniae 

ホツトル (オ) boter; (ラ) Butyrum 

ホロウリスアプセンテ (ラ) Flores Absinthi 

ホロンヘイヲステ (ラ) Flos Absinthi 

ボロンペイヲステ (ラ) Plumbum ustum 

ホンテヘツテ (オ) hondevet; (ラ) Axungia canis 

マステキス (ラ) Mastix 

マテヨカナノ木 (ラ) Mechoacanna 

マヨラナ ( ラ )  [Origanum] majorana; ( ポ ) 

manjerona  

マレンコンヤ  (ポ) melancolia; (ラ) melancholia 

ミイラ (ポ) múmia; (ラ) Mumia 
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ミニイヨ、ミイニヨ (ポ) mínio; (ラ) Minio 

ムカギヌンノ油 (ラ) Oleum Mucaginum 

ムスクス (ラ) Muscus; (ポ) almíscar 

メイチヤ  (ポ) (ス) mecha、芯、糸 

メイラ (ポ) mirra, (ラ) Myrrha 

メテリダアテ (ラ) Mithridat, Electuarium Mithridatis 

メテリチイクンノ木 (ラ) Lignum Nephriticum 

メリロウト (ポ) meliloto, (ラ) Melilot, Melilotus  

メリロサアロン (ラ) Mel Rosatum 

マレンコンヤ (ポ) melancolia; (ラ) Melancholia 

ラアデキスアルテイヤ (ラ) Radix Altheae 

ラジスヘヨニヤ (ラ) Radix Paeoniae 

ラヒスカラミナリス (ラ) Lapis Calaminaris 

ランセイタ (ポ) lancéta; (ラ) lanceta 

ロウダノ油 (ラ) Oleum Rutae  

ロザアロンロウブルン (ラ) Rosarum Rubrum 

エズチヨメ 未定 

ヲビタンデサレトン 未定 

ヲホチリン 未定 

ヲヲリ (オ) olie  

ヲヲリヨアニイジ (ポ･ラ) Óleo Anisi; (ラ) Oleum Anisi 

ヲヲリヨアネテイネ (ポ･ラ ) Óleo Anethine; (ラ ) Oleum 

Anethi 

ヲヲリヨアルドミジイヤ (ポ･ラ) Óleo Artemisiae (ラ) Oleum 

Artemisiae 

ヲヲリヨイノント (ポ) Óleo enoldo; (ラ) Oleum Anethi. 

(ラ) Anethum; (ス) aneto, aneldo; (ポ) 

endro 

ヲヲリヨイノンド (ポ) Óleo inondo; (ラ) Oleum Anethi 



 

 

- 243 - 

ヲヲリヨウンソウニ 未定 

ヲヲリヨカモメリ (ポ･ラ) Óleo Chamomillae; (ラ) Oleum 

Chamomillae 

ヲヲリヨカモメリ (ポ･ラ) Óleo Chamomillae; (ラ) Oleum 

Chamomillae 

ヲヲリヨカラアブ (ポ) Óleo cravo; (ラ) Oleum Cariophylli 

ヲヲリヨサルフレウラ (ポ) Óleo saflora; (ラ) Oleum Saflora  

ヲヲリヨシナモミ (ポ･ラ) Óleo Cinnamomi; (ラ) Oleum 

Cinnamomi 

ヲヲリヨスピカ (ポ) Óleo [de] spica [nardi] (ラ); Oleum 

Spicae 

ヲヲリヨソラトロン (ポ ) Óleo [de] Solanum (ラ ) Oleum 

Solanum) 

ヲヲリヨテレメンテイナ (ポ ) Óleo Terementina (ラ ) Oleum 

Terebintinae 

ヲヲリヨヒヨウラス (ポ ) Óleo [de] violas; (ラ ) Oleum 

Hyperici, Oleum Hypericum / Hypericon 

ヲヲリヨベイダラ (ポ) Óleo [de] pedra; (ラ) Oleum Petrae 

ヲヲリヨホッス ( ポ ･ オ ) Óleo Vos; ( ラ ); Oleum 

Vulpinum 

ヲヲリヨマヨラナ (ポ) Óleo [de] majorana; (ラ) Oleum 

Majoranae 

ヲヲリムスカアダ (ポ ) Óleo [de] muscada; (ラ ) Oleum 

Muscatae, Oleum Nucis moschatae 

ヲヲリヨミニヨウカス (ポ) Óleo [de] minhocas; (ラ) Oleum 

Lumbricorum 

ヲヲリヨレリヨウロン (ポ･ラ ) Óleo Liliorum; (ラ ) Oleum 

Liliorum 

ヲヲリヨロウサ (ポ) Óleo [de] Rosa; (ラ) Oleum Rosae, 
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Oleum Rosarum  

ヲヲリヨロウダ (ポ) Óleo ruda; (ラ) Oleum Rutae 

ヲヲリヨロウリイニ、ヲヲリヨロウ
リイネ 

(ポ) Óleo Laurinho; (ラ) Oleum Laurini, 

Oleum Laurinum 

ヲヲリヨロウリイニヨ (ポ) Óleo Laurinho; (ラ) Oleum Laurini, 

Oleum Laurinum 

ヲヲリヨロサアト (ポ) Óleo rosado; (ラ) Oleum Rosatum / 

Rosaceum 

ヲヲリヨロサアロン (ポ･ラ ) Óleo Rosarum; (ラ ) Oleum 

Rosarum 

ヲヲリヨロンブレイカラロン (ラ) Oleum Lumbricorum 

ヲヲヲリヨイツヘリコン (ポ･ラ) Óleo Hypericon; (ラ) Oleum 

Hypericum / Hypericon, Oleum Hyperici 

ヲンドロヘツテ (オ) wondvet ? 
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